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ソライロ♪プロジェクト




③負まけられない勝しょう負ぶ！








一いちノの瀬せ三み葉よ・作

夏なつ芽めもも・絵
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






































１　夏なつ休やすみ、特とく別べつな朝あさ






　髪かみ、よし。

　服ふく、よし。

　鏡かがみの前まえでくるりと一回かい転てん。

　変へんなとこ、なし！

　五度ど目めの確かく認にんを終おえて時と計けいを見みると、八時じ十五分ふん。でかける時じ間かんまで、あと十分ぷんだった。

（……忘わすれものがないか、もう一いち度ど、荷に物もつチェックしておこう！）




　わたし、秋あき吉よし一いち歌かは、ごくフツーの、ちょっと心しん配ぱい性しょうな小しょう学がく六年ねん生せい。

　あ、でも、毎まい日にちこんなにソワソワ落おちつきがないわけじゃないんだよ！

　今日きょうだけは、特とく別べつ。

　なんてったって今日きょうは、ずっと、ず～っとたのしみにしてきた──、


　ピロロロロ、ピロロロロ！



　意い気きごんでたところで、携けい帯たいの着ちゃく信しん音おんにさえぎられてしまった。

（電でん話わ？　こんな朝あさから、だれだろう？）

　不ふ思し議ぎに思おもいながら画が面めんを見みる。親しん友ゆうのユキちゃんからだ！

　うれしくなって、すぐに通つう話わボタンを押おした。

「もしもし、ユキちゃん？」

『おはよー、一いち歌か！』

　朝あさ早はやいのに、とびきり元げん気きな声こえ。

　つられるように、わたしも声こえをはずませて答こたえる。

「おはよう！　ユキちゃん、今日きょうまでサッカークラブの合がっ宿しゅくじゃなかったっけ？」

『うん！　でも、今日きょうは最さい終しゅう日びで観かん光こうして帰かえるだけだから、電でん話わしてみた！　一いち歌か、ワク動どうフェス行いくの今日きょうだよね？』

「そう！　そろそろでかけるところだよ！」

　ユキちゃんの言こと葉ばに、ドキドキと胸むねが高たか鳴なる。

　そうなの！　今日きょうは、待まちに待まった、「ワク動どうフェス」の日ひ！

　夏なつ休やすみに入はいってから、毎まい日にち、この日ひをどれだけ待まちこがれてきたか……！

『いいなぁ、あたしもホント行いきたかった……ねぇ一いち歌か、例れいのアレ、悪わるいけどお願ねがいね！』

　ユキちゃんに言いわれて、わたしはもう一いち度どバッグをひらく。

　あずかってる「例れいのアレ」が、ちゃんと入はいってるか、もう一いち度ど確かく認にん……。

「うん、大だい丈じょう夫ぶ。ちゃんと持もって行いくね！」

　こうして荷に物もつの確かく認にんをするたび、「いよいよ本ほん当とうに今日きょう行いくんだ」って実じっ感かんがわいてくる。

　あぁ、すっごいドキドキしてきた！

　ところが、電でん話わの向むこうからは、ズーンと重おもい声こえが……！

『……っていうかさぁ！　あたしが行いけないのに、「あいつ」が一いち歌かといっしょに行いくって……いったい、どうなってんの!?　ナットクいかない～～～～っ！』
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　どんどん声こえが大おおきくなるユキちゃん。

　わたしは携けい帯たいをちょっぴり耳みみからはなして、「あはは……」と苦にが笑わらいを返かえす。

　その件けんに関かんしては、わたしも、「いったい、どうなってるの!?」って感かんじなんだよね……。

『あ、そろそろ集しゅう合ごうだ！　とにかく、あたしの分ぶんまで楽たのしんできてね！』

「ありがとう！　じゃあ、またね！」

　ユキちゃんとバイバイして電でん話わを切きると、ちょうど、廊ろう下かからママの声こえがした。

「いっちゃーん？　そろそろ出でるけど、準じゅん備びできた？」

「今いま行いくーっ！」

　返へん事じをしながら、携けい帯たいをバッグにしまって。

（うん！　変へんなとこ……なし！）

　最さい後ごにもう一いち度ど、鏡かがみで髪かみをチェックしてから、わたしは、はずむ足あし取どりで部へ屋やをとびだした。




　わたしが「ソライロ」の絵え師しになってから、そろそろ三か月げつ。

　ソライロっていうのは、動どう画が投とう稿こうサイト「ワクワク動どう画が」で活かつ動どうしている音おん楽がく創そう作さくサークル。

　三か月げつ前まえ、代だい表ひょうのアオイさんにスカウトされたわたしは、歌うたい手てのコウスケ先せん輩ぱい、動どう画が師しのりーちゃんといっしょに動どう画がをつくるようになって、動どう画が投とう稿こうの楽たのしさを知しったんだ。

　しかも、なんとこの前まえ、「恋こいうた動どう画がコンテスト」で19位いに入にゅう賞しょうすることができたの！

　その賞しょう品ひんとしてゲットしたのが、毎まい年とし夏なつ休やすみに開かい催さいされる大だい人にん気きイベント、「ワク動どうフェス」のチケット。

　大だい好すきなソライロのみんなと、夏なつ休やすみにいっしょにおでかけできる。しかも、行いき先さきはあこがれのワク動どうフェス！

　そりゃもう、ワクワクしちゃうよ！

（ワク動どうフェスって、どんな感かんじなんだろうなぁ！）

　そんなことばかり考かんがえていたら、あっというまに駅えきに着ついた。

「ちょっと早はやく着ついちゃったかしら」

　ママの声こえに、わたしも広ひろ場ばにある時と計けいをチラリと見み上あげた──そのときだった。

　街がい路ろ樹じゅのそばでたたずむ人ひと影かげに、思おもわず目めをうばわれる。

　すらりと高たかい身しん長ちょうに、首くびからさげたブルーのヘッドホン。

　八月がつの強つよい日ひ差ざしを吸すいこむようにキラキラと輝かがやく、ひとりの男おとこの子こ。

「冴さえ木きく……」

「あ、冴さえ木きく───ん！」

　わたしの声こえをかき消けす大おお声ごえをあげながら、ママがぶんぶん手てをふった。

　ギョッとしたけど、もう遅おそい。

　冴さえ木きくんはびっくりしたように目めを白しろ黒くろさせながら、ちょこっと頭あたまを下さげた。

「マ、ママ！　超ちょう目め立だってる、はずかしいからっ！」

　必ひっ死しにママの腕うでを下おろさせながら、冴さえ木きくんのもとへ近ちかづいていく。

「おはようございます、冴さえ木きです。今日きょうは、よろしくお願ねがいします」

「あら、こちらこそ～！」

　降ふるような蟬せみしぐれの中なか、ママは、ウキウキしながら冴さえ木きくんとあいさつをかわす。

　大人おとなっぽく見みえるけど、冴さえ木きくんは、わたしと同おなじクラスの、小しょう学がく六年ねん生せい。

　すっごくイケメンなうえにクールな性せい格かくだから、かげで「氷こおりの王おう子じさま」なんて呼よばれてるほど、女じょ子しから人にん気きがあるんだ。

　そんな冴さえ木きくんと、夏なつ休やすみに（ママ付つきで）おでかけすることになるなんて。

　本ほん当とうに、人じん生せいってなにが起おこるかわからないよ……。

　ぼんやり考かんがえながら改かい札さつを通とおると、すぐ後うしろで、「ピンポーン」と警けい報ほう音おんが鳴なった。

　だれかがゲートに引ひっかかって、「キャー」とか騒さわいでる……って、うちのママ!?

「あらやだ！　ごめんね、チャージしてくるから、ちょっと待まってて！」

　ママは回まわれ右みぎをして、バタバタと券けん売ばい機きへ走はしっていく。

（も～、ママってば……！）

　はずかしくて、両りょう手てで頭あたまをかかえる。

　わざわざお仕し事ごとの休やすみを合あわせていっしょに来きてくれて、感かん謝しゃしなくちゃいけないんだけど……今日きょうは冴さえ木きくんもいるんだから、しっかりして～っ！

「ごめんね、うちのママ、そそっかしくて」

「ううん」

　冴さえ木きくんは、小ちいさく首くびをふった。

　それから、ぼんやりと眠ねむそうな目めで、わたしの顔かおをじぃっと見みる。

「……秋あき吉よし、なんかいつもと雰ふん囲い気きちがうね」

「！」

　冴さえ木きくんに指し摘てきされて、ポッと顔かおが熱あつくなる。

　じつは今日きょう、わたしにできる、めいっぱいのオシャレをしてきたんだ。

　だって、もしかすると……あこがれのアオイさんに会あえるかもしれないんだもん！

　ソライロの代だい表ひょう、アオイさんは、個こ人じん情じょう報ほうをまったく明あかさない主しゅ義ぎの人ひと。仲なか間まのわたしたちでさえ、顔かおも名な前まえも知しらないんだ。

　でも、そんなアオイさんも、今日きょうのワク動どうフェスには来くるって言いってて。

　万まんが一いち、アオイさんと会あえたとき……ううん、会あえなくても、偶ぐう然ぜんすれちがったとき、「ダサい」とか、ぜったい思おもわれたくないから……っ！

「ヘ、ヘンかな!?　ヘンなとこあったら、言いってね！」

　不ふ安あんになって、あわててバッグから鏡かがみをとりだそうとしたら。

「いや、かわいいよ」

　頭あたまの上うえで、声こえがした。

「へっ？」

　ドキッとして、顔かおを上あげる。

　冴さえ木きくんは、表ひょう情じょうをみじんも変かえずに立たっている。

「どうかした？」

「えっ？　あ、あの……鏡かがみ、どこやったかな……？」

　自じ分ぶんだけ動どう揺ようしたのがはずかしくなって、バッグに目めを落おとして鏡かがみを探さがすふりをする。

（今いまの……、ただのお世せ辞じだよね？）

　それに、言いわれたのって、「わたしが」じゃなくて、「服ふくが」だよね？

　考かんがえれば考かんがえるほど、はずかしさが増ましていく。
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　だけど……がんばったオシャレを「かわいい」って言いってもらえた。

　うれしくて、ニヤけるのを我が慢まんできないっ……！

「そ、そういえば……冴さえ木きくんは、なんで、わたしたちとワク動どうフェスに行いこうって思おもったの？」

　ちょっと無む理りやり、話わ題だいを変かえてみた。

　ユキちゃんも言いってたけど、ずっと気きになってたんだよね。

　一学がっ期きの終しゅう業ぎょう式しきの日ひ、わたしがソライロのみんなとワク動どうフェスに行いくって話はなしをしたら、急きゅうに、「俺おれもいっしょに行いっていい？」って言いわれたんだ。

　冴さえ木きくんはソライロのみんなと面めん識しきがあるから、いっしょに行いくって話はなしはけっこうスムーズにすすんだんだけど……。

　冴さえ木きくんの行こう動どうはいつも謎なぞめいてて、わたしには、よくわからないことが多おおいの。

「なんで、か……そうだな、コンテストで入にゅう賞しょうしたソライロの動どう画が、すごくよかったから。ひさしぶりに、ソライロの人ひとたちに会あいたくなったのもあるし……」

　冴さえ木きくんは、そこで、いったん言こと葉ばをとぎらせた。

　ほんの数すう秒びょう、口くちをつぐんで。それから、ぽつりと、ひとりごとのようにつぶやく。

「……秋あき吉よしといっしょなら、見みられるかなって思おもったんだ」

　え？　と、おどろいて見み上あげた瞬しゅん間かん、ドキリとする。

　どこか遠とおくを見みるような、さみしげな瞳ひとみ。

　深ふかいかなしみを帯おびたその表ひょう情じょうに、きゅうっと胸むねがしめつけられる。

「あの、冴さえ木きくん……？」

「お待またせ～！」

　声こえをかけたタイミングで、ママが走はしってきて、話はなしはとぎれてしまった。

（わたしといっしょなら『見みられる』って……どういう意い味みなんだろう？）




　電でん車しゃに乗のりこむと、ちょうど、席せきがふたつあいていた。

　冴さえ木きくんはすかさず、わたしたちに席せきをゆずる。

「どうぞ。俺おれ、立たってるんで」

　すると、ママが笑わらいながら手てをパタパタさせた。

「やだ、私わたしはいいわよ～！　おばさん、今日きょうは保ほ護ご者しゃで来きてるんだから、ふたりで座すわって！」

「大だい丈じょう夫ぶです。立たってるの好すきだし」

「でも……」

　ゆずりあうふたりに、だんだん車しゃ内ないの目めもあつまってきて、わたしはたまらず声こえをあげる。

「ママ、せっかくだから座すわらせてもらおうよ！」

「そう……？　じゃあ、お言こと葉ばに甘あまえちゃおうかな。ありがとうね、冴さえ木きくん」

　ママのお礼れいに冴さえ木きくんはぺこりと頭あたまを下さげ、ヘッドホンを耳みみにつける。

　大人おとなを相あい手てに、ちゃんと気き配くばりができて……冴さえ木きくんって、すごいなぁ。

　感かん心しんしながらその姿すがたを見みていると、横よこから、ママがこそっと耳みみ打うちしてきた。

「……ごめんね。いっちゃんは、冴さえ木きくんと座すわりたかったんじゃない？」

「そ、そんなことないよ！」

　あわてて首くびを横よこにふる。

　わたしとならんで座すわってるところを知しり合あいに見みられたら、ヘンな誤ご解かいされちゃいそうだし。

　冴さえ木きくんだって、それは困こまるはず！

　なにより、わたしと冴さえ木きくんは、あくまで、ただの友ともだちで…………。

（……あれ？　冴さえ木きくんとわたしって、友ともだち……なのかな？）

　ふっとわいた疑ぎ問もんに、腕うでを組くんで考かんがえこむ。

　冴さえ木きくんと、友ともだち。

　頭あたまの中なかで言いってみたら、ちょっぴりくすぐったいような、不ふ思し議ぎな感かんじがした。

　冴さえ木きくんは……わたしのこと、どう思おもってるんだろう？

　そっと見み上あげると、冴さえ木きくんは、窓まどからさしこむ日ひ差ざしでまぶしそうに目めを細ほそめながら、携けい帯たいをいじっていた。

（あ！　電でん車しゃの中なかだから、携けい帯たいをマナーモードにしなきゃ……）

　思おもい出だして携けい帯たいを操そう作さしていた、そのとき。

　ヴヴッ

　手ての中なかで、バイブレーションが鳴なった。





アオイ『おはよう、いっちーさん』
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　ドキッ！

　画が面めんを見みた瞬しゅん間かん、反はん射しゃ的てきに前まえのめりになる。

（アオイさんからメッセージだっ！）

　テンションが一いっ気きに最さい高こう潮ちょうになって、われながらすごいスピードで返へん事じを送おくった。





いっちー『おはようございます！　今いま、電でん車しゃで移い動どう中ちゅうです！　アオイさんが会かい場じょうのどこかにいると思おもうと、ちょっぴりドキドキします』






　携けい帯たいを手てにソワソワ待まっていると、すぐに返へん事じが来くる。





アオイ『せっかくの機き会かいなのに、会あう約やく束そくができなくて、ごめんね』

いっちー『いえ！　同おなじイベントをいっしょに楽たのしめるなんて、うれしいです！』

アオイ『ありがとう。今日きょうはおたがい全ぜん力りょくで楽たのしもう！』






　はぁ～、アオイさん！

　きゅんと心こころがはずんで、ぎゅっと目めを閉とじる。

　──わたし、今日きょう、アオイさんと同おなじ会かい場じょうの中なかで一いち日にち過すごすんだ。

　そう思おもうだけで、胸むねの奥おくが焦こげつくみたいに、じりじりと熱ねつを帯おびていく。

　アオイさんは、わたしにとってあこがれで……トクベツな存そん在ざい。

　落おちこんだり壁かべにぶつかったりしたとき、アオイさんの曲きょくや、その言こと葉ばに、何なん度どもやさしく背せ中なかを押おしてもらったし。

　それに、アオイさんの曲きょくに出で会あえたおかげで、生うまれてはじめての夢ゆめもできたんだ！

　──ソライロ、めざせ一〇〇万まん回かい再さい生せい！

　まだまだ遠とおい夢ゆめだけど、いつか、みんなといっしょに叶かなえたいって思おもう。

（そうだ。再さい生せい回かい数すう、どうなってるかな？）

　ふと気きになって携けい帯たいを操そう作さする。

　最さい近きんの日にっ課か、ソライロの動どう画がの再さい生せい回かい数すうチェック。

（ん～……やっぱり、そんなに増ふえてない、か）

　思おもわしくない数すう字じに、そっとため息いきをつく。

　じつはこのところ、ソライロの動どう画が再さい生せい回かい数すうが、伸のび悩なやんでるの。

　コンテストで入にゅう賞しょうしてからは、前まえとは比くらべものにならないくらい再さい生せい回かい数すうがどんどん増ふえて。入にゅう賞しょうした動どう画が、『メッセージ』は、ソライロの動どう画がではじめての五千回かい超ごえを達たっ成せい！

　このままいけば、大おお台だいの一万まん回かい再さい生せい達たっ成せいの日ひも近ちかいかも？　なんて思おもってたんだけど……。

　コンテストの結けっ果か発はっ表ぴょうから一週しゅう間かん経たち、二週しゅう間かんも経たつと、再さい生せい回かい数すうの伸のびも、すっかり落おちついちゃったんだ。

　……でも。だからこそ、今日きょうのわたしは、とっても気き合あいが入はいっている。

（今日きょうのワク動どうフェスには、有ゆう名めいな絵え師しさんもたくさん来くるって話はなしだし……いろんなことを吸きゅう収しゅうして、ぜったいぜったい、絵え師しとして成せい長ちょうするんだ！）

　イラストは、「動どう画がの顔かお」って言いわれるくらい重じゅう要ような役やく割わり。

　みんなの足あしを引ひっぱらないように、がんばらないと！











２　はじめてのワク動どうフェス






　目もく的てきの駅えきに降おりたつと、おどろきの光こう景けいが広ひろがっていた。

　見みわたすかぎり、人ひとの海うみ！

　大おお勢ぜいの人ひと々びとが、まるで川かわが流ながれていくように、会かい場じょうの「巻まき張はりメッセ」まで、途と切ぎれることなくつづいていく。

　こんなに人ひとがたくさんいるのを見みたの……生うまれてはじめてだよ！


『ワク動どうフェスにお越こしのお客きゃくさまは、改かい札さつ右みぎ手ての南みなみ口ぐちへ進すすんでください！　前まえの方かたにつづいて、ゆずりあって移い動どういただきますようお願ねがいします！』



　拡かく声せい器きを手てに声こえを張はるスタッフのお兄にいさんの横よこをぬけ、わたしたちも、なんとか前まえへと進すすむ。

　からりと晴はれた青あお空ぞらの下したには、夏なつの空くう気きとはまたちがう、不ふ思し議ぎな熱ねっ気きがただよっていた。

「いっちゃん、待まち合あわせ場ば所しょはどのあたり？」

「えーっと、『南みなみ口ぐちの正しょう面めんにある歩ほ道どう橋きょうの近ちかくにいます！』って書かいてあるけど……」

　人ひと混ごみにもまれて携けい帯たいを落おとさないように気きをつけながら、さっき来きたメッセージを読よみ上あげていると。

「あっ、いっちーさん！　こっちです！」

　数すうメートルほど先さきから、かわいらしい声こえが聞きこえた。

　見みると、ソライロの動どう画が師し、りーちゃんが、ぴょんぴょこ跳とびはねながら手てをふっている。

　となりにいるのは、歌うたい手てのコウスケ先せん輩ぱいと、りーちゃんのママ！

「どうも～、秋あき吉よしと申もうします～！」

「清きよ藤ふじでございます。いつも、リイコがお世せ話わになりまして……」
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　ママたちのあいさつがはじまる横よこで、わたしたちも言こと葉ばをかわす。

「いっちーさん、お洋よう服ふくとってもかわいいです！」

「そ、そうかな？　えへへ……」

「アオイさんが、どこかで見みているかもしれないですものね」

　りーちゃんに言いわれて、ドキッとする。

「ふふふ。じつは私わたしも、今け朝さはどのリボンにするか、すごく迷まよっちゃいました。コウちゃんも、今日きょうは気き合あいを入いれてヘアセットをしてきたそうですよ。みんな、考かんがえることは同おなじですね」

　顔かおを見み合あわせて、照てれ笑わらい。

　アオイさんは、わたしたち三人にんにとってあこがれの存そん在ざいだもんね。

　りーちゃんとなごやかに話はなしながら、ふっと視し線せんを移い動どうさせる──と、なぜかコウスケ先せん輩ぱいが、険けわしい表ひょう情じょうで冴さえ木きくんを見み上あげていた。

「……よぉ、いっちーのカレシ」

　コウスケ先せん輩ぱいの口くちからとびだした言こと葉ばに、ギョッと心しん臓ぞうが止とまる。

「ちっ、ちがいます！　冴さえ木きくんは、ただの友ともだ……」

　言いいかけて、ハッと口くちをつぐむ。

　勝かっ手てに「友ともだち」なんて言いったら、迷めい惑わくかもしれない。

　冴さえ木きくんがわたしのことをどう思おもってるのか、ちゃんと確かく認にんしたことないんだし……。

「さ、冴さえ木きくんは、ただのクラスメートです！　……って、コウスケ先せん輩ぱい？」

　せっかく言いい直なおしたのに、コウスケ先せん輩ぱいは、わたしの話はなしを完かん全ぜんスルー。

　腕うでを組くんで、ずいっと冴さえ木きくんとの距きょ離りをつめる。

「おまえ、名な前まえなんつったっけ？」

「……冴さえ木き奏そう太たです。秋あき吉よしと同おなじクラスの」

「よーし。いいか、奏そう太た！　オレは中ちゅう学がく生せいで、おまえは小しょう学がく生せい。オレのほうがセンパイだ。そのへん、トーゼンわかってるよな？」

　コウスケ先せん輩ぱいは、猫ねこがシャーッと威い嚇かくするみたいに、冴さえ木きくんをにらみつける。

　……身しん長ちょう差さのせいで、あんまり迫はく力りょくはないけど。

「これから、オレのことは、コウスケ先せん輩ぱいと呼よぶように！　ちょっと背せが高たかいからってチョーシ乗のったら、承しょう知ちしねーからなっ！」

　語ご気きを強つよめるコウスケ先せん輩ぱいを、冴さえ木きくんは、じっと無む表ひょう情じょうのまま見みつめる。

　ふたりの間あいだに流ながれる、なんとも言いえない沈ちん黙もく。

　そういえば……前まえにもこんなことがあったよね。

　コウスケ先せん輩ぱいは、どうも、冴さえ木きくんが「年とし下したなのに背せが高たかい」のが気きに入いらないみたいで……。

（で、でも、この空くう気きは……よくない！）

　今日きょうは、せっかく四人にんでワク動どうフェスをまわるんだ。

　楽たのしい一いち日にちにするためにも、わたしが、みんなの仲なかをとりもたないと！

　そう思おもって、スゥッと息いきを吸すいこむと。

「わかりました、コウスケ先せん輩ぱい」

　先さきに口くちをひらいたのは、冴さえ木きくんだった。

「……え？　な、なんだって？」

「コウスケ先せん輩ぱい」

　冴さえ木きくんがくりかえして言いうと、パチクリしてたコウスケ先せん輩ぱいの目めが、みるみる輝かがやいていく。

「えっ！　ちょっ、ヤバッ！　オイ、もう一いっ回かい言いってくれ！」

「……コウスケ先せん輩ぱい」

「くぅ～っ！　スゲーいい響ひびきだな！」

　コウスケ先せん輩ぱいは、興こう奮ふんしたように冴さえ木きくんの肩かたに手てを回まわした。

「オレ、男だん子しから先せん輩ぱいって呼よばれたのはじめてなんだよ！　家いえでは三兄きょう弟だいの末すえっ子こだし、年とし下したからもナメられてばっかでさ……なんかオレ、おまえのこと誤ご解かいしてたみたいだ！　連れん絡らく先さき交こう換かんしようぜ！　オレのは、この名めい刺しに書かいてあるから！」

「え、名めい刺し……？」

「ほら、今日きょうって芸げい能のう関かん係けいの人ひともけっこう来くるらしいじゃん。『未み来らいのイケメンスター歌か手しゅ』として売うりこむチャンスだと思おもって、つくってきたんだ！　見みろ、このかっこいいデザイン！」

　ゴキゲンでしゃべりまくるコウスケ先せん輩ぱいに、冴さえ木きくんは困こまったように眉まゆをひそめながらも、「はぁ」とか「へぇ」とか、相あいづちを打うつ。

　わたしはりーちゃんと目めを合あわせて、首くびをひねった。

「よくわからないけど、あのふたり、仲なか良よくなったのかな……？」

「さぁ……？」




　無ぶ事じに入にゅう場じょうゲートをくぐると、ママたちとは「五時じに集しゅう合ごう」の約やく束そくをして、解かい散さんした。

　ここからは、わたしたち四人にんでの自じ由ゆう行こう動どう！

　コウスケ先せん輩ぱいが先せん頭とうになって、まずはゲートの目めの前まえにある、第だい五ホールへ向むかう。

「わぁっ……！」

　入いり口ぐちをこえた瞬しゅん間かん、にぎやかな雰ふん囲い気きに圧あっ倒とうされる。
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　カラフルな看かん板ばんや、大おおきなバルーンアーチ。

　近きん未み来らい的てきなネオンのオブジェが飾かざってあるかと思おもえば、その向むかいには、提ちょう灯ちんがならぶ神じん社じゃの参さん道どうや鳥とり居いがあって。そこを、アニメやゲームのコスプレをした人ひとが当あたり前まえのように歩あるいてる。

　まるで、異い世せ界かいの商しょう店てん街がいに迷まよいこんだみたい！

　あちこちから聞きこえてくる音おん楽がくや人ひとの声こえに、ワクワクと心こころが躍おどりだす。

「……あ、見みて！　あの人ひと、『Ｓｕｇａｒシュガー』のＳＡＴＳＵＫＩサツキさんと同おなじ衣い装しょう着きてるよ！」

「本ほん当とうですね！　写しゃ真しん、撮とらせてもらいましょう！」

　りーちゃんが声こえをかけると、コスプレイヤー（通つう称しょう・レイヤーさん）のお姉ねえさんは、快こころよく写しゃ真しん撮さつ影えいに応おうじてくれた。

　すごい！　衣い装しょう、完かん全ぜんコピーだ！

　ハイテンションになりながら、りーちゃんと撮とらせてもらった写しゃ真しんを見みせあう。

「わたし、アンエスの動どう画がは、『Ｓｕｇａｒシュガー』がいちばん好すきだなぁ！」

『Ｓｕｇａｒシュガー』は、大だい人にん気きサークル＆アンドＳエスの人にん気き曲きょくで、さわやかでアップテンポなラブソング。

　歌うたい手てのＳＡＴＳＵＫＩサツキさんが着きてるカラフルな衣い装しょうと、アニメーションと実じっ写しゃが交こう錯さくする不ふ思し議ぎな世せ界かい観かんの映えい像ぞうが、すごく合あってて。超ちょう～かわいいの！

「あ、知しってますか？　『Ｓｕｇａｒシュガー』の歌か詞しにまつわるウワサ」

「ウワサ？」

　知しらない、と首くびをふると、りーちゃんが楽たのしげな笑えみを浮うかべる。

「歌か詞しの中なかで一箇か所しょだけ、『キミ』が『君きみ』って、漢かん字じ表ひょう記きになっているんですよ。ほら、最さい後ごの、サビがくりかえされる部ぶ分ぶんです」

　りーちゃんは、携けい帯たいの画が面めんに歌か詞しを表ひょう示じさせて見みせてくれた。

『Ｓｕｇａｒシュガー』の歌か詞しは、一番ばんは彼かれ氏し、二番ばんは彼かの女じょっていう風ふうに視し点てんが入いれ替かわる構こう成せいで、恋こい人びと同どう士しがおたがいの「好すきなところ」を言いい合あうって内ない容よう。

　それで、「キミの○○なとこが好すき」って歌か詞しが、くりかえし登とう場じょうするんだけど……。

「ほんとだ、ラストサビのここだけ漢かん字じ！　ぜんぜん気きづかなかった！」

「じつは、この一行ぎょうだけ文ぶん章しょうが過か去こ形けいで、『好すきなところ』の雰ふん囲い気きが他ほかとはちがうんです。一いち部ぶのファンの間あいだでは、『「君きみ」は、三人にん目めの登とう場じょう人じん物ぶつじゃないか？』『この女おんなの子こが本ほん当とうに好すきなのは、どっちなんだ!?』って、熱あつい議ぎ論ろんがかわされているそうですよ！」

　りーちゃんは声こえをはずませながら、今こん度どは、「＆アンドＳエス深ふか読よみ隊たい！」って名な前まえのサイトを見みせてくれた。

「アンエスの動どう画がや曲きょくは、そういう『仕し掛かけ』がけっこうあるみたいで。新しん曲きょくが出でるたび、ネットで、ファンが考こう察さつをするのも流は行やっているらしいです！」

　ページにざっと目めを通とおすと、「映えい像ぞうにかくされた暗あん号ごう」とか「歌か詞しタテ読よみで裏うらテーマがあきらかに！」とか、面おも白しろそうなタイトルの記き事じがたくさんアップされている。

　面おも白しろいなぁ！　動どう画がって、そういうたのしみかたもあるんだ！

「アンエスの曲きょくって、プロデューサーのＳＹＵシュウさんって人ひとがつくってるんだっけ？」

　気きになって、りーちゃんに問といかける。

「はい。作さく詞し作さっ曲きょくに、編へん曲きょく。人にん気きが出でて忙いそがしくなる前まえは、挿さし絵えや動どう画がの編へん集しゅうも、すべてＳＹＵシュウさんが担たん当とうしていたみたいですね」

「え～っ!?」

　それってつまり、ソライロでいうと……。

　アオイさんと、りーちゃんと、わたし。三人にんの作さ業ぎょうを、全ぜん部ぶひとりでやってたってこと!?

　すぐには信しんじられなくて、ぽかーんと口くちがあいてしまう。

　すごいんだなぁ、ＳＹＵシュウさんって。

「……って、あれ？　コウスケ先せん輩ぱいたちは!?」

　いつのまにか、ふたりの姿すがたが見みえなくなっていた。

　ひょっとして、＆アンドＳエスの話はなしに夢む中ちゅうになっている間あいだに、はぐれちゃった!?

　ツツーッと、背せ中なかを冷つめたい汗あせが伝つたう。

「と、とにかくふたりを探さがそう！」

　あわててキョロキョロしていたら、後うしろから、「おーい！」と大おおきな声こえが聞きこえた。

　コウスケ先せん輩ぱいと冴さえ木きくんが人ひと混ごみをすりぬけて走はしってくるのが見みえて、りーちゃんとふたりでホッと胸むねをなでおろす。

　コウスケ先せん輩ぱいは、わたしたちの前まえにとびだしてくるなり、「おまえらなぁ！」と怒ど鳴なり声ごえをあげた。

「超ちょうあせったじゃねーか！　ソッコーではぐれんなよっ！」

「ご、ごめんなさいっ！」

「ひとまず、人ひとの流ながれがないスペースに行いこう。みんな、俺おれについてきて」

　背せの高たかい冴さえ木きくんが誘ゆう導どうしてくれて、なんとか、落おちついて話はなせるスペースにたどりつくことができた。

　さんざん人ひと混ごみにもまれて、みんな、しばらく放ほう心しん状じょう態たい。

「や……やべーな、ワク動どうフェス……」

「二ふつ日か間かんで十五万まん人にんあつまるらしいですから……すでに、数すう万まん人にん近ちかくいるのでは……？」

「す、数すう万まん人にんっ!?」

　びっくりして周しゅう囲いを見み回まわす。

　人ひとの数かずも、熱ねっ気きも、すごいわけだよ……。

「闇やみ雲くもに歩あるき回まわるより、まずは会かい場じょうのマップを確かく認にんしよう」

　冴さえ木きくんが、入にゅう場じょうゲートでもらったパンフレットを見みながら言いう。

　その冷れい静せいな提てい案あんに、みんなも少すこし、落おちつきをとりもどしたみたいだった。

「今いま、俺おれたちがいるのは第だい五ホールだから、ちょうど全ぜん体たいの真まん中なかあたりかな」

「会かい場じょうは、全ぜん部ぶで十一ホールあるんですね」

「へっ？　十一ホールもあるの!?」

　マップを見みて、あらためて会かい場じょうの広ひろさにおどろいた。

　このホールだけでも、学がっ校こうの体たい育いく館かんを六、七倍ばいにしたくらいの広ひろさだっていうのに、同おなじようなホールが敷しき地ち内ないに十一個こもあって、それが、ぜーんぶワク動どうフェスの会かい場じょうなんだって！

　ホールの中なかはいくつかのエリアに区く切ぎられていて、それぞれのエリアで、いろんな催もよおしが行おこなわれてるの。

　ゲームの大たい会かいやカラオケイベントなどが開ひらかれる、参さん加か型がたエリア。

　イラストや動どう画が、その他ほかいろいろな作さく品ひんを見みることができる、展てん示じ型がたエリア。

　他ほかにも、歌うたい手てさんや踊おどり手てさん、芸げい能のう人じんのライブやイベントが行おこなわれるエリアや、相撲すもう、歌か舞ぶ伎きなど伝でん統とう文ぶん化かのエリアなどなど……とにかく数かぞえ切きれないほど、催もよおしがたっくさん！

　そんな各かくエリアは、「ブース」っていう、小ちいさなスペースがあつまってつくられてるんだ。

「うわ～、ブースの数かず、めっちゃ多おおいな！」

　コウスケ先せん輩ぱいが、パンフレットの地ち図ずページをめくりながらつぶやく。

　ひょいっと横よこからのぞきこんだら、ブースの名な前まえが何なん十じゅう……いや、何なん百びゃくってくらいにビッシリならんでる！

「……さすがに、全ぜん部ぶはまわりきれないね。三時じからアンエスのライブもあるし」

　コンテストの賞しょう品ひんは、ワク動どうフェス全ぜん体たいの入にゅう場じょう券けんに加くわえて、今日きょうの目め玉だまイベントのひとつ、＆アンドＳエスのライブチケットもいっしょについてたんだ。

　三時じ前まえには、ライブ会かい場じょうへ移い動どうしなきゃならない。

　わたしの言こと葉ばに、りーちゃんもうなずいた。

「そうですね。ひとりの持もち時じ間かんを一時じ間かんとしても、四人にんで四時じ間かん。移い動どう時じ間かんを考かんがえると……それぞれが見みたいブースを見みられるのは、二十分ぷん程てい度どになってしまうかもしれません」

「短みじかっ！　オレ、ねらってるブース十個こ以い上じょうあるんだけど！」

　抗こう議ぎの声こえをあげるコウスケ先せん輩ぱい。

　でも、りーちゃんの言いうとおり、この人ひと混ごみの中なか、大おおきな会かい場じょうを移い動どうするだけで、どうしても時じ間かんがかかっちゃいそうだ。

「じゃあ、二ふた手てにわかれるっていうのは？」

　みんなが頭あたまをかかえる中なか、またまた冷れい静せいに、冴さえ木きくんが言いった。

「四人にんでまわるよりは余よ裕ゆうができるんじゃないかな。それで、お昼ひるに再さい集しゅう合ごうするとか」

「おーっ、それいいな！」

　コウスケ先せん輩ぱいがうれしそうにうなずく。

「私わたしも、賛さん成せいです」

「うん、わたしも！」

　わたしとりーちゃんも賛さん成せいして、冴さえ木きくんの案あんが採さい用ようされた。

　せっかくワク動どうフェスに来きたのに、持もち時じ間かんがたったの二十分ぷんじゃ、悔くいが残のこっちゃうもんね。

　それぞれ第だい一希き望ぼうのブースを出だし合あって、目もく的てき地ちが近ちかい同どう士しでペアを組くんだ結けっ果か。

　第だい五ホールの西にし側がわにある参さん加か型がたエリアを中ちゅう心しんにまわるのが、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃん。東ひがし側がわにある展てん示じ型がたエリア中ちゅう心しんにまわるのが、わたしと冴さえ木きくん、という組くみ合あわせになった。

「奏そう太た！」

　別わかれ際ぎわ、コウスケ先せん輩ぱいが冴さえ木きくんを呼よびつけた。

　なんだろうと思おもって見みていると、コウスケ先せん輩ぱいはとつぜん、拳こぶしで、冴さえ木きくんの肩かたをコツンとたたいた。

「いっちーは、おまえが守まもれよ。紳しん士しのようにな」

「はい……え、紳しん士し？」

　目めをぱちくりさせる冴さえ木きくん。

　わたしも、わけがわからなくて、首くびをかしげる。

「フッ、ガキんちょのおまえにはまだ早はやかったかな？　よし。まずはオレが先せん輩ぱいとして、手て本ほんを見みせてやる！　つーわけで、行いこうぜ、リイコ」

　言いいながら、コウスケ先せん輩ぱいは、ごく自し然ぜんにりーちゃんの手てをとった。

「……えぇっ!?」
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　とたんに、りーちゃんは顔かおを赤あかくする。

　じつは、りーちゃん、幼おさななじみのコウスケ先せん輩ぱいのことが好すきなんだ。

「て、手てをつなぐんですか!?」

「おう、さっきみたいにはぐれたら困こまんだろ？　オレがエスコートするぜ！」

　けろりと笑わらって、元げん気きに歩あるきだすコウスケ先せん輩ぱい。

　りーちゃんは、もじもじとはずかしそうにうつむいて、その後あとに続つづく。

　好すきだけど、今いまの関かん係けいを大だい事じにしたいからって、りーちゃんは気き持もちを伝つたえないことを選えらんだ。

　それは、りーちゃんが悩なやんで出だした答こたえだから、わたしは見み守まもることしかできない。

（でも、でもでも……っ！　がんばれ、りーちゃん！）

　大だい好すきな仲なか間まに「幸しあわせになってほしい！」って想おもいは、変かわらない。

　わたしは、応おう援えんの気き持もちをこめて、じっとふたりを見みていたんだけど……。

「……あ。コウちゃん、その……」

「心しん配ぱいすんな、紳しん士しのオレに安あん心しんしてついてこい！」

「いえ、あの……方ほう向こう、逆ぎゃくです」

「げっ、マジで!?」

　コウスケ先せん輩ぱいは、「わりーわりー」と決きまり悪わるそうに笑わらいながら方ほう向こう転てん換かんする。

　ふふっ。どっちが年とし上うえなのかわからないふたりの関かん係けいにほんわかして、つい、笑わらいがこみあげてきちゃう。

　ふたりの背せ中なかは、人ひと混ごみにまぎれて、あっというまに見みえなくなった。

「俺おれたちも行いこう」

　冴さえ木きくんの声こえに、「うん」と返へん事じをして、ふりかえる。

　さっきはうっかり迷まい子ごになりかけたけど、冴さえ木きくんといっしょなら安あん心しんだな。

　冴さえ木きくんは、同おない年どしとは思おもえないくらい、しっかり者もの。

　わたしが困こまってるとき、いつもさりげなく助たすけてくれるんだ。

　ソライロのみんなと初はつ顔かお合あわせしたときもそうだし、テスト勉べん強きょうに付つき合あってくれたときも、コピー機きの使つかい方かたがわからなかったときも…………って、あれ？

　わたし、よく考かんがえたら、冴さえ木きくんに迷めい惑わくかけっぱなし？

　ダ、ダメだ！　今日きょうは、わたしがしっかりするように気きをつけよう！

「あ。そういえば、冴さえ木きくん、なにか見みたいものがあるって言いってなかった？」

　今け朝さ、駅えきで待まち合あわせたときにそんな話はなしをしてたよね。

　いっしょに楽たのしめたらうれしいなと思おもって、ワクワクしながら答こたえを待まっていると……冴さえ木きくんはうつむいて、首くびを横よこにふった。

「……いや。それは、後あと回まわしでいいんだ。先さきに秋あき吉よしの行いきたいとこ行いこうよ」

「え、でも……」

「本ほん命めいは、ココでしょ？」

　とん、とパンフレットにのせた指ゆびがさすのは、『ワク動どう絵え師しイラスト展てん』のエリア。

　なんでわかったの!?　っておどろくわたしに、冴さえ木きくんは、そっと微笑ほほえみをこぼす。

「見みたいブースとか、見けん当とうはつけてあるの？」

「う、うんっ！　ワク動どうフェスの公こう式しきサイトでチェックしてきたから……ここと、ここと、この三つはぜったい行いきたくて。あと、できれば見みたいのをあわせると、七つか八つ……」

　そうそう、こっちの「クリエイターズマーケット」も行いかなきゃ！

　あこがれの絵え師しさんの作さく品ひんを間ま近ぢかに見みられるなんて、想そう像ぞうするだけでテンションが上あがっちゃう！

　なんて、ペラペラと勢いきおいよくページをめくっていると──ふいに視し線せんを感かんじ、はっと顔かおを上あげる。

「あ、ごめん！　つい夢む中ちゅうになっちゃった！」

「いや。秋あき吉よしって、ホント、絵えのことになると楽たのしそうだなーと思おもって見みてた」

「へっ？　そ、そう……？」

　急きゅうに恥はずかしくなって、パンフレットで顔かおをかくす。

　冴さえ木きくんの言いうとおり、わたし、絵えのことになると、ちょっとまわりが見みえなくなっちゃうんだ……って、ダメダメ！　今日きょうは、冴さえ木きくんにも楽たのしんでもらわないと！

「冴さえ木きくん、イラスト展てんって、興きょう味みある？」

「うん。俺おれ、もともと、絵えを見みるのは好すきだから」

　よかった。その言こと葉ばを聞きいて、少すこしホッとする。

「もし、絵えを見みてて気きになることがあったら、なんでも聞きいてね！　わたしのわかる範はん囲いだったら、がんばって解かい説せつするから！」

「ありがとう。じゃあ、出しゅっ発ぱつだ」

　言いいながら、冴さえ木きくんはスッと手てをさしだした。

　ん？　と首くびをかしげるわたしに、いつものクールな表ひょう情じょうで、ひとこと。

「手て、つなぐ？」

　…………えぇっ!?

「だだだ、大だい丈じょう夫ぶ！　さ、さすがに、二に度どもはぐれないだろうし！　って、わたしが言いっても説せっ得とく力りょくないかぁ！　あはは……」

　早はや口くちで言いいながら、わたしは急いそいで歩あるきだした。

　冴さえ木きくんにバレないように、熱あつくなった顔かおを、ぺたぺた手てでさわって冷さます。

（……今いまのって、冗じょう談だんだよね!?　また、わたしだけ動どう揺ようしちゃってるよ～っ！）

　冴さえ木きくんの発はつ言げんって、冗じょう談だんか本ほん気きかわからないんだもん！











３　ネットでつながる絆きずな






　冴さえ木きくんとふたりで、まずは、第だい六ホール、『ワク動どう絵え師しイラスト展てん』のエリアへ移い動どうした。

　パーティションで仕し切きられたブースに、大だい小しょうさまざまな作さく品ひんパネルが飾かざられている。

　有ゆう名めいゲームのキャラクターデザインをしている人ひとや、＆アンドＳエスの動どう画がで挿さし絵えを担たん当とうした人ひと。

　なんと、絵え師しさん同どう士しのワク動どうフェス記き念ねんコラボもっ!?

　有ゆう名めい絵え師しさんたちのイラストがずらりと飾かざられている様さまは、まさに、夢ゆめみたいな光こう景けいだよ！

（はぁ～っ！　この色いろ味み、オシャレだなぁ！）

　興こう奮ふんをおさえきれなくて、撮さつ影えいＯＫの作さく品ひんは、ここぞとばかりにたくさん写しゃ真しんを撮とった。

　近ちかくで見みると細こまかいテクニックまでわかるし、作さく品ひんの横よこに貼はられたインタビューパネルで、絵え師しさんの「作さく品ひんへの想おもい」も読よめて、本ほん当とうに勉べん強きょうになる。

「……この星ほし空ぞら、すごいな」

　となりで、冴さえ木きくんが感かん心しんしたように言いった。

　その視し線せんの先さきを見みると、画が面めん全ぜん体たいに広ひろがる星ほし空ぞらが印いん象しょう的てきな、デジタルイラストがあった。

「こういう星ほしの点てん々てんって、一いっ個こずつ手て書がきなの？」

「うん、手て書がきの場ば合あいもあるけど……このイラストは、部ぶ分ぶん的てきにコピーを使つかってるみたい。コピーを多おおく使つかうと違い和わ感かんが出でちゃうこともあるけど、かたまりごとに拡かく大だいしたり回かい転てんしたり、パターンを少すこしずつ変かえて変へん化かをつけてるから、自し然ぜんに見みえるんだ……」

　夢む中ちゅうになって絵えの分ぶん析せきをしながら、無む意い識しきに、手てをキュッとにぎる。

　レベルが高たかい絵えを見みるのは、すごく楽たのしいけど……同おなじくらい、くやしくなる。

　当とう然ぜんだけど、ここにある絵えはどれも、わたしの何なん十じゅう倍ばい、何なん百びゃく倍ばいも上う手まくて。技ぎ術じゅつやセンス、個こ性せい……なにもかも足あし下もとにもおよばないことを、痛いたいほど思おもい知しらされるから。

（わたしも……もっともっと、上う手まくなりたい！）

　少すこしでもヒントを見みつけられるようにと、わたしは、作さく品ひん一枚まい一枚まいをしっかり目めに焼やきつけた。




　イラスト展てんの次つぎに向むかったのは、「クリエイターズマーケット」のエリア。

　絵え師しさんをはじめとしたワク動どうのクリエイターが自みずからブースを出だして、イラスト集しゅうや音おん楽がくＣＤ、ポストカードやキーホルダーなんかのグッズを販はん売ばいしてるんだ。

　人にん気きのブースには行ぎょう列れつができていて、横よこを通とおるだけでもかなりの熱ねっ気きを感かんじる。

　気きになるブースをちょこちょこのぞきながら、わたしたちは奥おくをめざした。

（え～と、『Ａ─36番ばん』だから、ここを曲まがって……）

「あった！」

　探さがしていたブース、『ナナカマド工こう房ぼう』と書かかれた看かん板ばんを発はっ見けん！

「目め当あては、あのサークル？」

「うん！　ユキちゃんがね、マドノさんの大だいファンなんだ！」

　ナナカマド工こう房ぼうは、絵え師しのマドノさんと、作さっ曲きょく師しのＮａｎａナナさんの、二人ふたり組ぐみサークル。

　ユキちゃんは特とくにマドノさんの大だいファンで、今日きょうは合がっ宿しゅくで来こられないから、「ファンレターを渡わたしてきてほしい」って頼たのまれたんだ。

　マドノさんの絵えはわたしも大だい好すきだし、ナナカマド工こう房ぼうの動どう画がも、よく見みるの。

　あこがれの本ほん人にんに会あえるなんて、ドキドキしちゃうよ～！

　そんなことを冴さえ木きくんに話はなしながら、人ひと混ごみをすりぬけてブースへと近ちかづいていくと、販はん売ばい台だいとなっている長なが机づくえの向むこうに、人ひとの姿すがたを見みつけた。

　その瞬しゅん間かん、とっさに足あしを止とめる。

　ナナカマド工こう房ぼうのブースに座すわっているのは、なんと、外がい国こく人じんらしきお姉ねえさんだった。

　おまけに、ばっちりコスプレ衣い装しょう！

　水みず色いろの髪かみと、制せい服ふく風ふうのコスチューム──ワク動どうで人にん気きのバーチャルアイドル、ミカちゃんだ。

（わぁ～っ！　ミカちゃんが現げん実じつにとびだしてきたみたい……！）

　いろいろ考かんがえながらも、ワクワク半はん分ぶん、怖こわさ半はん分ぶん。足あしがすくんで、次つぎの一いっ歩ぽが踏ふみ出だせない。

　それどころか、じりじりと後あとずさってしまう。

（……ただでさえ、知しらない人ひとに話はなしかけるのは苦にが手てなのに、外がい国こくの人ひとだなんて！　わたし英えい語ご苦にが手てだし、無む理りだよ～～～～っ！）

　とんっ

　そのとき、背せ中なかに軽かるい衝しょう撃げきがあった。

　びっくりして横よこを見みると、冴さえ木きくんと目めが合あう。

「がんばれ。和泉いずみに頼たのまれたんでしょ？」

　その言こと葉ばで、金かな縛しばりがとけたみたいに、パッと体からだが動うごく。

　そうだ、ユキちゃんのために……！

　よし、と気き持もちを奮ふるい立たたせて、そろーり近ちかづいていく。

「あ、あの～……」

　声こえが小ちいさすぎたのか、相あい手ては、気きづかずに携けい帯たいをいじっている。

　……大だい丈じょう夫ぶ、もう一いち度ど！　すーはー、呼こ吸きゅうを整ととのえて……。

「あの、すみませんっ！」

　ミカちゃんコスプレのお姉ねえさんは、はたと顔かおを上あげた。

　きれいなブルーの瞳ひとみに見み上あげられて、ごくりとつばをのみこむ。

（お、落おちつくんだ。目めを見みて、ゆっくり話はなせば、伝つたわるはず……！）

　ギュッと拳こぶしをにぎりしめて、わたしは、一いっ歩ぽ前まえへ出でた。

「ハ、ハロー！　マイネームイズ、いっちー！　えっと……マイフレンド、マドノさんのファン！　ビッグファン！　だから、その……ファンレター、フォーユーッ！」

「えっ、マジで？」

　わたしの必ひっ死しな英えい語ご（？）に返かえってきたのは、想そう像ぞうしてたのとはちがう、くだけた日に本ほん語ご。

　お姉ねえさんは、ぱあっと笑え顔がおになると、くるりと後うしろを向むいて、奥おくで段だんボールをごそごそしている人ひとに声こえをかける。

「ちょっとちょっと！　マドノにお客きゃくさん！　超ちょうキュートなファンが来きてるよ！」

　呼よばれてやってきたのは、高こう校こう生せいくらいのお姉ねえさんだった。

「こんにちは。私わたしがマドノです～」

「こ、こんにちは！」

　あこがれの絵え師しさんを前まえにして、無む意い識しきに背せ中なかがまっすぐ伸のびる。

　そういえば、ソライロ以い外がいの「音おん楽がく動どう画がサークル」の人ひとたちと出で会あうのも、はじめてだ。

（このふたりが、あの動どう画がをつくってるんだ……！）

　ネットで見みていた作さく品ひんをつくった人ひとたちが、こうしてリアルな存そん在ざいとして、目めの前まえにいる……まるで、自じ分ぶんがネットの世せ界かいに入はいりこんだみたいな気きがして、ドキドキしちゃう！

「……で、この子こがファンレター渡わたしに来きたんだって！」

　外がい国こく人じんのお姉ねえさん──ナナさんが事じ情じょうを話はなしてくれると、マドノさんはふんわりと笑わらった。

「わぁ、ホンマですか？　ありがとうございます～！」

「お、お願ねがいします！」

　ドキドキしながら手て紙がみを渡わたして、ようやくホッと息いきをつく。

　がんばって勇ゆう気きを出だして、よかった！

　ありがとうって視し線せんを送おくると、横よこにいる冴さえ木きくんは、コクリとうなずいてくれた。

「ね、すごいでしょ、マドノの絵え！　ほら、こっちも見みて！」

　グッズのイラスト集しゅうをめくりながら、ナナさんがいろんな話はなしをしてくれる。

　ナナさんは、アメリカの出しゅっ版ぱん社しゃで働はたらく二十六歳さい。

　小ちいさいころから日に本ほんのアニメや音おん楽がくが大だい好すきで、趣しゅ味みで絵えを描かいたり曲きょくをつくったりしていたときにマドノさんとネットで知しり合あって、『ナナカマド工こう房ぼう』を結けっ成せいしたらしい。

　話はなしを聞きいてていちばんびっくりだったのが、ふたりは、昨日きのうが初しょ対たい面めんだってこと！

　ナナさんは、このワク動どうフェスのために、生うまれてはじめて日に本ほんに来きたんだって！

　おたがい、ビデオ通つう話わで顔かおは知しってたらしいけど……仲なかのいいやりとりを見みてると、とても、対たい面めんして間まもないふたりとは思おもえない。

「仲なかはいいけど、ケンカもけっこーするよ！」

「えっ、ケンカ……するんですか？」

「作さく品ひんのために言いいたいことはハッキリ言いい合あうのが、アタシたちのルール！　ねっ、マドノ！」

「ナナちゃんは、熱ねっ血けつさんやからなぁ」

「いやいや、マドノの方ほうが熱ねっ血けつじゃんっ！　この子こかわいい顔かおして、チョ～～怖こわいのよ！」

　笑わらい合あうふたりの間あいだには、親しん友ゆうのような……ううん、それ以い上じょうの絆きずながあるように見みえた。

　いいな、素す敵てきだな。

　年ねん齢れいが十歳さい近ちかくはなれていても、対たい等とうにケンカして。

　遠とおい国くにに暮くらしていても、同おなじ作さく品ひんに情じょう熱ねつをそそいで……。

　おたがいがつくるものを「好すき」って思おもう気き持もちは、どんな壁かべもとびこえるんだ！

（わたしも、ソライロのみんなと……アオイさんと、そんな関かん係けいになりたい！）

　あふれてくる想おもいをかみしめるように、ぎゅっと口くちを結むすぶ。

　みんなと肩かたをならべられる絵え師しになるために、もっと、もーっとがんばらなきゃ！











４　あの人ひとへのメッセージ






　クリエイターズマーケットの次つぎは、企き業ぎょう展てん示じエリアへ移い動どうした。

　企き業ぎょう展てん示じエリアでは、いろんな会かい社しゃの新しん製せい品ひんが展てん示じされていたり、実じっ際さいにその製せい品ひんを使つかってみたりできるらしい。

　冴さえ木きくんは、ロボットとか、コンピューター関かん連れんの製せい品ひんとかに興きょう味みがあるんだって。

「そっか。だから冴さえ木きくん、パソコンクラブなんだね」

「まぁ……あと、学がっ校こうの自じ由ゆう研けん究きゅうのネタに使つかえそうだなと思おもって」

「自じ由ゆう、研けん究きゅう……？」

　冴さえ木きくんの言こと葉ばで、はっと思おもい出だす。

　そうだ、「ソライロ自じ由ゆう研けん究きゅう」のこと、すっかり忘わすれてた！

　夏なつ休やすみに入はいる前まえ、ソライロのみんなと、「ワク動どうフェスで学まなんだことを後ご日じつ発はっ表ぴょうし合あおう」って約やく束そくしたの！

（わたしも、なにかテーマになりそうなものを探さがさなきゃ！）

　ちょこっとあせりながら、キョロキョロあたりを見み回まわす。

　このあたりは、ワク動どうのクリエイターが使つかう、電でん子し機き器きのメーカーがあつまってるみたい。

　超ちょう高こう音おん質しつヘッドホンに、レコーディング用ようのマイクセット……。

「あっ、『液えき晶しょうペンタブレット体たい験けんコーナー』だって！」

　面おも白しろそうなブースを見みつけて、小こ走ばしりで近ちか寄よってみる。

　ペンタブレットっていうのは、パソコンでデジタルイラストを描かくときに使つかう、ペン型がたのマウスと入にゅう力りょく板ばんのセットのこと。

　わたしがふだん使つかってるのは、板いたペンタブレット（板いたタブ）と呼よばれてるタイプのもので、パソコンの画が面めんを見みながら、手て元もとの入にゅう力りょく板ばんにペンをすべらせて線せんを引ひいていく仕し組くみ。自じ分ぶんの手て元もとが見みられないから、慣なれるまではちょっと描かきにくい。

　一いっ方ぽうの液えき晶しょうペンタブレット（液えきタブ）は、入にゅう力りょく板ばんそのものが液えき晶しょう画が面めんだから、紙かみに描かいてる感かん覚かくに近ちかくて、使つかいやすいらしいんだ。性せい能のうがいい分ぶん、お値ね段だんは張はるんだけど……。

（実じつ物ぶつって、こんな感かんじなんだ！）

　撮さつ影えいＯＫの表ひょう示じを確かく認にんしてから、携けい帯たいで何なん枚まいか写しゃ真しんを撮とった。

　はじめて見みるあこがれの、それも最さい新しん型がたの製せい品ひんに、おのずと胸むねが躍おどる。

（体たい験けん、できればしてみたいけど、ちょっと怖こわいなぁ……）

　もし、変へんにさわって壊こわしちゃったらと思おもうと、なかなか勇ゆう気きが出でない。

　しばらく入いり口ぐち付ふ近きんでウロウロ迷まよっていたら、ぱちっと、ブースの中なかにいるはっぴ姿すがたのおじさんと目めが合あってしまった。

　おじさんは、愛あい想そのいい笑え顔がおで近ちかづいてくる。

「こちら当とう社しゃの新しん製せい品ひんです！　ぜひ、さわっていってください！」

「で、でも、わたし、小しょう学がく生せいで……ぜったい買かえないですけど、いいんですか？」

「あはは、もちろん大だい丈じょう夫ぶですよ。使つかい方かたをご説せつ明めいしますので、どうぞ」

　イスをすすめてもらって、アタフタと冴さえ木きくんをふりかえる。

　すると、冴さえ木きくんはわたしの気き持もちを見み透すかすように、うなずいた。

「荷に物もつ、邪じゃ魔まじゃない？　あずかろうか？」

「……うん！　ありがとう！」

　さりげなく後あと押おししてくれるやさしさがうれしくて、心こころがポッとあたたかくなる。

　わたしは冴さえ木きくんに荷に物もつをあずけて、イスに座すわった。

（そうだ！　この液えきタブ体たい験けんを、ソライロ自じ由ゆう研けん究きゅうのテーマにしよう！）

　製せい品ひんは買かえなくても、魅み力りょく的てきなイラストを描かくためのヒントが見みつかるかもしれないし！

　気き合あいを入いれて、おじさんの説せつ明めいに耳みみをかたむける。

　新しん機き能のうに、目め玉だまポイント。

　ひととおり説せつ明めいが終おわると、実じっ際さいに液えきタブを使つかって絵えを描かいてみることになった。

　ドキドキしながら、ペン先さきを、そっと液えき晶しょうにのせる。

「……すごい、なめらか！」
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　ペンが気き持もちよくすべり、頭あたまで描えがいたとおりの線せんが、液えき晶しょう画が面めんに表ひょう示じされている。

　本ほん当とうに、紙かみに鉛えん筆ぴつで描かく感かん覚かくと変かわらない！

　緊きん張ちょうはあっというまにふきとんで、どんどん手てが動うごいた。

　描かいてみたのは、ワク動どうのバーチャルアイドル、ミカちゃんのちびキャラ。

　ふだんから、よく落らく書がきをするから、お手て本ほんなしでもスラスラ描かける。

　やっぱり絵えを描かくのって、楽たのしいな！

「おぉ、ミカちゃん！　上じょう手ずだね！　お嬢じょうさん、もしかして絵え師しさんかなにか？」

　おじさんに聞きかれて、ちょっぴりうれしくなる。

「あの……ハイ、いちおう」

「やっぱりね！　僕ぼくも、こう見みえて、趣しゅ味みで絵え師しやってるんですよ。今いまの奥おくさんとも、ネットのサークル活かつ動どうを通とおして知しり合あって……って、こんな話はなし、つまんないよね！　ごめんごめん！」

　おじさんは首くびの後うしろに手てをやって、照てれたように笑わらった。

「次つぎは色いろを塗ぬってみましょう、やり方かたを説せつ明めいしますね」

「あ、色いろはいいです！　モノクロだけで……」

　おじさんの勧すすめを、あわてて断ことわる。

　冴さえ木きくんのこと、あんまり長ながく待またせちゃ申もうし訳わけないもん。

　そう思おもって席せきを立たとうとしたら、とん、と肩かたに手てが触ふれた。

「終おわったら声こえかけて。俺おれ、向むかいのブース見みてる」

「えっ？」

　言いうなり、冴さえ木きくんはさっさとブースを出でていく。

　そっけない感かんじにも聞きこえる言いい方かただったけど……その本ほん心しんは、すぐにわかった。

　わたしが遠えん慮りょして早はやめに終おわらせようとしたのに気きづいて、気きをつかってくれたんだ。

　座すわったままふりかえると、冴さえ木きくんは、電でん子し楽がっ器きのブースに向むかっていた。

　冴さえ木きくんのやさしさに感かん謝しゃしつつ、わたしは前まえへ向むき直なおる。

「あの、やっぱり、色いろ塗ぬりまでしてもいいですか？」

「もちろん！　完かん成せいさせちゃいましょう！」




　それから二十分ぷんほどかけて、はじめての液えきタブイラストが完かん成せい！

　イラストは、体たい験けんの記き念ねんに、小ちいさな紙かみにプリントしてプレゼントしてもらえた。

　これは、ソライロ自じ由ゆう研けん究きゅうの発はっ表ぴょうにすごく使つかえそう！

「ありがとうございました！」

　お礼れいを言いってブースを出でようとしたら、「待まって！」と、おじさんに呼よび止とめられた。

「この道みちをまっすぐ行いったところに、『お絵えかきボード』っていうのがあるんですよ。お嬢じょうさん、せっかく絵えが上う手まいんだし、来らい場じょうの記き念ねんにぜひ！」

　へぇ、お絵えかきボードなんて、面おも白しろそう！

　寄よってもいいか、冴さえ木きくんに相そう談だんしてみようかな。

「冴さえ木きくん、おまたせ……！」

　ウキウキしながら正しょう面めんのブースをのぞくと、冴さえ木きくんはスタッフの人ひとにすすめられて、電でん子しキーボードをさわっているところだった。

　はじめは遠えん慮りょがちだったけど、そのうち、指ゆびが軽かろやかに鍵けん盤ばんをすべりだす。

　いつものクールな表ひょう情じょうから、ゆっくりと口くちの端はしが上あがって、瞳ひとみがキラキラと輝かがやいて。

（わぁ、かっこいい……！）

　こっちまで幸しあわせな気き持もちになれるようなその笑え顔がおに、つい見みとれてしまう。

（前まえに、『ピアノはもう弾ひかない』って言いってたけど……やっぱり冴さえ木きくん、音おん楽がくが好すきなんだ）

　さっき冴さえ木きくんに言いわれた、わたしが絵えのことになると本ほん当とうに楽たのしそう、ってアレ。冴さえ木きくんの場ば合あいは、音おん楽がくなのかも。

　せっかく夢む中ちゅうになっているところを、邪じゃ魔まするのも悪わるいな……。

「冴さえ木きくん。わたし、むこうのお絵えかきボードに行いってるね！」

　さっき気きをつかってもらったお返かえしのつもりで、冴さえ木きくんの背せ中なかにそっと声こえをかけると、わたしはひとりでお絵えかきボードへ向むかった。




　巨きょ大だいな壁かべのようなボードの前まえには、けっこうな人ひとだかりができていた。

　座すわりこんでなにか書かきこんでる人ひとや、写しゃ真しん撮さつ影えいをしてる人ひと。

　その隙すき間まからボードをのぞきこみつつ、少すこし歩あるいてみる。

（あっ、アンエスのサインがある！）

　ボードに書かかれた「＆アンドＳエス」の文も字じに、一いっ気きにテンションが上あがる。

　他ほかにも、有ゆう名めい絵え師しさんのイラストがあったり、そのまわりにファンの人ひとからメッセージが書かかれていたり。

　絵えから、文も字じから、ひとりひとりの熱あつい想おもいを感かんじて……だんだん、体からだがウズウズしてくる。

（わたしも、なにか書かきたいな……！）

　キョロキョロとあたりを探さがすと、ボードの足あし下もとに、カラーペンがたくさん入はいったカゴが点てん々てんと置おかれているのを見みつけた。

　どうやら、そこからペンを借かりて書かくシステムみたい。

　人ひとだかりを避さけながら、わたしもペンを一本ぽんお借かりする。

　まだ午ご前ぜん中ちゅうということもあって、幸さいわい、ボードはまだそんなに埋うまっていない。

（よし。このあたりでいいかな）

　ちょうどいいスペースを見みつけて、ペンのキャップを外はずしたところで、ぱっとアイディアがひらめいた。

（そうだ！　アオイさんへのメッセージを書かこう！）

　今日きょう、アオイさんはこの会かい場じょうに来きている。ということは、このボードも見みるかもしれない！

　もしかしたら、わたしが今いまさわってる部ぶ分ぶんに、アオイさんもふれるかも……。

　そう思おもうと、ボードにふれた指ゆび先さきが熱あつくなって、ドキドキが止とまらなくなる。

　それに……こうやって同おなじ空くう間かんにいられるチャンスは、もう二に度どとないかもしれないんだ。

　気きづいてもらえるかどうかわからなくたって、書かかずにはいられない！

　アオイさんへ。

　アオイさんへ……。

（え～と、え～と……）

　アレコレ考かんがえるけど、ぜんぜん頭あたまの中なかがまとまらない。

　伝つたえたい言こと葉ばがたくさんありすぎて、ひとつにしぼれないよ～っ！

（アオイさんに伝つたえたい言こと葉ば…………ううん、言こと葉ばじゃなくて、絵えだったら……？）

　そう思おもった拍ひょう子しに、イメージがはっきりと浮うかんできた。

　──上じょう空くうに向むかってジャンプをする、元げん気きな女おんなの子こ。

　頭あたまの中なかのイメージを写うつし取とるように、白しろいボードに、ペンを走はしらせる。

　この女おんなの子こは、わたしがはじめて参さん加かしたソライロの動どう画が、『メロンソーダ』の挿さし絵えで描かいたキャラクターで、ソラっていうんだ。

　炭たん酸さんのようにはじける笑え顔がおと、まっすぐ頭ず上じょうに伸のばした手てのひら。

　ソラがつかもうとしてるのは、初はつ恋こい。

　でも。わたしが今いま、つかみたいのは──。




『めざせ、一〇〇万まん回かい再さい生せい！』




　想おもいをこめて、ソラの手てのひらの上うえに文も字じを書かきこむ。
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「……できたっ！」

　フゥと息いきをついて、完かん成せいした絵えをながめる。

　どきん、どきん

　はじめて『メロンソーダ』を聴きいたときの気き持もちが、よみがえる。

　ドキドキして、うずうずして。

　走はしりださずにはいられなくなるほどの、はじけるような胸むねの高たか鳴なり。

（どうか、アオイさんがこの絵えに気きづいてくれますように！）

　目めを閉とじて、願ねがいをこめて。「よし！」と前まえを向むく。

　せっかく描かいたし、記き念ねんに写しゃ真しんを撮とっておこう……！

「………………あれ？」

　バッグに伸のばした手ては、なぜか空くうを切きった。

　おかしいな、と首くびをかしげながら視し線せんを落おとして──一いっ瞬しゅん、頭あたまが完かん全ぜんにフリーズする。

「な……ない!?」

　荷に物もつがない!?　なんでっ!?

　アタフタと肩かたや腰こしをさわりまくって、「あ！」と思おもい出だす。

（そうだ！　さっき、冴さえ木きくんに荷に物もつを全ぜん部ぶあずけたんだっけ）

　盗ぬすまれたり、なくしたりしたわけじゃないってわかって、ひと安あん心しん。

　とりあえず、冴さえ木きくんと合ごう流りゅうしなきゃだね。

　冴さえ木きくん、まだ、あの楽がっ器きのブースにいるかな？

（……そういえば、わたし、どれくらいここにいたんだろう？）

　すっかり夢む中ちゅうになっちゃってたから、意い外がいと長なが居いしてたのかも。

　急いそいでペンをカゴにもどすと、ボードから離はなれるように歩あるきだす。

　ところが。

　しばらく歩あるいてから、ふと、足あしが止とまった。

「あれ……？」

　とつぜん、まわりの景け色しきに知しらん顔かおをされたような感かん覚かくにおそわれる。

　自じ分ぶんがどこから来きたのか、どっちへ行いけばいいのか……わからない。

　これは……これって、つまり…………。

　わたし、迷まい子ごになっちゃった!?

　体からだから、サーッと血ちの気けが引ひいた。

　急きゅうに、あたりのざわめきが遠とおのいて。かわりに、どくん、どくんと自じ分ぶんの心しん臓ぞうの脈みゃく打うつ音おとばかり、やけに大おおきく聞きこえだす。

　怖こわくて、情なさけなくて、悲かなしくて。

　だけど、ここには助たすけてくれる人ひとはだれもいない。自じ分ぶんでどうにかしなきゃ……。

　つめたくなった指ゆび先さきをさわりながら、必ひっ死しに頭あたまを回かい転てんさせる。

　わけもわからず、この人ひと混ごみの中なかを闇やみ雲くもに歩あるき回まわるのは、かえって危あぶないよね。

　きっと、冴さえ木きくんはひとりで遠とおくには行いってないだろうし、連れん絡らくさえとれれば、すぐに合ごう流りゅうできるはず。

　……でも、どうやって連れん絡らくをとる？

　携けい帯たいはない。メッセージアプリは使つかえない。

　人ひとのアドレスなんて覚おぼえてないし、だれかに携けい帯たいを借かりても、連れん絡らくのしようが……。

　そこまで考かんがえて、はたと気きづく。

（そうだ！　ワク動どうのソライロのページにあるアドレスに送おくれば、アオイさんに届とどくはず！）

　わたしも、そこに書かかれたアドレスを見みて、はじめてのメールをアオイさんに送おくったんだ。

　この方ほう法ほうなら、だれの携けい帯たいからでもメールを送おくれる！

　アオイさんにわたしの居い場ば所しょを送おくって、アオイさんからコウスケ先せん輩ぱいへ、コウスケ先せん輩ぱいから冴さえ木きくんへって連れん絡らくしてもらえば……！

　なんとか打だ開かい策さくが見みえてきて、少すこし気き持もちが上うわ向むきになる。

（……よしっ！）

　震ふるえる手てをグッとにぎりしめて、なけなしの勇ゆう気きをふりしぼると。

　わたしは、ちょうど目めの前まえを通とおり過すぎようとした人ひとに声こえをかけた。

「あっ、あの、すみません……！」

　上うわずったわたしの声こえに、若わかい男おとこの人ひとがふりかえった。

　ドキッ

　目めが合あった瞬しゅん間かん、心しん臓ぞうがはねあがる。

　その人ひとは、息いきをのむほど、整ととのった顔かお立だちをしていた。

　たぶん、年ねん齢れいは高こう校こう生せいくらい。

　首くびにさげている、黒くろいニコちゃんマークのヘッドホンに手てをやりながら、不ふ思し議ぎそうにわたしを見みる。

「僕ぼくに用ようですか？」

　落おちついた雰ふん囲い気きによく合あう、澄すんだ声こえだった。

　サラサラした黒くろい髪かみが、輝かがやくみたいにキレイで。

　まじまじと人ひとを見みつめるのは失しつ礼れいだってわかるのに、どうしても目めがはなせなかった。

「え、あの、えっと……」

　やっと動うごいた口くちも、パクパクするばかりで、なかなか言こと葉ばが出でてこない。

　けれども、お兄にいさんは迷めい惑わくそうにすることもなく、おだやかな目めで見み守まもってくれる。

「なにか困こまりごと？　僕ぼくでよければ力ちからになるけど」

　信しんじられないくらい、やさしい笑え顔がお。

　安あん心しんさせるような笑え顔がおに勇ゆう気きづけられて、なんとか、言いうべき言こと葉ばが頭あたまに浮うかぶ。

「わっ、わた、わたし……ソライロというサークルで絵え師しをやってる、いっちーといいます！　その……迷まい子ごになっちゃったので、仲なか間まと連れん絡らくをとりたくて！　携けい帯たいを貸かしてくださいっ！」

　つっかえながら早はや口くちで話はなすわたしを見みて、お兄にいさんは、一いっ瞬しゅん、目めを大おおきく見み開ひらいた。

　それから、口くち元もとをおさえてクスクス笑わらいだす。

　えっ、わたしの話はなし方かた、変へんだった!?　って、サーッと青あおざめかけた、そのとき。

「ハハッ……まさか、こんな形かたちで会あうとは思おもわなかったな」

　告つげられた言こと葉ばの意い味みがわからず、不ふ安あんになって様よう子すをうかがっていると、お兄にいさんは、わたしの視し線せんに気きづいて、フッと、あのやさしい笑えみを浮うかべる。

　そして、次つぎの瞬しゅん間かん。

　信しんじられない言こと葉ばを口くちにした。




「──こんにちは、いっちーさん。僕ぼくがアオイです」
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５　はじめまして、いっちーさん






　体からだ中じゅうにまとわりついていた不ふ安あんが、いっぺんにふきとぶくらいの衝しょう撃げきだった。




　──僕ぼくがアオイです。

　──アオイです。

　──アオイ……。




　エコーがかかったみたいに、声こえが頭あたまの中なかで、くりかえし響ひびいて。

　わたしは、ぽかーんと口くちをあけたまま、その人ひとの顔かおを見み上あげることしかできなかった。

　いや、それどころか、息いきをするのも忘わすれてたと思おもう。

「……あれ？　おーい、大だい丈じょう夫ぶ？」

　顔かおの前まえでパタパタと手てをかざされて、ようやく意い識しきをとりもどす。

「ご、ご、ごめんなさい！　ちょっと、いや、すごく、びっくりしちゃって……」

「そうだよね。僕ぼくも、すごくおどろいてる」

　さっぱりとした、さわやかな笑え顔がお。

　ドキドキと胸むねの高たか鳴なりが加か速そくする。

　高こう校こう生せいくらいで、かっこよくて、背せも高たかくて、声こえもきれいで……。

　わたしが頭あたまの中なかで勝かっ手てに想そう像ぞうしてた『アオイさんイメージ』と、あまりにもピッタリ合あいすぎてて。これが夢ゆめなのか現げん実じつなのか、もはや、なにがなんだかサッパリわからない。

「アオイさん……本ほん当とうに、アオイさん、なんですか……？」

「うん、そうだよ」

「ゆ、夢ゆめじゃないですよね……？」

　たしか、ほっぺをつねって痛いたくなかったら、夢ゆめなんだったっけ？

　ぼんやりしながら、両りょう手てでほっぺをグニグニ引ひっぱってたら、アオイさんが「あはは」と声こえをあげて笑わらった。

「それくらいにしておいた方ほうがいいよ。せっかくの美び人じんが台だい無なしだ」

　ぎゅっ

　とつぜん、手てに感かんじたあたたかさ。

（え……？）

　数すう秒びょう遅おくれて、ほっぺをつねるわたしの手てに、アオイさんの手てが重かさねられていることに気きづく。

　ドッキ──────ン

「わっ、わぁぁぁっ!?」

　びっくりして大おおげさにのけぞると、アオイさんは、心しん配ぱいそうにわたしの顔かおをのぞきこむ。

「大だい丈じょう夫ぶ？　顔かおが真まっ赤かだけど」

　今こん度どは、鼻はなと鼻はながくっつきそうなくらい、ずいっとドアップの顔かお。

　ひぃぃっ！　もうダメ！　頭あたまがフットーしちゃうよ！

　アオイさんって、こんな人ひとだったの!?

　目めがぐるぐる回まわりそうになりながら、両りょう手てをつき出だして、必ひっ死しにアオイさんと距きょ離りをとる。

「だっ、大だい丈じょう夫ぶです！　元げん気きです！　わたし、ほっぺは丈じょう夫ぶだし……っ！」

「あははっ！　たしかに、よく伸のびるみたいだね」

　アオイさんは、お腹なかをかかえて笑わらう。

　コロコロと表ひょう情じょうが変かわるけど、どんな顔かおもかっこいいから、すごい。

（そっか……この人ひとが、アオイさんなんだ……）

　少すこし時じ間かんが経たって、だんだん、これは現げん実じつなんだって実じっ感かんがわいてきた。

　メッセージのやりとりしかしたことがない、ネットの中なかだけの存そん在ざいだった人ひと。

　謎なぞにつつまれていた「ソライロのリーダー」が、今いま、目めの前まえにいるんだ……！

「ずっと会あってみたかったんだ、いっちーさんと」

　アオイさんは、わたしが頭あたまで思おもい描えがいていたとおりの、完かん璧ぺきな笑え顔がおで言いった。

（わぁ……）

　直ちょく視しするのも気きが引ひけるほどの輝かがやきに、つい下したを向むいてしまう。

　アオイさんはあこがれの存そん在ざい。わたしだって、ずっと、ずーっと会あいたかった。

　だけど……うれしさより、戸と惑まどいと緊きん張ちょうが先さきにきちゃって、もう、頭あたまの中なかはまっしろ！

　いったい、なにを話はなしたらいいの!?　せめて、先さきに電でん話わくらいできてたら、少すこしは心こころの準じゅん備びができたのに!!

　自じ分ぶんから話はなしかけておいて、下したを向むいたまま、だまりこむわたし。

　それでもアオイさんは、やさしい空くう気きを崩くずさずにいてくれる。

　どきん、どきん……

　しばらく流ながれた沈ちん黙もくを先さきにやぶったのは、アオイさんだった。

「いっちーさんはさ……僕ぼくの、どこが好すきなの？」

　…………？

　……えっ？

「えぇぇっ!?　す、すすすす、好すきっ!?　って!?」

　声こえが裏うら返がえりまくりながら、ガバッと顔かおを上あげると。

　アオイさんは楽たのしそうにニコニコ笑わらって、わざとらしい仕し草ぐさで、ポンと手てを打うった。

「あ、ごめんごめん、言いいまちがえちゃった。僕ぼくの『曲きょく』の、どこが好すき？」

「……曲きょく？」


　ボンッ



　はずかしさのあまり、顔かおが爆ばく発はつしたかと思おもった。

　もう～っ！　今いまの、ぜったいわざとだよ！

　穴あながあったら入はいりたいような気き分ぶんで、アオイさんのことをじぃっと見みる、と。

「──よかった、やっと緊きん張ちょうがほぐれたみたいだね」

　その、おどけるような表ひょう情じょうに、はっとする。

　そうか。アオイさん、緊きん張ちょうでガチガチになってたわたしを、なごませようとしてくれたんだ！

　そう思おもったとたん、乱みだれていた心こころの中なかが、すぅっと落おちつきをとりもどす。

（アオイさんの曲きょくの、どこが好すきか……）

　目めを閉とじると、すぐに、聴ききなじんだメロディーが頭あたまの中なかに流ながれてくる。

　はじめて『メロンソーダ』を聴きいた瞬しゅん間かんから、ずっとずっと、わたしの心こころをとらえてはなさない、世せ界かいでたったひとつの音おん楽がく。

「アオイさんの曲きょくは……他ほかの、どの曲きょくともちがうんです」

　心こころが落おちついてきて、自し然ぜんと言こと葉ばが出でた。

「どんな旋せん律りつでも、どんな歌か詞しでも……わたしの心こころに、すごく特とく別べつに響ひびいて。だから、『どこが？』って聞きかれても、うまく答こたえられないんですけど。本ほん当とうに……本ほん当とうに大だい好すきです！」

　ひとつずつ、想おもいをこめて伝つたえた。

　アオイさんは、一いっ瞬しゅん、考かんがえこむような顔かおをしたけど、すぐにパッと笑え顔がおになる。

「そう。ありがとう」

　そのたったひとことがうれしくて、胸むねが、じーんと熱あつくなる。

　わたしの気き持もち……やっと、アオイさんに直ちょく接せつ伝つたえられた！

「わたし、こんなに、なにかに夢む中ちゅうになったのってはじめてなんです！　動どう画が投とう稿こうの楽たのしさを知しれたのも、ソライロにさそってくれたアオイさんのおかげだから、ずっとお礼れいが言いいたくて……」

　話はなせば話はなすほど、気き持もちがあふれてきて。

　さっきまでの戸と惑まどいがウソのように、伝つたえたい言こと葉ばがどんどん口くちをついて出でてくる。

「あっ！　それに、『一〇〇万まん回かい再さい生せい』の夢ゆめも、アオイさんのおかげで生うまれたんです！　アオイさんから、『動どう画が投とう稿こうをはじめたのは、ある人ひとに自じ分ぶんの曲きょくを聴きいてほしいから』って話はなしを聞きいたとき、わたしたちががんばることで、いつか、その人ひとにもアオイさんの曲きょくが届とどくんじゃないかと思おもって。それが、アオイさんへの恩おん返がえしにもなるかなって……」

　そこまで一いっ気きに話はなして、アオイさんを見みる。

（…………えっ？）

　ドキンと心しん臓ぞうが震ふるえた。

　──温おん度どのない、さめた表ひょう情じょう。

　さっきまでそこにあったやさしい笑え顔がおは、跡あと形かたもなく消きえ去さっていた。

「──そんなこと、キミには望のぞんでないのに」

　低ひくい声こえで言いうと、アオイさんは携けい帯たいをとりだして、無む言ごんでいじりはじめる。

　しーんと、水みずを打うったような沈ちん黙もく。

　口くちの中なかがカラカラにかわいていく。

（あ……あれ？　勝かっ手てなこと言いって、気き分ぶん悪わるくさせちゃったかな……!?）

　興こう奮ふんして、つい一いっ方ぽう的てきにしゃべりすぎたことを、猛もう烈れつに反はん省せいする。

　このままじゃダメだ、とにかく、なにか話わ題だいを変かえなきゃ！

　えーっと、えーっと……。

　必ひっ死しで周しゅう囲いに目めを走はしらせると、近ちかくの壁かべに貼はられた＆アンドＳエスのライブ告こく知ちポスターが目めに入はいった。

　よし！　これだっ！

「そ、そういえば！　アンエスのＳＡＴＳＵＫＩサツキさんって、素す敵てきですよね！」

　アオイさんは、携けい帯たいからパッと目めをはなして、わたしを見みる。

「美び人じんだし、歌うたもすっごく上う手まいし！　特とくに『Ｓｕｇａｒシュガー』のＳＡＴＳＵＫＩサツキさんは、衣い装しょうも歌うた声ごえも本ほん当とうにかわいくって大だい好すきなんです！　スターのオーラがあるっていうか……」

　と、そこまで一いっ気きに言いってから、マズイことに思おもい当あたった。

　たしかアオイさんって……前まえに、＆アンドＳエスのこと「嫌きらい」って言いってなかった!?

（あぁ～！　わたしのバカバカバカッ……！）

　ダメだ。気き持もちがどんどんあせるばかりで、空から回まわりしちゃう。

　せっかくアオイさんに会あえたのに。

　はじめて会あって話はなせたのに、このまま嫌きらわれちゃったらどうしよう……！

　浮うかんでくる怖こわい考かんがえをふりはらいたくて、わたしは必ひっ死しになって、大おおきな声こえをあげる。

「あ、あの！　今いまの話はなしは、えっと──」

「そんなにほめると調ちょう子しに乗のるよ、あいつは」

　思おもいがけず答こたえが返かえってきたことに、ホッとしたのもつかの間ま。

　どくん

　アオイさんの表ひょう情じょうに、目めが釘くぎ付づけになった。

　それまでとはあきらかにちがう、やわらかな笑えみ。

　ここにいない「だれか」を思おもい浮うかべて、うれしそうに……いとおしそうに、目めを細ほそめている。

（『あいつ』って……アオイさん、ＳＡＴＳＵＫＩサツキさんと知しり合あいなの!?）

　胸むねの奥おくが、ざわりと騒さわぐ。

　アオイさんが笑わらってくれて安あん心しんしたはずなのに、なぜか、不ふ安あんがふくらんでいく……。

「今いま、連れん絡らく入いれたから。ここで待まってれば、そのうち迎むかえが来くるはずだよ」

　その声こえで、はっと我われに返かえる。

　そっか、さっき携けい帯たいをさわってたのは、ソライロのだれかに連れん絡らくしてくれてたんだ……。

「あ……ありがとうございます……」

　ぼんやりしたまま、お礼れいを言いう。

　でも、頭あたまの中なかは、アオイさんとＳＡＴＳＵＫＩサツキさんのことで、いっぱいだった。

　たぶん、ふたりは同おない年どしくらい。

「あいつ」って呼よび方かたをするってことは、知しり合あいより、もっと親したしい関かん係けいで……。

　パズルのピースがパチパチとはまっていくように、はっきりと、ひとつの答こたえが浮うかんだ。

（もしかして……アオイさんの言いってた〝ある人ひと〟って、ＳＡＴＳＵＫＩサツキさん……？）

　そう考かんがえたら、すべて、つじつまがあう。

　アオイさんが動どう画が投とう稿こうをはじめたのは、ＳＡＴＳＵＫＩサツキさんに自じ分ぶんの曲きょくを聴きいてほしかったから。

　なぜなら、アオイさんは…………。

　アオイさんは、ＳＡＴＳＵＫＩサツキさんのことが、好すき……？


　ズキンッ



　胸むねに鋭するどい痛いたみが走はしった。

（ア、アオイさんがだれを好すきだって、わたしには関かん係けいないよ。わたしはアオイさんの曲きょくが好すきで、ソライロのリーダーとして、あこがれてるだけ……）

　頭あたまの中なかでそう思おもうのとはうらはらに、鉛なまりのように重おもくなった心こころは、深ふかく深ふかくへと沈しずんでいく。

　まるで、暗くらい水みずの底そこにいるみたい。

　目めの前まえがぼやけて、まわりの音おとが聞きこえにくくなって…………。




「──秋あき吉よし！」




　パッと耳みみへとびこんできた声こえに、意い識しきを引ひき戻もどされる。

　すぅっとクリアになっていく視し界かいにおどろきながら、声こえのした方ほうを見みると──数すうメートルほど離はなれたところに、冴さえ木きくんの姿すがたがあった。

「さっ……冴さえ木きくん！」

　とっさに名な前まえを呼よんで、手てをあげる。

　冴さえ木きくんはわたしをまっすぐ見みつめたまま、人ひと混ごみをかきわけるように近ちかづいてくる。

「……それじゃ、僕ぼくはこれで」

　後うしろで聞きこえた声こえにハッとしてふりかえったけど、もう、そこにアオイさんの姿すがたはなかった。

　アオイさんがいたはずの場ば所しょには、とめどなく流ながれる人ひとの波なみがあるだけ……。

「秋あき吉よし！」

「わっ!?」

　ガッと肩かたをつかまれて、ふりむく。

「大だい丈じょう夫ぶか？　ケガは？　具ぐ合あいが悪わるいとか、ない？」

　早はや口くちでまくしたてながら、わたしの顔かおをのぞきこむ冴さえ木きくん。

　ぎゅっと眉み間けんにしわを寄よせた、真しん剣けんなまなざし。

　その勢いきおいにビックリして、とっさに体からだが固かたまる。

「……だ、大だい丈じょう夫ぶ！　なんともないよ！」

　わたしが答こたえると、冴さえ木きくんの表ひょう情じょうが、ふっとゆるんだ。

「そ、っか……」

　冴さえ木きくんは、力ちからが抜ぬけたように、わたしの肩かたから手てをはなす。

「はー……なんかあったらどうしようって、スゲーあせった……無ぶ事じでよかった……」

　額ひたいに浮うかぶ汗あせをぬぐいながら笑わらう姿すがたに、冷ひえきった全ぜん身しんが、あたたかさでつつまれていく。

　いつもクールな冴さえ木きくんが、肩かたで息いきをして。

　きっと、わたしのこと、必ひっ死しに探さがしてくれてたんだ。

「ご、ごめんね。移い動どうするとき声こえかけたつもりだったんだけど。お絵えかきボードで絵えを描かくのに夢む中ちゅうになってたら、自じ分ぶんがどこにいるかわからなくなっちゃって。携けい帯たいは冴さえ木きくんにあずけたバッグに入はいってたから、連れん絡らくもとれなくて……」

「秋あき吉よしだけが悪わるいんじゃないよ。俺おれも、ごめん。楽がっ器きに夢む中ちゅうになってたのは、俺おれも同おなじだから」

　冴さえ木きくんの言こと葉ばで、フッと気き持もちが楽らくになった。

　迷まい子ごになっちゃった情なさけなさと、ひとりぼっちの不ふ安あんと、迷めい惑わくかけて申もうし訳わけない気き持もちと──思おもいがけない出で会あいに、心こころの中なかがぐちゃぐちゃになってたけど。

　冴さえ木きくんは、怒おこるでもあきれるでもなく、ただ、「無ぶ事じでよかった」って笑わらってくれたから。

「ありがとう。わたしなんかのこと、そんなに心しん配ぱいしてくれて……」

　お礼れいを言いうと、冴さえ木きくんは困こまったように眉まゆをハの字じにする。

「『わたしなんか』なんて言いうなよ。俺おれは、秋あき吉よしのこと──」

　なにか言いいかけて、ふっと口くちをつぐむ冴さえ木きくん。

　そのまま、少すこしの間あいだ、だまりこんで。

　なにかを決けつ意いしたように、もう一いち度ど、口くちをひらく。

「俺おれは秋あき吉よしのこと…………大だい事じな友ともだちだって、思おもってるから」

　どきん

　思おもわず耳みみを疑うたがった。

　冴さえ木きくん……今いま、「友ともだち」って言いった……？

　ゆっくり、たしかめるように頭あたまの中なかでくりかえす。

　そうしたら、さっきまでのモヤモヤや不ふ安あんが、さぁっと消きえて、かわりに、あたたかなうれしさがこみあげてきた。

「そうだよね！　友ともだちだよね、わたしたち！　あ～、よかった～っ！」

　急きゅうにテンションの上あがったわたしを見みて、冴さえ木きくんは、きょとんと目めを丸まるくさせる。

「あのね。さっき、コウスケ先せん輩ぱいに冴さえ木きくんのこと説せつ明めいしたとき、『友ともだち』って言いおうか、すごく迷まよってたの。わたしが勝かっ手てに友ともだちって思おもってるだけで、冴さえ木きくんにとっては、ただの『クラスメート』なのかもしれないな、って……」

　でも、これからは、堂どう々どうと「友ともだち」って言いえるんだ！

　うれしいな。胸むねの真まん中なかが、ポカポカとあったかくなる。

「そうだ……アオイさんにも紹しょう介かいしたかったな、冴さえ木きくんのこと」

　ぽつりと言いったら、冴さえ木きくんの顔かお色いろが、サッと変かわった。

「え……どういうこと？」

　そういえば、まだ話はなしてなかったよね。

　わたしは冴さえ木きくんに、アオイさんと出で会あったことを簡かん単たんに説せつ明めいした。

「アオイって……本ほん当とうに？　さっきの人ひとが、自じ分ぶんがそうだって言いったの？」

「うん、そうだよ」

　わたしがうなずくと、冴さえ木きくんは、ふっと視し線せんを下したに向むけた。

「……どんな人ひとだった？」

「えっと……やさしくて、でもつかみどころがない、不ふ思し議ぎな感かんじの人ひとだった。あと、想そう像ぞうしてた以い上じょうにかっこよくて、びっくりしたなぁ」

　まだ、あれは夢ゆめだったんじゃないかって、信しんじられない気き持もちになる。

　会あいたかった人ひとに、やっと会あえて、ずっと言いいたかったお礼れいも言いえて……。

　──思おもい描えがいていた理り想そうの対たい面めんとは、少すこし、ちがっていたけど。

「……そっか。会あえてよかったね」

　そう言いって、冴さえ木きくんはめずらしく、にこりと笑えみを浮うかべた。

　さっきのアオイさんにも負まけない、完かん璧ぺきな笑え顔がお。

　冴さえ木きくんファンの子こが見みたら、悲ひ鳴めいを上あげちゃうかもってくらい、かっこいい。

　でも……なんでだろう。

　その表ひょう情じょうに、ちょっぴり違い和わ感かんというか、引ひっかかるものを感かんじる。

「そろそろ集しゅう合ごうの時じ間かんだ。みんなと合ごう流りゅうしよう」

　言いいながら、冴さえ木きくんは、さっと前まえを向むいて。

　ギュッ

　とつぜん、わたしの手てをにぎった。

「え……………………えぇぇっ？」

　さけぶわたしの声こえにも動どうじることなく、冴さえ木きくんはスタスタ歩あるきだす。

「さすがに、二に度ども迷まい子ごにさせられないよ。嫌いやだろうけど、集しゅう合ごう場ば所しょまでは我が慢まんして」

「あっ、ちがうよ！　嫌いやとかそういうわけじゃなくて……！」

（…………はずかしいよ～～っ！）

　今こん度どは心こころの中なかでさけびながら、わたしもおずおずと歩あるきだす。

　予よ想そう外がいのことにびっくりしちゃったけど、冴さえ木きくんが手てをつないでくれたのは、わたしが頼たよりないから、しかたなくだってことは、ちゃんとわかってる。

　でも……やっぱり男おとこの子こと手てをつないで歩あるくのは、どうしてもはずかしくて……ドキドキする。

　少すこし、ひんやりした冴さえ木きくんの手てのひら。

　わたしより大おおきくて、骨ほねっぽい、男おとこの子この手て。

　意い識しきすると、頭あたまがのぼせるように、どんどん熱あつくなってくる。
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　わたし、たぶん今いま、耳みみまで真まっ赤かだ……っ！

（ど、どうか……どうか、ママとだけは会あいませんように！）

　集しゅう合ごう場ば所しょにつくまで、ひたすら、それだけを念ねんじつづけた。











６　見みえてきた課か題だい






　コウスケ先せん輩ぱいたちと無ぶ事じに合ごう流りゅうして、少すこし遅おそめのお昼ひるご飯はんを食たべることになった。

　第だい五ホールの奥おくの休きゅう憩けいエリアに、座ざ席せきがずらりとならんだフードコートがあるの。

　いろんな食たべ物もの屋やさんが、お祭まつりの屋や台たいのように、たくさんあつまってて。定てい番ばんの焼やきそばやたこ焼やきはもちろん、ワク動どうフェス限げん定ていのコラボメニューもたくさん！

　おいしそうな香かおりに鼻はなをくすぐられ、お腹なかがぎゅるっと音おとをたてる。

「オレ、カラオケバトルで99点てん出だしたぜ！　ほら、賞しょう状じょうと記き念ねんバッジもらった！」

「私わたしも、格かく闘とうゲーム大たい会かいにとび入いり参さん加かして、賞しょう品ひんの『限げん定ていデザインコントローラー』をゲットできたんですっ！」

　ご飯はんを食たべながら、午ご前ぜん中ちゅうの報ほう告こくがはじまる。

　よっぽど楽たのしかったのか、ふたりはマシンガントークでいろんな話はなしをしてくれた。

　テレビカメラを見みつけて、コウスケ先せん輩ぱいがリポーターさんの後うしろに全ぜん力りょくで映うつりこんだとか、最さい新しん映えい像ぞう技ぎ術じゅつを使つかったお化ばけ屋や敷しきに入はいったとか……。

「んで、いっちーたちは？　なんか面おも白しろいことあったか？」

　ようやく話はなしをふってもらえたのは、食しょく事じが終しゅう盤ばんにさしかかったころだった。

　きたっ！　わたしの番ばん!!　あわてて口くちの中なかのご飯はんを水みずで流ながしこむ。

「えっと、あの……じつはみんなに、大だい事じな話はなしがあるの」

　大だい事じな話はなしってフレーズに、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんの動うごきが止とまる。

　あらたまった空くう気きに、ただよう緊きん張ちょう感かん。

　心こころを落おちつけるために、フゥと呼こ吸きゅうを整ととのえて……。

「わたしね……さっき、アオイさんに会あったんだ！」

「…………」

　時じ間かんが止とまったかと思おもうほどの沈ちん黙もくが流ながれた。

　ワンテンポ遅おくれて、コウスケ先せん輩ぱいの手てから、食たべかけのホットドッグがぽとりと落おちる。

「「えぇぇぇっ!?」」

　ふたりは同どう時じに、まったく同おなじリアクションでさけんだ。

　ガタッと机つくえに手てをついて、前まえのめりに立たち上あがる。

「マ、マジかよ！　アオイさんって、あのアオイさんか!?　本ほん物もの!?」

「会あったってことは、お話はなしはされたんですか!?　今いま、どちらに!?」

　いっぺんに話はなしだすふたりの勢いきおいにおされつつ、わたしは、さっきの出で来き事ごとを話はなした。

　迷まい子ごになって、偶ぐう然ぜん声こえをかけた人ひとが、アオイさんだったこと。

　でも、そんなに長ながくは話はなせなかったこと。

「うわぁ……とってもうらやましいです！」

「くぅ～～っ！　やっぱ、イケメンだったか！　オレも、一ひと目めでいいから会あいてーなぁ！」

　残ざん念ねんそうに、でもどこかうれしそうに笑わらう、りーちゃんとコウスケ先せん輩ぱい。

　そこから、「身しん長ちょうは？」「何なん歳さいくらい？」と、ふたりからの質しつ問もん攻ぜめがはじまる。

　みんなで、ワイワイ盛もり上あがる中なか。

　ふと斜ななめ前まえを見みると、冴さえ木きくんが、優すぐれない表ひょう情じょうでうつむいていることに気きづいた。

（あれ？　冴さえ木きくん、どうしたのかな……）

　心しん配ぱいになって様よう子すを見みていたら、冴さえ木きくんが口くちをひらいた。

「……アオイさん、ってさ。みんなにとって、どんな存そん在ざいなの？」

　急きゅうな質しつ問もんにビックリする。

　すぐさま答こたえたのは、コウスケ先せん輩ぱいだった。

「オレにとっては神かみ様さまみたいなモンかな！　なんでもできて、超ちょうカッコイイし！　ミステリアスなのに、意い外がいと熱あついハートを持もってるってところも、オレの理り想そうそのものなんだ！」

「私わたしは……『完かん璧ぺきなリーダー』ですね！　いつでも落おちついていて、頼たよりになって！」

　ふたりの意い見けんに、わたしもコクコクうなずいて同どう意いする。

「うん。わたしにとっても、本ほん当とうにあこがれの存そん在ざいだなぁ。いっしょに活かつ動どうできるのが夢ゆめみたいというか、雲くもの上うえの人ひとというか……」

　言いいながら、わたしは少すこし首くびをひねった。

　今いままでわたしたちが持もっていたアオイさんのイメージと、実じっ際さいに会あった本ほん物もののアオイさんの雰ふん囲い気きには、ほんのちょっとズレがあるような気きがして。

　もっとも、わたしたちがこれまで感かんじてたのは「ネットの中なかでの印いん象しょう」だから、実じっ際さいとは多た少しょうちがっていて当あたり前まえなのかもしれないけど……。

「……オレさ。もっと、歌うたをがんばらねーとダメだって思おもう」

　考かんがえこんでいたら、コウスケ先せん輩ぱいが、真しん剣けんな口く調ちょうで言いった。

「さっき、カラオケバトルのステージ見みてて思おもったんだ。カラオケで高こう得とく点てん出だす歌うたと、人ひとの心こころを動うごかすことのできる歌うたって、別べつモンなんだなって……ほら、最さい近きん、ソライロの動どう画がの再さい生せい回かい数すう、ちょっと伸のび悩なやんでるだろ？　あれ、オレの歌うたのせいかもしれねーなって」

　その言こと葉ばにドキリとした。

　すると、となりにいるりーちゃんも、引ひきしまった表ひょう情じょうでうなずく。

「そうですね。私わたしも、再さい生せい回かい数すうのことは気きになっていました。はっきりと原げん因いんを特とく定ていするのは難むずかしいですが……今日きょう、いろいろなステージやブースを見みて痛つう感かんしたんです。やはり、他ほかのサークルとくらべて、私わたしの動どう画が編へん集しゅう技ぎ術じゅつは、まだまだだなと……」

「わ、わたしも！　もっと絵えが上う手まくならなきゃ、アオイさんの曲きょくの魅み力りょくを、ちゃんと伝つたえきれないって思おもってた……」

　みんなで、顔かおを見み合あわせる。

　──動どう画がの再さい生せい回かい数すうが伸のび悩なやんでいるのは、自じ分ぶんの力ちからが足たりないせい。

　ふたりも、同おなじことを感かんじていたんだ……。

「アオイさんの曲きょくは、マジですごい。それを、オレの歌うたのせいで埋うもれさせたくねーもん。オレ、このワク動どうフェスで、ぜったい成せい長ちょうしてみせる！」

　熱あつく拳こぶしをふりあげるコウスケ先せん輩ぱい。

　つられるように、わたしとりーちゃんも、ぐっと拳こぶしをつくる。

「三人にんがそれぞれ少すこしずつ成せい長ちょうできれば、ソライロにとって大おおきな前ぜん進しんになるはずです！」

「うん！　アオイさんに追おいつけるように、がんばろうね！」

　みんなと盛もり上あがりながら、冴さえ木きくんを見みる。

「冴さえ木きくんは、アオイさんの曲きょく、好すき？」

　わたしの質しつ問もんに、冴さえ木きくんは、ふっと目めをふせた。

「俺おれは、ソライロが……ソライロの動どう画がが、好すきだよ。すごく……すごく好すきだ」

　それは、とても心こころのこもった言こと葉ばだった。

　冴さえ木きくんの想おもいが伝つたわってきて、じんと胸むねがあたたまる。

「おっ！　奏そう太た、おまえは話はなしのわかるヤツだな！」

　コウスケ先せん輩ぱいにポンポンと肩かたをたたかれながら、小ちいさく愛あい想そ笑わらいを返かえす冴さえ木きくん。

　ただ、その表ひょう情じょうには、やっぱり、どこか元げん気きがないような……？

「あの、冴さえ木きくん……？」

　ガタッ

　気きになって声こえをかけようとしたら、冴さえ木きくんが席せきを立たった。

「……俺おれ、ライブは見みないから。先さきに、秋あき吉よしのお母かあさんたちと合ごう流りゅうしてるよ」

　わたしたちの返へん事じを待またずに背せ中なかを向むける冴さえ木きくん。

　しかし、すぐさまコウスケ先せん輩ぱいに腕うでをつかまれる。

「待まて待まて！　アンエスのライブは三時じだろ？　その前まえに行いきたいステージがあるんだ！　まだ時じ間かんもあるし、奏そう太たもいっしょに見みてこーぜ！」

「……いや、俺おれはいいです」

「なんでだよ、行いこうぜ！」

「いや。いいです、ホントに」

　押おし問もん答どうをくり返かえすふたり。

　少すこし様よう子すがおかしい。

　冴さえ木きくんは、この場ばを離はなれたがっているように見みえる。

　なぜかはわからないけど……今いま、冴さえ木きくんを、ひとりにしちゃダメな気きがした。

「い、行いこうよ、冴さえ木きくん！　せっかく四人にんで来きたんだし！」

　わたしが言いうと、冴さえ木きくんは一いっ瞬しゅん、苦くるしげに眉まゆ根ねを寄よせて。

　それから、渋しぶ々しぶと、もうしばらくいっしょに行こう動どうするってうなずいてくれた。

　はりきるコウスケ先せん輩ぱいにくっついて、休きゅう憩けいエリアから移い動どうする。

　めざす場ば所しょは、第だい三ホールにあるらしいんだけど……移い動どう中ちゅう、わたしはずっと、となりを歩あるく冴さえ木きくんの様よう子すが気きになっていた。

「……冴さえ木きくん。あの、なにかあった？」

　タイミングを見み計はからって聞きいてみると、冴さえ木きくんは前まえを見みたまま、小ちいさく口くちをひらいた。

「なにかって？」

「だって……さっきから元げん気きないよ」

　冴さえ木きくんはクールな表ひょう情じょうをくずさず、だまったまま。

　なにを考かんがえているのかは、よくわからない。

「あの……わたしにできることがあったら、言いってね。わたし、冴さえ木きくんの力ちからになりたいんだ。その……と、友ともだちとして！」

　口くちに出だしたら、すごくドキドキした。

　ちょっと図ずう々ずうしかったかな？

　いくら友ともだちになったとはいえ、冴さえ木きくんは、なんでもできちゃう人ひとだし。わたしが力ちからになれることなんて、ないかも……。そう思おもって、少すこし肩かたを落おとす。

「……ありがとう。でも、秋あき吉よしの勘かん違ちがいだよ」

　冴さえ木きくんは短みじかくそう答こたえると、ふっとこちらを見みた。

「それより、秋あき吉よしの方ほうが元げん気きないように見みえるけど、平へい気き？」

「えっ……」

　図ず星ぼしをつかれて、ギクリとする。

　そう。さっきみんなに話はなしたことで、また、思おもい返かえすようになっちゃったんだ。

　──アオイさんと、ＳＡＴＳＵＫＩサツキさんのこと。

　ふたりのことが、どうしても気きになって……でも、アオイさんにメッセージを送おくって聞きいてみるなんて、ぜったいできなくて。モヤモヤしたまま……。

（でも……っ！）

　わたしは気き持もちを切きり替かえるように、ブンブン首くびをふった。

「急きゅうにいろんなことがあって、ちょっと混こん乱らんしてるけど……それについて考かんがえるのは、後あと回まわし！　今いまは、みんなと、ワク動どうフェスを楽たのしむ方ほうが大たい切せつだもん！」

　笑え顔がおで言いったら、冴さえ木きくんはおどろいたように目めを見み張はって。

　それから、困こまったように微笑ほほえんだ。

「……秋あき吉よしを見みてると、ちょっとあせる」

　冴さえ木きくんはそれっきり、だまりこんでしまった。











７　衝しょう撃げきのＤディーＪジェイライブ






「おっ、あそこだ！」

　コウスケ先せん輩ぱいが指ゆびさした先さきには、かなりの人ひとだかりができていた。

　フロアーの一いっ角かくがフェンスで区く切ぎられていて、そこから、大だい音おん量りょうで音おん楽がくが流ながれてくる。

　なにかのライブが行おこなわれているみたい。

「すっごい混こんでるね！　だれが出でてるの？」

「えっと、第だい三ホールのＢステージで、今いまの時じ間かんだと……これですね！」

　りーちゃんがパンフレットの「タイムテーブル一いち覧らん」を見みせてくれた。

　そこには、『ワク動どう人にん気き曲きょく大だい集しゅう合ごう！　スペシャルＤディーＪジェイライブ』って書かいてある。

「出しゅつ演えん者しゃは、ワク動どうで活かつ動どうしているＤＪさんたちみたいです」

「ＤＪって……あの、黒くろい円えん盤ばんを、キュキュッとこするやつ？」

　リズムに乗のって体からだを揺ゆらしながら、手て元もとの機き械かいや円えん盤ばんを操そう作さするイメージは浮うかぶけど……。

　でも、あれってなにをしているのか、よくわからない。

　首くびをかしげてたら、となりで冴さえ木きくんが説せつ明めいしてくれた。

「レコードをこするのは『スクラッチ』って言いうテクニック。ＤＪは、その場ばでかける曲きょくを選えらんだり、いろんなテクニックを使つかったりして、曲きょくが切きれ目めなく流ながれるようにしてるんだ」

「へぇ～！　冴さえ木きくん、くわしいんだ！」

「まぁ……ＤＪミックス動どう画がとか好すきで、けっこう見みてる」

　冴さえ木きくんの表ひょう情じょうが少すこしやわらいだのを見みて、ホッとする。

　このまま、好すきな音おん楽がくにふれて、元げん気きをとりもどしてくれるといいな。

「あ、見みてください。ネット来らい場じょう者しゃ数すうが二〇〇万まん人にんを超こえたみたいですよ！」

　りーちゃんが背せ伸のびをしながら言いった。

　わたしも、うんと背せ伸のびをして、人ひとの頭あたまの隙すき間まからステージを見みると、バックスクリーンに、『ネット来らい場じょう者しゃ　累るい計けい二〇〇万まん人にん突とっ破ぱ！』という文も字じが表ひょう示じされていた。

　同どう時じに、画が面めんには、『スゲー！』『おめでとー』と、コメントが絶たえ間まなく流ながれていく。

　ステージや会かい場じょうの様よう子すは、「ライブ放ほう送そう」としてワク動どうのサイトから見みられるから、会かい場じょうに来こられないユーザーたちも、ネット来らい場じょう者しゃとしてワク動どうフェスに参さん加かできるんだ。

　コメントひとつひとつから、ビリビリと伝つたわってくる熱ねつ。

　会かい場じょうは、ネットとリアルの垣かき根ねをこえた、不ふ思し議ぎな一いっ体たい感かんに包つつまれている。

「このライブは、ワク動どうに投とう稿こうされた曲きょくの中なかから音おん源げんを選えらんでかけてくらしいんだ。人にん気きサークルの曲きょくを一いっ気きに聴きけるし、勉べん強きょうになるんじゃねーかと思おもってさ。見みやすい場ば所しょ探さがそうぜ！」

　平たいらな客きゃく席せきにずらりと大人おとながならんでると、背せ伸のびをしても、なかなかステージが見みえない。

　わたしたちは、しばらく客きゃく席せきスペースの後うしろの方ほうをうろついたあと、少すこし離はなれたところに見みつけた階かい段だんをのぼった。

　ホールをつなぐ二階かい通つう路ろへ出でるための階かい段だんだけど、のぼりきったところが、けっこう広ひろめのデッキスペースになってて。手てすりごしに見み下おろすと、ライブエリア全ぜん体たいが見みわたせた。

　リズムに合あわせて揺ゆれるペンライト。

　その上うえを、チカチカとびかうスポットライトの光ひかり。

　ちょっと遠とおいけど、スクリーンもバッチリ見みえる。

「カッケーよなぁ、ＤＪって！」

　スクリーンに映うつるＤＪのお兄にいさんを見みて、コウスケ先せん輩ぱいが言いう。

「アオイさんとか、サラリとできちゃいそうだよな」

「たしかに、アオイさんって、本ほん当とうになんでもできますよね。作さっ曲きょくや編へん曲きょくのみならず、ミックスダウンやマスタリングもお上じょう手ずですし……」

　ふたりがアオイさんの話はなしをしはじめると、また、頭あたまの中なかにさっきの出で来き事ごとがよぎる。

　遠とおい遠とおい存そん在ざいだったアオイさんが、目めの前まえで、やさしく笑わらいかけてくれて……。

（アオイさん、今いまごろ、どこにいるんだろう……？）

　できることなら、もう一いち度ど会あいたいな。

　考かんがえながら、なにげなく周しゅう囲いに目めをやった瞬しゅん間かん──ドキリと息いきが止とまった。

　数すうメートル先さきの、二階かいの出で入いり口ぐち。

　まるで、その場ば所しょにだけ、スポットライトが当あたっているかのようだった。

　デッキを横よこ切ぎり、階かい段だんに向むかって歩あるいていく、男おとこの人ひと。

　人ひと混ごみの中なかにあっても、ぱっと目めを引ひく顔かお立だちと、ニコちゃんマークの黒くろいヘッドホン。

　まちがいない──アオイさんだ！

「あっ！　あ、あの、あの……っ！」

　目めを見み開ひらいて口くちをパクパクさせるわたしに、向むこうもすぐに気きがついた。

　少すこし進しん路ろを変かえて、こちらに向むかって歩あるいてくる。

「いっちーさん、どうかされましたか？」

　わたしの様よう子すを不ふ思し議ぎそうに見みる、りーちゃんと、コウスケ先せん輩ぱい。

　説せつ明めいしたいけど、声こえがうまく出でてこない。

　ふたりは首くびをかしげながら、わたしの視し線せんの先さきを確かく認にんして……。

　察さっしたように、息いきをのんだ。

「もしかして……！」

「そ、そうなのか!?」

　わたしが、こっくりと、うなずいたとき。

　とうとう、あの完かん璧ぺきな笑え顔がおが、わたしたちの正しょう面めんに立たった。

「また会あえたね、いっちーさん」

　どきん

　ふたたびわたしの名な前まえを呼よぶ、澄すんだ声こえ。

「こんなに広ひろい会かい場じょうで、偶ぐう然ぜん、何なん度ども会あうなんて……本ほん当とうにびっくりだ」

　ドキン、ドキンと、心しん臓ぞうがやかましく暴あばれまわる。

　頭あたまの中なかがごちゃごちゃで、やっぱり声こえは出でてこない。

　なにも言いえずにいるわたしたちに、アオイさんはもう一いち度ど、にっこり笑わらいかける。

「みんなとは、はじめましてだね」

　視し線せんを向むけられたコウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんは、同どう時じに、シャキッと背せ筋すじを伸のばした。

「ア、ア、アオイさん！　オレ、コウスケです！」

「動どう画が師しのＲｉｉりーですっ。は、はじめまして……」

　カチコチに緊きん張ちょうした声こえで答こたえるふたり。

「……キミは？」

　アオイさんは、冴さえ木きくんを見みて言いった。

　冴さえ木きくんはアオイさんとは目めを合あわせず、ソワソワと落おちつきなく視し線せんを泳およがせる。

「俺おれは……ただの、友ともだちです」

　冴さえ木きくんがボソリと答こたえると、アオイさんは、「そう」と小ちいさく笑えみを浮うかべる。

「『恋こいうた動どう画がコンテスト』では19位いだったよね。みんな思おもってたより若わかくて、おどろいたな」

　…………ん？

　モヤッと違い和わ感かんを覚おぼえて、首くびをひねる。

「みんな思おもってたより若わかい」──って、どういう意い味みだろう？

　わたしたちはアオイさんの顔かおや年ねん齢れいを知しらずにいたけど、りーちゃんの家いえでミーティングをするときは、ウェブカメラで映うつしながらやりとりをすることもあったし……アオイさんは、わたしたちの顔かおを知しってるはずだよね？

　さっき会あったときだってそう。今いままで、メッセージの中なかでわたしの外がい見けんについてなにか言いったことなんてなかったのに、急きゅうに「美び人じん」なんて言いうのも、ヘンじゃない……？

　小ちいさな違い和わ感かんは、考かんがえれば考かんがえるほど、どんどん色いろ濃こくなっていく。

　なんでだろう？　なにかが、かみ合あってない気きがする……。

（この人ひとが、アオイさん……なんだよね？）

　探さぐるようにじっと見みていたら。

　ゾクッ

　一いっ瞬しゅん、アオイさんの視し線せんが、ものすごく冷つめたいものに変かわった。

　怖こわくなって反はん射しゃ的てきに身みを縮ちぢめるけど、一度どまばたきをしたら、もう、元もとの笑え顔がおに戻もどってる。

「……あ、自じ己こ紹しょう介かいが遅おくれちゃったね。ごめんごめん」

　そう言いって微笑ほほえむ姿すがたは、完かん璧ぺきなまでにさわやかで、やさしそう。

（気きのせいだったのかな……？）

　だけど、直ちょく接せつ目めが合あったわけでもないのに、まだ、少すこし背せ筋すじが寒さむい。

　まるで黒くろい鉄てつの塊かたまりのように、重おもく、強つよい感かん情じょうのこもった視し線せん。

　あの視し線せんは、どこに……だれに向むけられたもの……？

　息いきをのんでその瞳ひとみを見みつめていると、アオイさんは、ゆったりと落おちつきはらった様よう子すで、襟えり元もとを軽かるく直なおして。

　恭うやうやしく、そっと胸むねに手てを当あてた。




「はじめまして。僕ぼくは、＆アンドＳエスのプロデューサー、ＳＹＵシュウです」




　………………え？？？

「「「えぇぇぇ～～～～～っ!?」」」

　三人にんのさけび声ごえが、見み事ごとに重かさなる。

「ちょっ、いっちー！　話はなしがちがうじゃねーか！」

「アンエスのＳＹＵシュウさん!?　本ほん当とうなのですか!?」

「でっ、でも！　さっきは、たしかにアオイさんだって……！」

「あはは、ごめん。ちょっとからかっただけだよ。僕ぼくは正しょう真しん正しょう銘めい、アンエスのＳＹＵシュウだ」
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　言いいながら、アオイさん……いや、シュウさんは、ポケットからカードのようなものをとりだして見みせてくれた。

　そこには、『バックステージパス　＆アンドＳエス　ＳＹＵシュウ様さま』と書かかれている。

「ス……スゲーッ！　まさか本ほん物もののシュウさんに会あえるなんて！　あ！　これ、オレの名めい刺しです！　歌うたい手てのコウスケっていいます！」

　子こどもみたいにはしゃぐコウスケ先せん輩ぱいに、笑え顔がおで応おうじるシュウさん。

　そんなシュウさんの姿すがたを、わたしは、あっけにとられながら見みつめる。

　わたしが頭あたまの中なかで想そう像ぞうしていたアオイさんのイメージと、怖こわいくらい、ぴったり重かさなる人ひと……。

（でも……アオイさんじゃ、なかったんだ）

　なぜだか心こころからホッとして。

　それと同どう時じに、疑ぎ問もんが浮うかぶ。

　なんでシュウさんは、自じ分ぶんがアオイさんだってウソついたんだろう？

「あの……シュウさんは、アオイさんのことを知しってるんですか？」

「うん、まぁね。アオイとは、トモダチ……かな？」

　含ふくみを持もたせるような言いい方かたが、少すこし引ひっかかった。

　シュウさんは、そのまま話はなしをつづける。

「ソライロのことは前まえから気きになってたんだ。『メロンソーダ』、『ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー』、『メッセージ』。どれも、いい動どう画がだよね。いろいろなサークルを見みてきたけど、キミたちには才さい能のうがあると思おもう」

「マジっすか!?」

　コウスケ先せん輩ぱいがものすごい勢いきおいで食くいつく。

「うん。キッカケさえあれば、確かく実じつに今いまより上うえに行いけるよ。そうだな、たとえば……僕ぼくが、キミたちをプロデュースしてみるとか」

「えっ!?」

　サラリと言いったシュウさんの言こと葉ばに、三人にんで顔かおを見み合あわせる。

「ア、アンエスのシュウさんが、ソライロをプロデュース!?」

「すごいです！　もし本ほん当とうにそんなことが起おきたら……！」

「二に度どとないチャンスだぞ！　マジで、一〇〇万まん回かい再さい生せい達たっ成せいしちまうかも……！」

　興こう奮ふんするわたしたちを、笑え顔がおで見み守まもるシュウさん。

　ドキドキと信しんじられない気き持もちでいると、りーちゃんが、あらためてシュウさんに確かく認にんする。

「ほ、本ほん当とうに……私わたしたちをプロデュースしていただけるのですか？」

「ああ、ぜひとも」

　シュウさんは、こくりとうなずいて。

　すぐに、「ただし」と付つけ足たす。

「僕ぼくがソライロをプロデュースするときは──作さっ曲きょく担たん当とうを代かえさせてもらう」

　思おもいがけない言こと葉ばに、空くう気きが凍こおりついた。

　さっきまでの興こう奮ふんは潮しおが引ひくように消きえ去さり、みんな、戸と惑まどったように表ひょう情じょうをくもらせる。

　そんな中なか、シュウさんだけが同おなじ表ひょう情じょうのまま、言こと葉ばをつづける。

「なぜ？　って顔かおをしているね。理り由ゆうはとっても簡かん単たんだ。ソライロの動どう画が再さい生せい回かい数すうが伸のびない原げん因いんが……アオイの『曲きょく』にあるからだよ」

　どっくん

　つめたい衝しょう撃げきが全ぜん身しんをかけめぐって。

　同どう時じに、頭あたまがカッと熱あつくなる。

「そんなはずないです！　だって、わたしたちは、アオイさんの曲きょくが大だい好すきであつまって──」

「『いい曲きょく』と『人にん気きの出でる曲きょく』は、かならずしも一いっ致ちしない」

　わたしの言こと葉ばをさえぎって、シュウさんはしずかに、でも、有う無むを言いわせぬ口く調ちょうで言いった。

　その瞳ひとみは、徐じょ々じょに鋭するどさを増ましていく。

「僕ぼくは曲きょくをつくる前まえに、かならず念ねん入いりな『計けい算さん』をする。ユーザー層そうを調しらべ、求もとめられている音おん楽がくと流りゅう行こうを読よみ、彼かれらの興きょう味みを引ひく仕し掛かけを入いれて……常つねに聴きき手てと同おなじ目め線せんに立たつ意い識しきを持もたないと、『大たい衆しゅうにウケる曲きょく』はつくれないからね。

　今いまのソライロに足たりないのは、そういう『曲きょくづくりへの本ほん気き』だよ。アオイの曲きょくは自じ己こ中ちゅう心しん的てきで、人にん気きが出でるための計けい算さんをまったくしていない」

　シュウさんは、わたしたちの顔かおを順じゅん番ばんに見みる。

　そして、耳みみに刻きざみつけるように、ゆっくりと言いった。




「キミたちの足あしを引ひっぱっているのは、アオイだ」




　胸むねの奥おくで、ピシッと、なにかにヒビが入はいるような音おとが聞きこえた。

　強つよい痛いたみに、両りょう手てで胸むねをおさえる。

　声こえが出でない。なにか言いわなきゃって思おもうのに……！

「つ、つまり、ソライロから……アオイさんを追おい出だせということですか？」

　りーちゃんが、しぼりだすような声こえでたずねる。

「……いいかい？　なにかを得えるには、なにかを手て放ばなさなきゃいけない……わかるだろ？　残ざん念ねんだけど、今いまのままでは、一〇〇万まん回かい再さい生せいはぜったいにムリだよ」

「そ、そんなん、わかんないっすよ！」

　今こん度どはコウスケ先せん輩ぱいが噛かみつく。

「オレらだって、いつかは……」

「その『いつか』は、いつくる？　まだ一万まん回かい再さい生せいも達たっ成せいできていないキミたちに、そんな未み来らいは本ほん当とうにくるの？　……本ほん気きで夢ゆめを叶かなえたいなら、まずは現げん実じつを受うけ入いれることだ。僕ぼくは、キミたちのためを思おもって言いってるんだよ」

　よどみなく話はなすシュウさんに、コウスケ先せん輩ぱいは、ぐっと押おしだまった。

　息いきが詰つまるような沈ちん黙もく。

　胸むねの痛いたみが、ズキズキと増ましていく──。

「さて、そろそろ行いかないと」

　シュウさんはちらりと携けい帯たいの画が面めんを見みてつぶやくと、去さり際ぎわに、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

「ＤＪライブ、最さい後ごまで見みてってね。そうすれば今いま話はなしたことの意い味み、わかると思おもうから」




「みなさん、盛もり上あがってますかーっ！」

　ふと聞きこえた大おおきな声こえにステージの方ほうを見みると、司し会かいの男おとこの人ひとが、テンション高たかめに客きゃく席せきをあおっているのが見みえた。スピーカーからは、聞きき覚おぼえのあるイントロが流ながれはじめる。

（……これ、アンエスの曲きょく！）

「さぁ、ここで、スペシャルゲストを呼よんじゃいましょう！　これまでに発はっ表ぴょうした全ぜん動どう画がが一〇〇万まん回かい再さい生せいを突とっ破ぱ！　ワク動どう発はつの超ちょう人にん気き音おん楽がくサークル＆アンドＳエスから、プロデューサーのＳＹＵシュウさんが駆かけつけてくれましたーッ！」

　ワァァァッと、地じ響ひびきのような大だい歓かん声せいが沸わき起おこった。

　ステージ上じょうにたちこめる大たい量りょうのスモーク。

　観かん客きゃくの熱ねっ気きは、期き待たいと興こう奮ふんで、ぐんぐん上じょう昇しょうして……。

　スポットライトが、パッと人ひと影かげを照てらし出だした瞬しゅん間かん──その場ばの空くう気きがガラリと変かわった。

　スモークが晴はれた先さきに立たっている、ひとりの男おとこの人ひと。

　目め元もとを覆おおうバイザーで顔かおはわからないけど……あのヘッドホン、シュウさんだ！

「それではラストスパート、盛もり上あがっていきましょう！」

　司し会かいの人ひとが言いうと同どう時じに、ふたたび大おおきな歓かん声せいがあがった。

　ＤＪテーブルの機き械かいを素す早ばやく操そう作さするシュウさん。（なにをしてるんだろう？）と思おもって見みているうちに……いつのまにか、流ながれていた＆アンドＳエスの曲きょくが、別べつの曲きょくに変かわっていることに気きづく。

　混こん乱らんしながらスクリーンを見みると、流ながれている映えい像ぞうには、見み覚おぼえがあった。

「……あ。コレ、こないだのコンテストで優ゆう勝しょうした曲きょくだよな」

　コウスケ先せん輩ぱいの声こえで、はっと気きづく。

　そうだ、恋こいうた動どう画がコンテストで１位いだった、カラクリＱってサークルの曲きょく！

「あれ？　でも、伴ばん奏そうはアンエスの曲きょく……？」

「……『ブレンド』というテクニックですね。ちがう曲きょくのボーカルとバックミュージックを組くみ合あわせて、ひとつの曲きょくにしているんです。テンポやキーの調ちょう整せいが少すこしでもズレると、一いっ気きに違い和わ感かんが増ますので、とても難むずかしい技わざなのですが……さすがです……！」
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　りーちゃんの説せつ明めいを聞きいて、ゾクッとした。

　どちらも知しってる曲きょくなのに、まるで、はじめて聴きくように新しん鮮せんで。

　来くると思おもっていたメロディーが来こない、不ふ思し議ぎな感かん覚かく。

　でも……その裏うら切ぎりが、気き持もちいい。

「すごい……！」

　高たかまる気き持もちをおさえきれず、無む意い識しきのうちにつぶやいていた。

　そうこうしているうちに、また伴ばん奏そうが変かわり、今こん度どは完かん全ぜんにカラクリＱの曲きょくへと切きり替かわる。

（これが、シュウさんの実じつ力りょくなんだ……！）

　呼こ吸きゅうを忘わすれて聴きき入いっていると、ふと、スクリーンが目めに入はいった。

　ワク動どうユーザーが投とう稿こうしたコメントが、リアルタイムで次つぎ々つぎに表ひょう示じされていく。


『アンエス最さい高こう！』『ＳＹＵシュウさん神かみ！』

『コンテスト１位いの曲きょくめっちゃいいね！』『カラＱ超ちょうヤバイ！』



　＆アンドＳエスの曲きょくが人にん気きなのはもちろんだけど、カラクリＱへのコメントも多おおい。

　どうやらシュウさんのステージは、恋こいうた動どう画がコンテストの入にゅう賞しょう曲きょくと、＆アンドＳエスの曲きょくとのコラボがテーマみたい。

　そのあとも、＆アンドＳエスの曲きょくと代かわる代がわるで、コンテストの入にゅう賞しょう曲きょくが流ながされていって。

　曲きょくのつなぎでシュウさんがテクニックを披ひ露ろうするたび、観かん客きゃくは沸わきに沸わいた。

「今いまのが18位い……次つぎがソライロだぞ！」

　コウスケ先せん輩ぱいの声こえに、ぐっと体からだがこわばる。

（シュウさんが言いっていたことは、まちがってる……ソライロの動どう画がを見みてもらえば、アオイさんの曲きょくが最さい高こうだってこと、わかるもん！）

　わたしは食くい入いるように、スクリーンに映うつるシュウさんの姿すがたを見みつめた。

　曲きょくのつなぎが終おわると同どう時じに、パッと画が面めんが切きり替かわる。

　流ながれてきたのは、コンテストに応おう募ぼした曲きょく、『メッセージ』の動どう画が。

　聴ききなじんだ曲きょくの中なかに、＆アンドＳエスの人にん気き曲きょく『Ｓｕｇａｒシュガー』が違い和わ感かんなく織おり交まぜられて、まるで元もとは同おなじ曲きょくだったかのように、自し然ぜんに流ながれていく。

　新しん鮮せんな響ひびきに、つい聴きき入いりそうになりながら、わたしは必ひっ死しにコメントを追おった。


『歌うたうまいじゃん』

『絵えかわいい！』

『ソライロだっけ？　動どう画が師しウデあるなー』



　速はやいスピードで流ながれていくコメント。

　ありがたいことに、内ない容ようはうれしいものばかりなんだけど──読よめば読よむほど、胸むねがドキドキとはりつめていく。

（アオイさんの曲きょくは……曲きょくのことは？）

　どういうわけか、アオイさんの曲きょくをほめるコメントが、はっきりと少すくない。

　なんで……？

「なんなんだよ、これ……！」

　唇くちびるをかむコウスケ先せん輩ぱい。

　りーちゃんも、信しんじられないといった表ひょう情じょうでスクリーンを見みつめていた。

　あせりの感かん情じょうに全ぜん身しんがつつまれて、音おん楽がくが遠とおのいていく。




　──これで、わかっただろ？




　ステージの上うえで笑わらうシュウさんの声こえが、聞きこえた気きがした。











８　「僕ぼくはソライロをやめる」






　ＤＪライブは、大だい盛せい況きょうのなか幕まくを閉とじた。

　観かん客きゃくたちは次つぎ々つぎとべつの場ば所しょへと移い動どうしていき、ステージの上うえでは、次つぎのライブへの準じゅん備びがはじまっている。

　その流ながれに取とり残のこされるように、わたしたちは、ぽつんと立たち尽つくしていた。

『──ご来らい場じょうのみなさまにお知しらせです。このあと十四時じ三十分ぷんより、十五時じ開かい演えん「＆アンドＳエススペシャルライブ」の入にゅう場じょう案あん内ないを開かい始しします。チケットをお持もちの方かたは、会かい場じょうへお越こしください』

　ふいに、場じょう内ないアナウンスが聞きこえた。

「……ライブの入にゅう場じょうがはじまるみたいですね」

　りーちゃんがつぶやくと、みんな、我われに返かえったように息いきをつく。

「ああ……とりあえず、オレたちも移い動どうするか」

「第だい十一ホールは、独どく立りつしたコンサートホールになってるんですね。ここからだと、二階かい通つう路ろを通とおるルートが最さい短たんでしょうか……」

　りーちゃんがパンフレットを見みながら行いき方かたを確かく認にんしてくれるけど、わたしは、ぼんやりと相あいづちを打うつことしかできない。

　心しん臓ぞうが、ずっと、ドキドキしたままだ……。

「俺おれ、そろそろ行いくね」

　とつぜん、トンと肩かたをたたかれ、はっと我われに返かえる。

「えっ？　あ、うん。またあとでね……」

　うわの空そらで答こたえたときには、冴さえ木きくんの姿すがたはもう、人ひと混ごみの中なかに消きえてしまっていた。

「行いきましょう、いっちーさん」

　りーちゃんの声こえにうなずいて、わたしも歩あるきだす。

　みんな口くち数かずは少すくなく、足あし取どりも重おもかった。

　とりあえず移い動どうはしてるけど、こんな気き持もちで、＆アンドＳエスのライブなんて見みられないよ……！




　ピロリーン♪




　そのとき、いっせいに複ふく数すうの着ちゃく信しんメロディーが鳴なった。

　その場ばにいる三人にんが三人にんとも、自じ分ぶんの携けい帯たいを手てに取とる。

「…………！」

　おたがいの顔かおを見みて、イヤな予よ感かんに息いきをのむ。

　あわてて携けい帯たいを見みると──予よ感かんは、当あたっていた。





アオイ『みんなに話はなしたいことがあるんだ』






　ソライロのグループトークに表ひょう示じされた、アオイさんからのメッセージ。

　ざわりと、胸むな騒さわぎがする。

　数すう秒びょうの間まがあったあと、次つぎのメッセージが送おくられてきた。





アオイ『さっきの話はなし、じつは、僕ぼくも近ちかくで聞きいてた』






「さっきの話はなしって……」

　もしかして、シュウさんの？

　どくんと脈みゃく打うつ鼓こ動どうとともに、胸むねのざわめきが加か速そくしていく。

（まさか……まさかアオイさん、変へんなこと、考かんがえてないよね……？）

　空くう気きがピンとはりつめて、全ぜん身しんにじわりと嫌いやな汗あせがにじむ。

　そうこうしてる間まに、また、新あたらしいメッセージが追つい加かされた。





アオイ『彼かれの言いうとおり、動どう画がの再さい生せい回かい数すうに関かんしては、僕ぼくに責せき任にんがあると思おもう。情なさけないけど、僕ぼくは、一〇〇万まん回かい再さい生せいされるような曲きょくを書かく自じ信しんがないんだ。彼かれにプロデュースしてもらうのは、ソライロにとって、きっと良いいことだよ』






　アオイさんのメッセージは、淡たん々たんとしていた。

　いつもと変かわらない。

　いつもと同おなじ落おちついた雰ふん囲い気きのまま──そのひとことは、送そう信しんされた。





アオイ『ソライロの未み来らいのために、僕ぼくはソライロをやめる』






　ソライロを……やめる？

　その言こと葉ばを理り解かいするのに、少すこし時じ間かんがかかった。

　体からだが、ヒュゥッとつめたくなって。

　頭あたまの芯しんだけ、ジンジンと熱ねつをおびていく。

（……なんで？　なんで、アオイさんがソライロをやめるの……？）
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　目めの前まえにいない人ひとから告つげられた、あまりにもとつぜんの別わかれ。

　こみあげてくる感かん情じょうを、どこにぶつけたらいいのかわからない。

　ソライロをやめるなんて……なんで、そんなこと言いうの？

　アオイさん……っ！

「アオイさん、近ちかくにいるんですか!?　返へん事じしてください！」

「頼たのむよ、アオイさん！」

「落おちついて話はなし合あいをしましょう！」

　コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃん、三人にんで人ひと混ごみに向むかって、大おお声ごえで呼よびかける。

　近ちかくを通とおる人ひとたちがおどろいたようにふりかえるけど、わたしたちの声こえにこたえる人ひとは、だれもいない。みんな、知しらん顔かおで過すぎていってしまう。

　もし、あの中なかにアオイさんがいたとしても、わたしたちは気きづくことさえできないんだ……。

「アオイさん……」

　もどかしさに、唇くちびるをかむ。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう！

　このままじゃ、アオイさんが遠とおくにいっちゃう！





いっちー『アオイさん！』

いっちー『姿すがたは見みせなくてもいいです。返へん事じをしてください！』






　震ふるえる指ゆびで、いそいでメッセージを送おくった。

（返へん事じ……はやく、返へん事じ、きて！）

　歯はを食くいしばって、まばたきもせずに画が面めんを見みつめる。

　けれども、メッセージへの応おう答とうは、いくら待まってもない。

「……アオイさん、なんか、変へんだよな」

　すると、コウスケ先せん輩ぱいが、ぽつりとつぶやいた。

「アオイさんは強つよい人ひとだ。オレたちがヘコんだり、迷まよったりしても、アオイさんだけはいつもしっかり自じ分ぶんを持もってて……シュウさんになんか言いわれたくらいで、『自じ信しんがない』とか、そんな弱よわ音ね吐はくような人ひとじゃねーよ！」

　りーちゃんも、うつむいたままうなうずく。

「たしかに……一いっ方ぽう的てきに『やめる』なんて言いって、そのままメッセージを無む視しするなんて……アオイさんは、そんなことをする方かたではないはずです」

　その言こと葉ばに、わたしはギュッと強つよく携けい帯たいをにぎる。

　ふたりの言いうとおり。今いまのアオイさんは、ちっともアオイさんらしくない。

　アオイさんは、いつだってやさしくて、頼たのもしくて。

　わたしたちソライロの中ちゅう心しんにいる、リーダーなんだ。

　もし、アオイさんがいなくなったりしたら。

　わたしの大だい好すきな、大たい切せつなソライロが……ソライロじゃなくなっちゃうよ！











９　アオイさんの気き持もち






　それから、しばらく沈ちん黙もくがつづいた。

　みんな動どう揺ようしていたし、なにかを考かんがえこんでいるようだった。

　アオイさんのこと。

　そして、シュウさんの言こと葉ば……。

「三人にんの意い見けんをまとめようぜ」

　コウスケ先せん輩ぱいが、しずかな声こえで切きり出だした。

「オレたちは、選せん択たくを迫せまられてんだ。動どう画がの再さい生せい回かい数すうが伸のび悩なやんでるのは事じ実じつだし、シュウさんなら、たぶんこの状じょう況きょうを打だ開かいできる。一〇〇万まん回かい再さい生せいの夢ゆめも、マジで、叶かなっちまうかも……」

　言いいながらも、コウスケ先せん輩ぱいの表ひょう情じょうは暗くらい。

　どきん、どきんと、緊きん張ちょうの鼓こ動どうが耳みみ元もとでひびく。

　シュウさんのすごさは、今いまさっき、身みをもってわかった。

　実じつ力りょくもあるし、＆アンドＳエスを大だい人にん気きグループに育そだて上あげた実じっ績せきもある。

　だけど。

　だけど、わたしは…………！

「おまえらは、どうしたい？　シュウさんにプロデュースしてもらいたいなら、アオイさんには、作さっ曲きょく担たん当とうから外はずれて──」

「やだ！」

　気きづいたら、さけんでいた。

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばを最さい後ごまで聞きくのが、嫌いやだった。そんなの耐たえられない。

　選せん択たく肢しなんて……ふたつもいらない！

「アオイさんがソライロからいなくなるの、わたし、ぜったいにやだ！」

　ぐっと手てをにぎって、強つよく、想おもいをこめてくりかえす。

　ふたりは、あっけにとられたように、ぽかんと口くちをあけて……。

　同どう時じに、プッとふきだした。

「あはは、わりーわりー！　あまりにもシンプルな意い見けんだから、つい笑わらっちまった」

「ふふふ。でも、私わたしも同おなじです！　アオイさんがソライロをぬけるなんて……」

「「やだ！」」

　コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんが、笑え顔がおで声こえをそろえた。

　わたしの気き持もちと同おなじ、ふたりの言こと葉ば。うれしくて、胸むねがいっぱいになる。

（そうだよ……イヤなものは、イヤなんだ！）

　みんな、想おもいはひとつ。

　今いまの、四人にんのソライロが大だい好すきで。四人にんで動どう画がをつくるのが大だい好すきで。

　アオイさんのことが──大だい好すき。

　だから、ぜったいぜったい、失うしないたくない。

　動どう画がを完かん成せいさせたときの最さい高こうに幸しあわせな気き持もちは、四人にんの「大だい好すき」って想おもいが、ぴったり重かさなったからこそ感かんじられたものなんだ。

　たとえ遠とおくはなれていても……四人にんの心こころがひとつなら、どんな壁かべも、のりこえていける！




「ソライロの未み来らいのために……アオイさんは、ぜったいにやめさせない！」




　じわり、と涙なみだがこみあげてきた瞬しゅん間かん。

　くしゃくしゃっと、乱らん暴ぼうに頭あたまをなでられた。

「泣なくのは早はやいぜ、いっちー！　涙なみだは、アオイさんをばっちり説せっ得とくしたあとのうれし泣なきまで、大だい事じにとっとけ！」

　コウスケ先せん輩ぱいが、目めに涙なみだを浮うかべて笑わらった。

「私わたしたちで力ちからを合あわせて、アオイさんの心こころを引ひき戻もどしましょう！」

　りーちゃんも、目めを潤うるませながら、わたしの手てをしっかりとにぎってくれる。

　ふたりのおかげで、勇ゆう気きがわいてきた。

　わたしは、ひとりじゃない。もちろん……アオイさんだって。

　ソライロのみんなが、そばにいるんだから！

　わたしは手ての甲こうでゴシゴシと目めをこすると、ふたりに向むかって、しっかりとうなずいた。




　まずは、メッセージ攻こう撃げき。

　わたしたちがアオイさんとつながれる方ほう法ほうは、ネットを通とおして送おくるメッセージしかない。

　それぞれ、思おもいつくかぎりの言こと葉ばで、「ソライロをやめないでほしい」って伝つたえる。

　だけど……返へん事じは、ない。

「くっそー、アオイさんめ。かなりの頑がん固こモノだな……」

　コウスケ先せん輩ぱいは、もどかしそうに顔かおをしかめる。

　アオイさんが今いまどこにいるのか、まだ会かい場じょうに残のこっているのかさえわからないまま。ただ、時じ間かんが過すぎていく。

「既き読どくマークはついてるから、メッセージは読よんでるはずだよね」

「ああ。それで、こんだけリアクションがねーってことは……やっぱ、それだけ決けつ意いが固かたいってことなのかな……」

「まさか、このまま音おん信しん不ふ通つうで、フェードアウトなんてことは……」

　不ふ安あんげにつぶやく、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃん。

　わたしは、あせる気き持もちをおさえながら、携けい帯たいの画が面めんをじっと見みつめる。

　さっきのメッセージがアオイさんの本ほん心しんだとは思おもえないけど、その肝かん心じんの〝本ほん心しん〟を、アオイさんは明あかしてくれない。

　わたしたちが送おくったこのメッセージでは、彼かれの心こころを動うごかせない。

　……それは、なぜ？

　ネットを通とおした言こと葉ばでは、本ほん当とうの気き持もちが伝つたわらないから？

（ちがう……そうじゃない）

　ゆっくり首くびを横よこにふる。

　だって、アオイさんの言こと葉ばは、わたしの心こころにちゃんと届とどいてた。

　気き持もちのこもったそのメッセージに、何なん度どもはげまされたもん。

　わたしが、一いち度ど、「ソライロの絵え師しをやめます」って言いったときも。

　パソコン禁きん止し令れいで、恋こいうた動どう画がコンテストに参さん加かできなくなりそうだったときも。


「大だい丈じょう夫ぶだよ」「いっしょにがんばろう」



　そう言いって、いつも同おなじ目め線せんに立たって、寄よりそってくれた……。

　そこまで考かんがえて、はっと息いきをのむ。

「もしかしたら、わたしたち……アオイさんのことを、誤ご解かいしてたのかもしれない」

　わたしが言いうと、ふたりは、おどろいたように目めを丸まるくした。

「いっちーさん、どういうことですか？」

「おい、いっちー。まさか、『アオイさんに失しつ望ぼうした』とか言いわねーよな？」

　コウスケ先せん輩ぱいが顔かおをしかめる。

「アオイさんはめちゃくちゃ才さい能のうがある、オレらソライロの最さい強きょうのリーダーだ！　それは誤ご解かいでもなんでもねー、事じ実じつだぜ！」

「ちがうの、そうじゃなくて！」

　首くびをブンブン横よこにふって、否ひ定ていする。

　そしてもう一いち度ど、今こん度どは、言こと葉ばを変かえて伝つたえる。

「わたしたち、どこかで忘わすれてたのかも──アオイさんも、『ふつうの人にん間げん』だってこと」

　ふたりは、きょとんとわたしの顔かおを見みる。

　わたしも自じ分ぶんで言いいながら少すこしおどろいたけど、その言こと葉ばは、心こころの中なかにすとんと落おちてきた。

　アオイさんは、本ほん当とうにすごい。

　やさしくて才さい能のうもある、頼たよれるリーダー。

　わたしだって心こころからそう思おもってるけど……わたしたちから「すごい」って言いわれることを、アオイさんは、どう感かんじてたんだろう？

　こうして顔かおを見みて話はなしていれば、かくそうとしたって、表ひょう情じょうや仕し草ぐさから感かん情じょうがわかるけど。わたしたちは、インターネット上じょうのアオイさんしか知しらない。

　どんな風ふうに笑わらって、どんなときに悲かなしむのかも、わからないんだ。

「顔かおも年ねん齢れいも、なにも知しらないのに……ううん、知しらないからこそ、わたしたちは、アオイさんが『すごい』ってことだけしか見みえてなかった気きがするんだ。『完かん璧ぺきな人ひと』って、勝かっ手てなイメージをつくって、それを押おしつけちゃってた」

　たとえ完かん璧ぺきに見みえたって、わたしたちと同おなじ、ひとりの人にん間げん。

　表おもてに出ださないだけで、さみしさや、くやしさだって感かんじるにきまってるし、だれかの言こと葉ばに傷きずついて、まわりが見みえないくらい落おちこむことだってある。

　……そんな、当あたり前まえのことに、どうして今いままで気きづけなかったんだろう。

「そうだ……ネットの中なかでは、簡かん単たんに『自じ分ぶんじゃない自じ分ぶん』を演えんじられるんだよな」

　コウスケ先せん輩ぱいが、しゅんと肩かたを落おとして言いった。

「でも、だんだん相あい手てが持もってるイメージと、本ほん当とうの自じ分ぶんとのギャップが広ひろがって。ムリして演えんじるのが、苦くるしくなってくるんだ……こないだのオレみたいに」

　ズキンと走はしった胸むねの痛いたみに、わたしはシャツの裾すそをギュッとにぎる。

　わたしも、少すこしだけわかるんだ。

　人ひとから絵えをほめてもらうのってすごくうれしいけど、そのぶん、「期き待たいされてる」ってプレッシャーもかかるってこと。

　そのうちに、「次つぎの絵えは期き待たいに応こたえられないんじゃないか？」って追おいつめられて、絵えを描かくのが楽たのしくなくなってしまったこともあった。

「もしかすると、私わたしたちは知しらず知しらずのうちに、アオイさんが弱よわ音ねを吐はけないように、追おいつめてしまっていたのでしょうか……」

　苦くるしげに眉まゆ根ねを寄よせるりーちゃん。

　胸むねがはりさけそうになる思おもいで、わたしはうなずいた。

　そう……たぶん、わたしたちはアオイさんのことを尊そん敬けいするあまり、三人にんとアオイさんとの間あいだに、壁かべをつくってしまっていたんだ。

　完かん璧ぺきなリーダーの足あしを引ひっぱらないように、〝三人にんでがんばろう〟って。

　アオイさんは、わたしたちの知しらないところで、いつも孤こ独どくを感かんじていたのかもしれない。

　その壁かべを壊こわさなければ、彼かれの心こころは動うごかせない……。

「考かんがえてみれば、アオイさんもわたしたちも、『再さい生せい回かい数すうが伸のびないのは自じ分ぶんの責せき任にん』なんて思おもうこと自じ体たい、変へんだったんだ。だって、ソライロの動どう画がは……ソライロみんなの作さく品ひんだもん！」

　アオイさんがつくった曲きょくに、コウスケ先せん輩ぱいが歌うた声ごえを乗のせ、わたしがイラストを描かいて、りーちゃんが編へん集しゅうして──四人にんで、力ちからを合あわせてつくった動どう画が。

　うまくいっても、いかなくても、だれかひとりの責せき任にんになんてならない！

「行いこう！　アオイさんをむかえに！」

　パンフレットで地ち図ずを確かく認にんするなり、わたしは走はしりだした。

「いっ、いっちーさん!?」

「待まて、行いくってどこへだよ！」

　ふたりの声こえを背せ中なかに聞ききながら、無む我が夢む中ちゅうで走はしる。

　人ひとの波なみをすりぬけて、まっすぐ。

　遠とおざかっていこうとしているその手てを、つなぎとめるために。




「はぁ……はぁ……」

　目めの前まえにそびえる「お絵えかきボード」を見み上あげて、呼こ吸きゅうを整ととのえる。

　さっき描かいたソラの絵えが、まだそこにあった。

　ずっと、ひとりぼっちで、わたしを待まっていたかのように。

（やっとわかった。気きづいてくれたらいいな、なんて、待まってるだけじゃダメだったんだ……）

　会あうことができないぶん、想おもいはきちんと言こと葉ばで伝つたえなきゃ、伝つたわらない。

　でも、そうやってひとつずつ、丁てい寧ねいに気き持もちを伝つたえ合あっていけば、たとえどんなに遠とおくはなれていたって、強つよい絆きずなを結むすぶことはできる。

　わたしは今日きょう、このワク動どうフェスで、ネットがつないだ〝絆きずな〟を、たくさん見みてきた。

　国こっ境きょうをとびこえて動どう画がをつくってるナナカマド工こう房ぼうのふたりや、ネットがきっかけで奥おくさんと出で会あった、液えきタブ体たい験けんスペースのおじさん。

　作さく品ひんをつくるクリエイター同どう士しの絆きずな。

　クリエイターとファンとの絆きずなや、好すきなものを語かたり合あうファン同どう士しの絆きずな。

　ふつうに暮くらしていたら知しり合あえなかった、人ひとと人ひととの、奇き跡せきみたいなつながり……。

（わたしたちにだって、きっと結むすべる。四人にんの間あいだに……大たい切せつな〝絆きずな〟を！）

　天てんをつかもうと広ひろげられたソラの手てのひらに、自じ分ぶんの手てを重かさねる。

　頭あたまの中なかに流ながれだすのは、わたしたち四人にんを引ひき合あわせてくれた曲きょく──『メロンソーダ』のメロディー。

　目めを閉とじると、お腹なかの底そこから、じりじり焼やけつくような熱あつい感かん情じょうがあふれてくる。

　この想おもいを伝つたえたい。

　……ううん、ぜったいに伝つたえてみせる。

　アオイさんの心こころに、わたしの……わたしたちの想おもいを！




　あとから到とう着ちゃくしたふたりといっしょに、わたしたちは「メッセージムービー」を撮さつ影えいした。

　ソラの絵えの前まえで、ひとりひとり、携けい帯たいのカメラに向むかってアオイさんへのメッセージを話はなす。

　コウスケ先せん輩ぱいと、りーちゃんのメッセージが撮とり終おわり。

　最さい後ごは、わたしの番ばん。

　不ふ思し議ぎと、心こころは落おちついていた。

　カメラの前まえに立たって、レンズを見みつめる。

　その向むこうで待まっているアオイさんの目めを、まっすぐに見みて。

　わたしは、すうっと息いきを吸すった。

「アオイさんが背せ負おっているもの、わたしたちにも分わけてください。つらいことは四分ぶんの一にして、うれしいことは四倍ばいにして……そして、いつか一〇〇万まん回かい再さい生せいの夢ゆめを、この四人にんで叶かなえましょう！」

　アオイさんだって、不ふ安あんになっていい。

　そのときは、わたしたちがしっかりしてればいいんだ。

　同おなじ目め線せんで支ささえ合あって、応おう援えんし合あって、高たかめ合あって。

　これからも、四人にんでいっしょに走はしりつづける！




「──大だい丈じょう夫ぶ、わたしたちがついてます！」




　ありったけの想おもいをこめて。

　その動どう画がを、アオイさんへ送そう信しんした。
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10　最さい強きょうの歌うた姫ひめ






　一いっ分ぷん一いち秒びょうが、とても長ながく感かんじた。

　お絵えかきボードの前まえに立たったまま、ひたすら、アオイさんからのメッセージを待まつ。

　アオイさんが……わたしたちのもとに、戻もどってきてくれることを信しんじて。

（お願ねがい……！）

　祈いのるように、ギュウッと携けい帯たいをにぎりしめた──そのときだった。

　ピロリーン♪

　携けい帯たいのお知しらせ音おんが鳴なって、ビクッと肩かたがはねる。

「アオイさん!?」

　すぐさま画が面めんを見みるけど、ソライロのグループトークには、なにも届とどいていない。

（ちがった……）

　ガッカリしながら、フゥと息いきをついて顔かおを上あげる。すると、コウスケ先せん輩ぱいが、目めをまんまるにして画が面めんに釘くぎ付づけになっていた。

「コウちゃん？　なにかあったんですか？」

　りーちゃんが聞きくと、コウスケ先せん輩ぱいは、顔かおをこわばらせたまま、ぷるぷる震ふるえる手てで画が面めんを見みせてくれた。





ＳＹＵシュウ『キミたちに会あわせたい人ひとがいるんだ。今いまから楽がく屋やにおいでよ』






　目めにとびこんできたメッセージに、思おもわず「えぇっ!?」と声こえをあげる。

「な、なんでシュウさんからメッセージが!?」

「そんなん、オレが聞ききてーよ！」

「あ！　そういえばコウちゃん、さっきシュウさんに、名めい刺しを渡わたしていましたよね！」

「あぁ！　そ、そうだったな！　……つーか、楽がく屋やってマジかよ！　芸げい能のう人じんの楽がく屋やって、そんな簡かん単たんに入はいれるモンなのか!?」

　三人にんそろってアタフタしていたら、新あらたなメッセージが届とどく。





ＳＹＵシュウ『ライブ会かい場じょうの裏うら手てで待まってるよ』






　いったい、シュウさんは、なにを考かんがえているんだろう？

　目もく的てきはやっぱり……さっきの話はなしのつづき？

「大だい丈じょう夫ぶだ。会あって、プロデュースの話はなしはキッチリ断ことわろうぜ」

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしとりーちゃんは、こくりとうなずいた。




　三人にんでライブ会かい場じょうの裏うら手てへ行いくと、シュウさんがひとりで立たっていた。

「やあ」と、笑え顔がおでむかえてくれる、そのやさしい雰ふん囲い気きに、頭あたまが混こん乱らんしてしまう。

　こっちはすごく緊きん張ちょうして会あいに来きたのに、シュウさんは相あい変かわらずひょうひょうとして、とらえどころがない。

「ライブ終おわりでバタバタしてるから、スタッフさんの邪じゃ魔まにならないように気きをつけてね」

　言いいながら、「関かん係けい者しゃ以い外がい立たち入いり禁きん止し」と書かかれた扉とびらを開あけるシュウさん。わたしたちは硬かたい表ひょう情じょうのまま、そのあとにつづく。

　廊ろう下かでは、スタッフの人ひとたちが忙いそがしそうに行いき来きしていた。

　大おおきな機き材ざいをかかえている人ひとや、電でん話わをしながら走はしる人ひと。

　すれちがいざまに、シュウさんとあいさつをかわすことはあっても、わたしたちの存そん在ざいを気きにする人ひとは、ひとりもいない。

（ライブ会かい場じょうの舞ぶ台たい裏うらって、こんな感かんじなんだ……）

　はじめてのぞく未み知ちの世せ界かいにドキドキしながら歩あるいていると、シュウさんは、壁かべ沿ぞいにならぶ扉とびらの前まえで足あしを止とめた。

　コン、コン、コン。三回かい、扉とびらをノックする。

「はーい！」

　中なかから聞きこえた声こえに、みんなハッとした表ひょう情じょうになる。

（今いまの声こえって、もしかして……！）

　扉とびらを開あけて、「どうぞ」と中なかへうながすシュウさん。

　鼓こ動どうが、一いっ気きにスピードを上あげる。

　ドキ、ドキ、ドキ……。

　ひとつ、大おおきく息いきを吸すいこむと。

　わたしはキュッと唇くちびるを結むすんで、ついに、部へ屋やの中なかへ足あしを踏ふみ入いれた。




　──その人ひとを目めにした瞬しゅん間かん、呼こ吸きゅうを忘わすれてしまった。

　キラキラと光ひかるスパンコールの衣い装しょうをまとった、透すきとおるような白しろい肌はだ。

　スッと通とおった鼻はな筋すじに、意い志しの強つよさを感かんじる大おおきな瞳ひとみ。

　……見みまちがえるはずもない。

　画が面めん越ごしに何なん度ども見みてきた、＆アンドＳエスの歌うたい手て──あのＳＡＴＳＵＫＩサツキさんが、目めの前まえにいる！

　呼こ吸きゅうどころか、体からだごとカチコチに固かたまって動うごかなくなる。

　ダメだ！　とてもじゃないけど、気き軽がるには近ちか寄よれないよ！　……と思おもった、そのとき。

「キャー、かわいいっ！」

「へっ!?」

　とつぜんふさがった視し界かいに、なにが起おきたのか、しばらくわからなかった。

　まばゆいほどの美び少しょう女じょが、すごいスピードで突とっ進しんしてきて。

　そのまま、ガバッと抱だきしめられたような…………？

　ううん、本ほん当とうに抱だきしめられてるよ！

「えーっ、ソライロの子こって、こんなちっちゃいんだ！　みんな小しょう学がく生せい？」

「あ、あ、あの……っ!?」

「わっ、いっけない！　私わたし、まだ着き替がえてないじゃん！　汗あせ臭くさかったよね？　ごめんごめん！」

　えへへと恥はずかしそうに笑わらいながら、サツキさんは、混こん乱らんするわたしたち三人にんを解かい放ほうしてくれた。

　色しき素その薄うすいサラサラした髪かみからただよう、お花はなのような甘あまい香かおり。

　いつもなら「オレはちっちゃくねぇ！　中ちゅう学がく生せいだ！」なんて怒おこりだすコウスケ先せん輩ぱいも、礼れい儀ぎ正ただしいりーちゃんでさえ、ただ顔かおを赤あかくして、ぼーっとつっ立たっている。

「はじめまして、ソライロのみなさん！　＆アンドＳエスのサツキです！」
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　サツキさんは、よく通とおるハキハキした声こえで自じ己こ紹しょう介かいをした。

　その華はなやかな笑え顔がおからは、やっぱり、キラキラ輝かがやくオーラが放はなたれている。

（すごい……動どう画がで見みるより、ずっとずっと、キレイ！）

　あまりの美うつくしさに言こと葉ばを失うしなうって、こういうことを言いうんだ……。

「急きゅうに呼よび出だしたりしてごめんね。連つれてきてほしいって、私わたしがシュウに頼たのんだの！　恋こいうた動どう画がコンテストで受じゅ賞しょうした動どう画がをチェックしてたとき、ソライロのことを知しって、ビビッときてね！　うんうんっ！　やっぱり、思おもったとおりだった！」

　ライブ後あとだからなのか、サツキさんはかなりテンション高たかめ。

　ひとりでどんどんしゃべるものだから、口くちを挟はさむ余よ裕ゆうもなく、あっけにとられてしまう。

「あの……思おもったとおり、とは？」

　りーちゃんがおずおずと聞きくと、サツキさんは、笑え顔がおでぱちりとウインク。

「へへ、今いまはナイショ！　それより、ソライロの動どう画が、すーんごくステキね！　みんなは、なにを担たん当とうしてるの？」

　サツキさんは、わたしたちひとりひとりに、気きさくに声こえをかけてくれた。

　ちっとも気き取どらず、笑え顔がおを絶たやさないサツキさんと話はなしていると、こっちも自し然ぜんと笑え顔がおになって。いつのまにか、わたしたちの緊きん張ちょうはすっかり解とけていた。

「そっか～！　やっぱり私わたしは、『メロンソーダ』が一いち番ばん好すきかなぁ！　あの曲きょくって……」

「──そろそろ、答こたえを聞きかせてくれる？」

　話はなしをさえぎったシュウさんの声こえで、ふっと空くう気きが変かわった。

　サツキさんだけが、不ふ思し議ぎそうに首くびをかしげる。

「答こたえって、なんの話はなし？」

「……あ、オレらシュウさんに言いわれたんです。ソライロはアオイさん以い外がいの人ひとの曲きょくにした方ほうが、今いまより人にん気きがでる。自じ分ぶんがプロデュースしてもいいって」

　コウスケ先せん輩ぱいが答こたえると、サツキさんはムッと眉まゆ根ねにしわをよせた。

「ちょっと、話はなしがちがうじゃない。私わたし、『ソライロの子こに会あってみたいから連つれてきて』ってお願ねがいしただけだよ？」

「だからこのとおり連つれてきたでしょ。僕ぼくがアオイの曲きょくをみとめていないのは、また別べつの話はなしだ」

「えーっ！　それ、ただのへりくつじゃんっ！」

　口くちをとがらせて抗こう議ぎするサツキさん。

　シュウさんは涼すずしい顔かおで、その視し線せんを受うけ流ながす。

「僕ぼくは、この子こたちが夢ゆめを叶かなえる手て助だすけをしたいだけだよ。アオイの自じ己こ満まん足ぞくに付つき合あわされて、未み来らいある才さい能のうが潰つぶされるのは、見みていられないからね」

　言いいながら、シュウさんはしずかに、わたしたちの正しょう面めんへやってきて。

　スッと、片かた手てをさしだした。

「僕ぼくが、キミたちを、第だい二の＆アンドＳエスにしてあげる」

　親しん切せつそうな笑え顔がおの下したから、なにか、すさまじい威い圧あつ感かんのようなものを感かんじる。

　ドクン、ドクン……

　重おも苦くるしい空くう気きに、速はやまる鼓こ動どう。

　石いしになったように固かたまるわたしたちを見み下おろしながら、シュウさんは言こと葉ばをつづけた。

「キミたちだって、さっきのステージへのコメントを見みてわかったはずだよ。ソライロにとって、アオイはお荷に物もつなんだ」

　ドクンッ

　そのひとことに、心しん臓ぞうが強つよく脈みゃく打うつ。

「一〇〇万まん回かい再さい生せいが夢ゆめなんだよね？　夢ゆめを叶かなえるためには、大たい切せつなものを切きり捨すてなければ……」

「──イヤです！」

　さけんだ瞬しゅん間かん、声こえが震ふるえた。

　シュウさんはおどろいたように、わたしに視し線せんを向むける。

　年とし上うえで、実じつ力りょくのあるシュウさんに正しょう面めんから言いい返かえすのは、すごく怖こわいけど……わたしは、ぐっとあごを上あげてその目めを見み返かえした。

「シュウさんが言いう『夢ゆめを叶かなえるために大たい切せつなものを切きり捨すてる』ことは……わたしたちにとっては、『夢ゆめから逃にげること』と同おなじなんです」

「逃にげる……？」

　シュウさんの口くち元もとから、笑えみが消きえた。

　胃いのあたりがキュッと痛いたむ。

　にぎった手てのひらには、べったりとはりつくように汗あせがにじんでる。

　でも──ここで、引ひき下さがるわけにはいかない！

「わ、わたしの夢ゆめは……ソライロの四人にんでつくった動どう画がが、一〇〇万まん人にんの心こころに届とどくことです！　アオイさんを含ふくめた、今いまの四人にん！　そこだけはゆずれませんっ！」

　いっぺんに言いって、フーッと息いきを吐はく。

　＆アンドＳエスのことは好すきだけど。だからってわたしたちは、＆アンドＳエスになりたいわけじゃない。

　有ゆう名めいになりたいわけでも、ただ、再さい生せい回かい数すうが増ふえればいいわけでもない。

　わたしたちの「大だい好すき」を──四人にんで動どう画がをつくる楽たのしさや感かん動どうを、動どう画がをとおして、たくさんの人ひとに伝つたえたいんだ。

　だから、この四人にんで……今いまのソライロでなくちゃ、意い味みがない！

「……まったく、考かんがえが甘あますぎるね」

　シュウさんが、苛いら立だたしげにため息いきをつく。

「ユーザーたちは、自じ由ゆうに『見みる動どう画がを選えらぶ』。恋こいうた動どう画がコンテスト１位いのカラクリＱだって、再さい生せい回かい数すうがやっと四〇万まん回かいを超こえたくらいだよ？　キミたちが一〇〇万まん回かい再さい生せいされるためには、ライバルたちから視し聴ちょう者しゃを奪うばいとる勢いきおいと、魅み力りょくが必ひつ要ようだ。もちろん、彼かれらと同おなじことをやったって勝かてっこない。じゃあ、勝かつための戦せん略りゃくは？　なにか考かんがえているの？」

　矢や継つぎ早ばやに言いわれて、ぐっと息いきがつまる。

　たじろぐわたしに鋭するどい視し線せんを向むけながら、シュウさんは、ニヤリと口くちの端はしを持もち上あげた。

「もっともシンプルな方ほう法ほうを教おしえてあげようか。一いち番ばんになりたいなら、今いまのトップを倒たおせばいい。……そう、僕ぼくたち＆アンドＳエスを倒たおせば、キミたちはかならず一〇〇万まん回かい再さい生せいを達たっ成せいできる」

　その言こと葉ばに、思おもわず、自じ分ぶんの耳みみを疑うたがった。

　倒たおす？　……＆アンドＳエスを？　あまりにも現げん実じつ離ばなれした話はなしで、なかなか頭あたまが追おいつかない。

「もちろん、簡かん単たんに倒たおされる気きはないよ？　僕ぼくの頭あたまの中なかにはあらゆる戦せん略りゃくが入はいってるし、今いままで、それなりの修しゅ羅ら場ばもくぐってきた。再さい生せい回かい数すうたった数すう千せんの、弱じゃく小しょうサークルを潰つぶすくらい──」

　とつぜん、シュウさんがコウスケ先せん輩ぱいに向むかって、ぬっと手てを伸のばした。

　一いっ瞬しゅんの出で来き事ごとに、ピリッと緊きん張ちょうが走はしる。

　とっさに首くびを引ひっこめるコウスケ先せん輩ぱい。シュウさんは、ゆがんだ笑えみを浮うかべたまま──そっと、その肩かたに手てをふれた。

「……こうして、ホコリをはらう程てい度どの力ちからで、できちゃうかもね」

　スゥッと、コウスケ先せん輩ぱいの肩かたをすべる指ゆびに、底そこ知しれない不ぶ気き味みさを感かんじる。

　身みを縮ちぢめたままのコウスケ先せん輩ぱいと、カタカタと震ふるえるりーちゃん。

　そんなふたりを横よこ目めに、シュウさんはわたしの方ほうへ、ぐいと顔かおを寄よせた。

「──僕ぼくらを『倒たおす』覚かく悟ごが、キミにはあるの？」

　心しん臓ぞうを揺ゆさぶられるような低ひくい声こえに、ぞわっと背せ筋すじが凍こおる。

　怖こわくて、怖こわくて。背せ中なかを向むけて逃にげ出だしたくなるくらい怖こわいけど……歯はを食くいしばって、なんとかその場ばに踏ふみとどまる。

　シュウさんの言いうとおり、わたしの考かんがえは甘あまい。

　がんばって良いい動どう画がをつくっていれば、がんばった分ぶんだけファンは増ふえて。一〇〇万まん回かい再さい生せいの夢ゆめも、いつか叶かなうんだって思おもってたけど。

　今日きょう、いろんな絵え師しさんやクリエイターさんの作さく品ひんを間ま近ぢかに見みて、そんな簡かん単たんじゃないってことが、よくわかった。

　──これは、戦たたかいなんだ。

　あの中なかにまざれば、わたしたちの動どう画がは、たちまち埋うもれる。

　そこから少すこしぬけだすだけでも、今いまの何なん倍ばい、何なん十じゅう倍ばいも努ど力りょくしなきゃならないし、あこがれの人ひとたちを押おしのけていく覚かく悟ごや、逆ぎゃくに押おしのけられる覚かく悟ごも必ひつ要ようになる。本ほん当とうに……とてつもなく、大たい変へんな道みちのりだと思おもう。

　でも…………それでも。

　夢ゆめを叶かなえるために、戦たたかうことが必ひつ要ようなら──。

「倒たおします」

　口くちにして、ぐっと思おもいが強つよまる。

「ソライロは＆アンドＳエスを倒たおします！　これからはあこがれるだけじゃなくて……ライバルです！」
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　わたしの声こえに、シュウさんはじりっと後あとずさった。

「キミは──」

「待まって」

　シュウさんの声こえを、サツキさんがさえぎる。

　サツキさんは、なにかを確かく認にんするように、じっとわたしの目めを見みつめると。

　しばらくして、小ちいさく何なん度どかうなずいた。

「ソライロに宿しゅく題だいをだします！」

「宿しゅく題だい……？」

「そう、夏なつ休やすみの宿しゅく題だい！　私わたしたちの曲きょく……『Ｓｕｇａｒシュガー』の、アンサーソングをつくってみて！」

　サツキさんは、試ためすような笑えみを浮うかべる。

「ソライロは、まだ＆アンドＳエスと同おなじステージにはいない。だけど、ライバル宣せん言げんされたからには、その実じつ力りょくを見みてみたくなったの。アンサーソングという『縛しばり』がある中なかで、どれだけ自じ分ぶんたちのカラーを出だせるのか……動どう画がの出で来きがよければ、シュウも納なっ得とくすると思おもうし」

　そう言いって、横よこにいるシュウさんに視し線せんを送おくるサツキさん。

「ね。いいでしょ、シュウ？」

　にっこり笑わらうサツキさんを、シュウさんは、ふてくされたような目めで見みる。

　すごくなにか言いいたそうだけど、しばらくして、短みじかくため息いきをついた。

「……一週しゅう間かんで一万まん回かい再さい生せい」

　ボソリと、小ちいさな声こえ。

「一万まん回かい再さい生せいが、ワク動どうで『人にん気き動どう画が』と呼よばれる最さい低ていラインだ。達たっ成せいできなければ、僕ぼくの言こと葉ばが正ただしかったことの証しょう明めいになる……キミたちの負まけだよ」

　最さい後ごの方ほうは、かなり強つよい口く調ちょうだった。

　シュウさんは、フイと背せを向むけて楽がく屋やの奥おくにあるイスに座すわった。

　その背せ中なかへチラリと目めをやってから、サツキさんは、あらためてわたしたちの方ほうを向むく。

「それじゃ、たのしみにしてるね！」




　パタン

　通つう用よう口ぐちの扉とびらから外そとへ出でると、ガチガチに緊きん張ちょうしていた全ぜん身しんから、フッと力ちからが抜ぬけた。

　それと同どう時じに、今いまさっき起おきた出で来き事ごとが、早はや送おくりの動どう画がみたいに頭あたまの中なかで再さい生せいされる。

　＆アンドＳエスを倒たおす？

　一週しゅう間かんで一万まん回かい再さい生せい……？

　って、なにそれ！　なんなの、それ～～～～～っ！

「どどど、どうしようっ！」

　急きゅうに現げん実じつに引ひき戻もどされて、ワーッと頭あたまをぐしゃぐしゃにする。

　感かん情じょうが、ごちゃごちゃっと一いっ気きにあふれて、もうパニックだよ！

「み、みんな、ごめん！　プロデュースの話はなしを断ことわるだけのつもりだったのに、わたしが勝かっ手てなこと言いったせいで……」

「いっちーさん、かっこよかったです！　私わたし、シビレました！」

　謝あやまるわたしの言こと葉ばをさえぎって、りーちゃんが、笑え顔がおでギュッと手てをにぎってくれた。

「オレが言いいたかったこと、全ぜん部ぶいっちーが言いってくれたぜ！」

　コウスケ先せん輩ぱいも、笑え顔がおで親おや指ゆびを立たてる。

　意い外がいな反はん応のうに、キョトンとあっけにとられてしまう。

　ふたりとも、怒おこってるか、わたしみたいに、あわててるかと思おもったのに……。

「私わたし、シュウさんがとても怖こわくて……なにも言いえなくなってしまって、ごめんなさい。ですが、想おもいはいっちーさんと同おなじです！」

「オレも、もう腹はらはくくった。アンサーソング、やってやろうじゃん！」

　力ちから強づよいふたりの言こと葉ばに、乱みだれていた心こころが、少すこしずつ落おちつきをとりもどす。

　不ふ安あんはもちろんあるけど……＆アンドＳエスにソライロのことをみとめてもらうためには、がんばるしかない！




　こうして、わたしたちのワク動どうフェスは、幕まくを閉とじた。

　ママたちと冴さえ木きくんと合ごう流りゅうしたあと、みんなで電でん車しゃに乗のって。途と中ちゅうの駅えきで、りーちゃんたちとはお別わかれ。

　びっくりするくらい混こんでいた車しゃ内ないも、最も寄よりの駅えきに近ちかづくにつれて少すこしずつ空すいてきて。

　はじめに空あいた席せきには、ママが。

　一つ先さきの駅えきで空あいた二個こつづきの席せきには、わたしと冴さえ木きくんで座すわることができた。

　ガタン、ゴトン

　西にし日びがさしこむオレンジ色いろの車しゃ内ないに、時じ間かんの流ながれをあらためて感かんじる。

（あっというまの一いち日にちだったなぁ……）

　ちらりと冴さえ木きくんを見みると、行いきとちがって、ヘッドホンはしていなかった。

　どうしよう。今日きょうのこといろいろ話はなしたいけど、迷めい惑わくじゃないかな……？

「……ライブ、行いかなかったんだって？」

　わたしの視し線せんに気きづいたのか、冴さえ木きくんが先さきに話はなしかけてくれた。

　ぱあっとうれしくなって、すぐに返へん事じをする。

「うん。いろいろ大たい変へんなことがあって……でも、ライブは観みられなかったけど、アンエスの楽がく屋やに行いけたんだ。シュウさんが招しょう待たいしてくれたの」

　わたしは、冴さえ木きくんと別わかれたあとにあった出で来き事ごとを、ひとつずつ話はなした。

　アオイさんが、「ソライロをやめる」って言いったこと。

　あの＆アンドＳエスに、ライバル宣せん言げんなんかして、宿しゅく題だいまで出だされちゃったこと。

　この不ふ安あんな気き持もち、冴さえ木きくんに聞きいてもらえたら、少すこしは楽らくになるかなって思おもったんだけど……話はなしているうちに、また、不ふ安あんがふくらんでいく。

　だって……一週しゅう間かんで一万まん回かい再さい生せいだよ!?

　ワク動どうで一万まん回かい再さい生せいを超こえる動どう画がは、全ぜん体たいの五パーセントだけ。

　百本ぽんの動どう画がの、たった五本ほんなんて、あまりにも現げん実じつ味みのない数すう字じだし。

　なによりも、まだ、アオイさんからの返へん事じは、きてないし……。

「わたし、なんであんなこと言いっちゃったんだろう……一週しゅう間かんで一万まん回かい再さい生せいなんて、やっぱり、ムリかも……」

「──ムリじゃない」

　ずっとだまって聞きいてくれていた冴さえ木きくんが、とつぜん口くちをひらいた。

「冴さえ木きくん……？」

　おどろいてその顔かおを見みた瞬しゅん間かん、息いきをのむ。

　冴さえ木きくんは、まっすぐなまなざしで、わたしを見みつめていた。

「俺おれはソライロの動どう画がが好すきだ。ソライロにしかできないこと、ソライロにあって＆アンドＳエスにはないものは、ぜったいにある。四人にんなら……ソライロの四人にんでなら、きっとできるよ」

　その言こと葉ばが、ひとつひとつ、じんと胸むねにしみこんでくる。

「ソライロの、四人にんでなら……」

　口くちに出だしてくりかえすと、勇ゆう気きがわいてきて。わたしは一いち度ど、大おおきくうなずいた。

「うん！　四人にんなら、きっと……きっと、できるよね！」

　自じ分ぶんでも不ふ思し議ぎなくらい、自し然ぜんと笑え顔がおになれた。

　動どう画がのこと、＆アンドＳエスからの宿しゅく題だい、アオイさんからの返へん事じ。考かんがえなきゃいけないことは山やまほどあるけど……、今いまは不ふ安あんのかわりに、充じゅう実じつした気き持もちがあふれてくる。

　今日きょう、一いち日にち。みんなと、そして冴さえ木きくんといっしょに過すごせて、本ほん当とうによかった。

　いっぱい笑わらって、泣なきそうにもなって。

　なにより、とても大たい切せつなこと──アオイさんの苦くるしみに、気きづくことができた……。

「……すごいよな、秋あき吉よしは」

　ふっと、冴さえ木きくんが、さみしげに目めを細ほそめて言いった。

「えっ？」

　思おもいがけない言こと葉ばに、びっくりする。

　わたしが、すごい？　意い味みがよくわからなくて首くびをかしげる。

「俺おれさ……じつは、今日きょうの朝あさ、待まち合あわせの駅えきに行いくか、ギリギリまで迷まよってたんだ」

　ぽつりと、冴さえ木きくんが言いった。

「俺おれ、人ひとと行こう動どうするのとか、人ひと混ごみとか、ずっと苦にが手てで。お祭まつりみたいなものって、だれかにさそわれても避さけてきた。苦にが手てなこと、べつに無む理りしてやる必ひつ要ようないよなって。だから、少すこし前まえの俺おれだったら、本ほん当とうにドタキャンしてたかもしれない。……いや、そもそも、秋あき吉よしに声こえをかけることもしなかったか……」

　言いいながら、苦にが笑わらいを浮うかべてうつむく。

「秋あき吉よしはすごいよ。前まえは、頼たのまれたら断ことわれない、まわりに流ながされがちな子こだと思おもってたのに……ソライロの絵え師しになって、変かわった。いろんなことに全ぜん力りょくでぶつかって、ちゃんと、のりこえて……そういうの見みてたら、なんか、いいな、って。うらやましいなって思おもったんだ」

　冴さえ木きくんは、膝ひざの上うえでにぎった拳こぶしに、ギュッと力ちからをこめて。

　ゆっくり、とても大たい切せつそうに、言こと葉ばをつむぎ出だす。

「変かわりたい、俺おれも。秋あき吉よしみたいに」

　夕ゆう焼やけ色いろに染そまるその横よこ顔がおを、わたしは、不ふ思し議ぎな気き持もちで見みていた。

　そこにいるのは、ごくふつうの、同おない年どしの男おとこの子こで。

　でも……冴さえ木きくんを見みてそんな風ふうに思おもったのは、はじめてかもしれない。

　もしかすると、わたし、アオイさんだけじゃなくて、冴さえ木きくんにも、『クールでしっかり者もの』ってイメージを、勝かっ手てに押おしつけちゃってたかもしれないな……。

「……楽たのしかったね、ワク動どうフェス」

　わたしが言いうと、冴さえ木きくんは、「そうだね」と小ちいさな声こえで答こたえた。

「楽たのしかった。俺おれも、すごく」

[image: ]

　冴さえ木きくんが浮うかべた笑えみに、心こころが、ほわっとあたたかくなる。

　楽たのしかった。その気き持もちを共きょう有ゆうできて、すごく、うれしいな……。

　だんだん、うとうと、眠ねむくなってくる。

　全ぜん身しんをつつむ疲ひ労ろう感かんが、この心ここ地ちよい電でん車しゃの揺ゆれに、勝かてるはずもなく……。

「……ワク動どうフェスに行いこうと思おもった理り由ゆう、ホントは、もうひとつあるんだ」

　遠とおのく意い識しきの中なか。

　幻まぼろしのような声こえが、ふわふわ響ひびく。

「……小しょう学がっ校こう最さい後ごの夏なつ休やすみに、秋あき吉よしと──」

　そのすべてを聞きき終おえる前まえに、わたしは夢ゆめの世せ界かいへと旅たび立だった。








アオイ『返へん事じが遅おそくなってごめんね』






　アオイさんからメッセージが届とどいたのは、家いえに着ついて、すぐのことだった。

　わたしは玄げん関かんで靴くつを放ほうり出だすように脱ぬぎ捨すてて、自じ分ぶんの部へ屋やに駆かけこむ。

　両りょう手てで携けい帯たいをにぎりしめたまま、次つぎのメッセージがくるまで、緊きん張ちょうしながら待まっていると……。

　ピロリーン♪

　お知しらせ音おんは、間かん隔かくをあけて、三度ど鳴なった。





アオイ『メッセージ動どう画がありがとう。みんなの想おもい、受うけ取とったよ』

アオイ『みんなは僕ぼくをすごいと言いってくれるけど、僕ぼくは、みんながすごいんだって思おもってた。いつだって、助たすけられているのは僕ぼくの方ほうだ。それなのに、ひとりでかかえて、悩なやんで、逃にげ出だしてしまって……ごめん』

アオイ『もう二に度どと、ソライロをやめるなんて言いわない』






　最さい後ごの言こと葉ばを読よみ終おえると同どう時じに、へなへなとその場ばにへたりこんだ。

　ドアに背せ中なかをあずけて、はぁ～っと大おおきく息いきをつく。

　……よかった。本ほん当とうによかった！





いっちー『おかえりなさい、アオイさん！』






　返へん事じを送おくったとたん、目めの前まえがじわりとぼやける。

　信しんじてたけど。それでもやっぱり、不ふ安あんはあったから。

　ずっと我が慢まんしていた涙なみだが、ぽたぽた、次つぎから次つぎへと画が面めんの上うえへ落おちていく。

　拭ふかなきゃって思おもうのに……緊きん張ちょうの糸いとが切きれたのかな。体からだに力ちからが入はいらないや。





Ｒｉｉりー『また四人にんで心こころをひとつに、がんばりましょう！』

コウスケ『この勢いきおいで、打だ倒とう＆アンドＳエス！　めざせ一万まん回かい再さい生せいだぜ！』

Ｒｉｉりー『あ、コウちゃん！　私わたしたち、まだアオイさんに事じ情じょうを説せつ明めいしてないですよ！』

コウスケ『そうだっけ？』






　りーちゃんとコウスケ先せん輩ぱいのにぎやかなやりとりに、「ふふっ」ともれる笑えみ。

　いつもの、ソライロのグループトーク画が面めんだ！

　流ながれる涙なみだもそのままに、わたしはとりもどした宝たから物ものを、大だい事じに大だい事じに、抱だきしめた。











11　＆アンドＳエスからの宿しゅく題だい






　次つぎの日ひ。目めが覚さめたら、いつもと変かわらない真ま夏なつの朝あさだった。

　いつもどおりベッドを出でて、顔かおを洗あらって、朝あさご飯はんを食たべて。こうしてると、「もしかして、昨日きのうの出で来き事ごとは、すべて夢ゆめだったのかな？」なんて気き分ぶんになってくるけど……。

　携けい帯たいを開ひらくと、昨日きのうの夜よるにみんなとかわしたメッセージが、しっかりそのまま残のこっていた。





コウスケ『正しょう直じき、一週しゅう間かんで一万まん回かい再さい生せいって、相そう当とうヤバイよな』

Ｒｉｉりー『はい。ワク動どう全ぜん体たいでも、本ほん当とうにごく限かぎられた動どう画がしか達たっ成せいできないと思おもいます』

アオイ『今いままでのソライロの動どう画がでは、一か月げつで五千回かいが最さい高こうだから……厳きびしい数すう字じだね』






（うわぁぁ～～～！　やっぱり、夢ゆめなんかじゃないよね……）

　頭あたまをかかえて、テーブルにつっぷす。

　＆アンドＳエスから出だされた、「一週しゅう間かんで一万まん回かい再さい生せい」という宿しゅく題だい。

　不ふ安あんがってばかりいてもしょうがないけど、時じ間かんが経たって冷れい静せいになると、思おもっていた以い上じょうに厳きびしい現げん実じつと向むき合あわなきゃいけなくて……どうしても、気き持もちがあせる。

「一週しゅう間かんで一万まん回かい再さい生せい」なんて、本ほん当とうにできるのかな……？

　ピンポーン

　そのとき、リビングにインターホンの音おとが鳴なりひびいた。

「あ！」

　ごちゃごちゃ考かんがえるのは、そこでいったんストップ。

　わたしは、すぐに玄げん関かんへ走はしって、ドアを開あける。

「いらっしゃい、ユキちゃん！」

「よっ、一いち歌か！」

　ユキちゃんは、こんがり日ひ焼やけした顔かおに、ニカッと白しろい歯はを浮うかべた。

　今日きょうは、ユキちゃんといっしょに学がっ校こうの宿しゅく題だいをする約やく束そくをしてたんだ。

　夏なつ休やすみも、あっというまに折おり返かえし地ち点てん。

　やろう、やろうと思おもいながら後あと回まわしにしてきた宿しゅく題だいも、さすがに、そろそろ手てをつけないと。

　ママが用よう意いしてくれた麦むぎ茶ちゃを持もって、ふたりでわたしの部へ屋やへ移い動どうする。

「それで、ワク動どうフェスはどうだった？」

　ユキちゃんに言いわれて、あっと思おもい出だす。

「わたし、ユキちゃんにお土産みやげがあるんだ！」

　わたしは机つくえの上うえからポストカードを手てにとって、ユキちゃんにさしだした。

「これ、ナナカマド工こう房ぼうのブースで買かったの。手て紙がみも、ちゃんとマドノさんに渡わたせたよ！」

「わ～っ、すごい！　ありがとう、一いち歌か！　あたし、一いっ生しょう大たい切せつにするよ！」

　ポストカードを見みつめて、キラキラ目めを輝かがやかせるユキちゃん。

　とびきりの笑え顔がおに、わたしも自し然ぜんと元げん気きが出でてくる。

「ふたりとも、すごくやさしかったよ！　写しゃ真しん撮とらせてもらったから、あとで見みせるね」

　言いいながら座すわろうとしたら、急きゅうに、ユキちゃんがわたしの顔かおをじいっとのぞきこんだ。

「……あれ？　一いち歌か、なんか雰ふん囲い気き変かわった？」

「え、そうかな？」

　自じ分ぶんではちっともわからない。

　ユキちゃんは、しばらくまじまじとわたしの顔かおを見みて……ハッと目めを見み開ひらく。

「まさか、ワク動どうフェスで、冴さえ木きとなんかあったんじゃ……!?」

　ドキッ！

　おどろいて、とっさに返へん事じができなかった。

　ユキちゃんは見み開ひらいた目めを、さらにまんまるにする。

「……げ。図ず星ぼし？」

「あの、図ず星ぼしっていうか……」

「告こくられた!?　キスされたとか!?　やっぱりね！　冴さえ木きが急きゅうに一いち歌かとワク動どうフェスに行いきたがるなんて、アヤシイと思おもってたんだよ！」

「ちちち、ちがうちがうっ！　冴さえ木きくんとは、友ともだちになっただけ！」

　グイグイくるユキちゃんを、なんとか押おしかえす。

　冴さえ木きくんと、「友ともだち」かぁ……口くちにしてみたら、なんだか少すこしくすぐったい。

　男おとこの子この友ともだちは、よく考かんがえてみると、幼よう稚ち園えんのとき以い来らいになるのかな。

「えーっ、友ともだち？　つまんないなぁ！」

「わたしはうれしいからいいの！　ほら、はやく宿しゅく題だいはじめよう！」




　それから数すう時じ間かん、おしゃべりをしつつ宿しゅく題だいもして。

　お昼ひるご飯はんを食たべたあと、休きゅう憩けいに、動どう画がを見みようってことになった。

　ユキちゃんのリクエストは、ワク動どうフェスのステージ映えい像ぞう。

　昨日きのう、ワク動どうでライブ放ほう送そうされていた映えい像ぞうは、あとからも動どう画がで見みられるようになってるんだ。

　せっかくだから、ソライロの曲きょくも流ながれたＤＪライブのステージ映えい像ぞうを再さい生せいすることにした。

「あ、ソライロの曲きょく、この次つぎだよ！」

　＆アンドＳエスの曲きょくから、『メッセージ』に曲きょくが切きり替かわる。

　昨日きのう、生なまで見みていたステージ。胸むねの中なかに、あのときの興こう奮ふんと、せつなさがよみがえってくる。

「……ん？　これ、ちょっと変へんじゃない？」

　少すこしして、ユキちゃんが眉まゆをひそめて言いった。

「あぁ、うん。このライブでは、シュウさんがＤＪとして、その場ばで曲きょくをアレンジしてかけてたの。たしか、なんとかっていうテクニックで……」

「それは、前まえの曲きょくもそうだったじゃん。そういうことじゃなくて……」

　ユキちゃんはしかめっ面つらのまま、首くびを横よこにふる。

「このＤＪの人ひと……ソライロの曲きょくの良よさを、わざと削けずってる気きがするんだけど」

　思おもいがけない言こと葉ばだった。

　ぽかんと口くちがあくのと同どう時じに、胸むねが、ざわっと波なみ立だつ。

「ほら、アオイさんの曲きょくって、でしゃばるタイプの曲きょくじゃないじゃん。アレンジも、歌うた声ごえを引ひき立たてるように、メロディーはおさえていくみたいな。一いっ曲きょく通とおして聴きくと、そのバランスがすごく心ここ地ちいいんだけど……これ、そういう『曲きょくが目め立だたない部ぶ分ぶん』ばっかり抜ぬき出だしてない？」

　その指し摘てきに、ハッと息いきが止とまる。

　すぐに動どう画がを止とめて、もう一いち度ど、ソライロの曲きょくがかかるところから再さい生せいする。

「……ホントだ……！」

　会かい場じょうにいたときは気きづかなかったけど、あらためて聴きくと、たしかに違い和わ感かんがあった。

　ユキちゃんの言いうとおり、これだと、アオイさんの曲きょくの良よさが減へってしまう。

（そうか……あのとき曲きょくへのコメントが少すくなかったのは、それが原げん因いんだったんだ！）

　急いそいでソライロの動どう画がページを表ひょう示じさせると、ＤＪライブの効こう果かもあってか、再さい生せい回かい数すうもコメント数すうも、少すこし伸のびていた。

　ワク動どうフェスの後あとにきた、新あたらしいコメントを確かく認にんすると……。





『ワク動どうフェスのＤＪライブで興きょう味み持もって見みに来きた！　曲きょくすごくいいじゃん』

『昨日きのうは歌か詞しがぶつ切ぎりでわからなかったけど、ちゃんとストーリーになってたんだ！』






　ぱあっと、目めの前まえが明あかるくなっていく。

　やっぱりそうだ！　アオイさんの曲きょくは、ちゃんと〝届とどく〟曲きょくなんだ！

「ありがとうユキちゃん！」

　心こころの底そこからうれしくなって、ユキちゃんに抱だきついた。

　ギュゥ～ッと抱だきしめたあと、すぐに携けい帯たいを手てに取とって、夢む中ちゅうでメッセージをつくる。

　このことを、はやくアオイさんに、ソライロのみんなに伝つたえなきゃ！




　夕ゆう方がたになってユキちゃんが帰かえったあと、さらにうれしいことが待まっていた。





アオイ『宿しゅく題だい用ようにつくった新しん曲きょくのサンプルを送おくるから、聴きいてみてくれる？』






　アオイさんからのメッセージに、わっととびあがる。

（ア、アオイさんの新しん曲きょく、もうできたの!?）

　昨日きのうの今日きょうで、もう新しん曲きょくをつくっちゃうなんて、やっぱりすごい……！

　はやる気き持もちをおさえきれず、バタバタと大おお急いそぎで再さい生せいの準じゅん備びをする。

　イヤホンを接せつ続ぞくして、姿し勢せいを正ただして。

　すーはー、すーはー。息いきを整ととのえて……。

（……さぁ、来こいっ！）

　気き合あいを入いれて、再さい生せいボタンを押おす。





　バリバリ、ズドーンッ！






　全ぜん身しんを、シビレるような心ここ地ちよさが駆かけぬける。

　目めの前まえに浮うかんだのは、降ふるような満まん天てんの星ほしだった。

　アップテンポな明あかるいメロディーラインに、ぴょんぴょん跳はねるようなタンバリンの音おと。

　そして、軽かろやかなリズムに乗のっかるストレートな歌か詞し。

　そのすべてが、わたしの心こころを、上うえへ上うえへと引ひっぱり上あげていく。

（すごい……！　すごい、すごい、すごいっ！）

　ギューッとかかえた膝ひざに顔かおを埋うずめて、そのまま、足あしをジタバタさせる。

　はぁ～、やっぱり、そうだ。そうなんだ。

　アオイさん以い外がい、考かんがえられない！

　やっぱりわたしは、アオイさんの曲きょくが大だい好すきだ！





いっちー『すごいです！　最さい高こうです！』






　わきあがる興こう奮ふんを、そのままメッセージにして送おくる。

　そして今こん度どは、「早はやくイラストを描かきたい！」って気き持もちがおさえられなくなる。

　ドキドキしながら鉛えん筆ぴつを手てに取とったとき、「ピロリーン♪」と、お知しらせ音おんが鳴なった。





アオイ『みんなが送おくってくれたメッセージムービーを見みて、イメージが浮うかんだんだ。心こころが強つよく揺ゆさぶられたときに、頭あたまの中なかに鳴なりだす音おん楽がくを、そのまま曲きょくにする……僕ぼくは、そういう曲きょくのつくり方かたしかできないけど。計けい算さんしてないぶん、「熱ねつ」は、めちゃくちゃこめたよ』






　どきりと心こころがはずむ。

　あの動どう画がが、この最さい高こうな曲きょくが生うまれるキッカケになれたなんて、うれしすぎるよ！

　それに……今いまのアオイさんの言こと葉ばからは、気き持もちが、すごくストレートに伝つたわってくるんだ。

　きっと、わたしたちの間あいだにあった「壁かべ」がなくなったからだって、実じっ感かんできて。

　アオイさんのこと、前まえよりずっと、近ちかくに感かんじられて……それが、すごくうれしい！

　夢ゆめ心ごこ地ちでグループトークの画が面めんをながめていたら、つづけて、メッセージが追つい加かされた。





アオイ『みんながいなかったら、この曲きょくはできなかった。だから、この曲きょくのタイトルは、みんなに決きめてほしいと思おもうんだけど、どうかな？』

コウスケ『それならオレ、いっちーに任まかせたい！』

Ｒｉｉりー『私わたしも同どう意い見けんです！　メッセージムービーは、いっちーさんの発はつ案あんでしたし』






　みんなの言こと葉ばに、目めをぱちくり。

　わたしが……、この曲きょくのタイトルを!?





いっちー『本ほん当とうに、わたしが決きめていいの？』

Ｒｉｉりー『もちろんです！』

コウスケ『頼たのんだぜ、いっちー！』






　うれしさとプレッシャーに、ぶるっと身み震ぶるいする。

　これは、＆アンドＳエスからの宿しゅく題だいである「一週しゅう間かんで一万まん回かい再さい生せい」をめざすための曲きょく。

　そんな大だい事じな曲きょくにつけるタイトル。ぜったいに失しっ敗ぱいはできないし、責せき任にん重じゅう大だいだよね……。





アオイ『難むずかしく考かんがえなくても大だい丈じょう夫ぶ。この曲きょくを聴きいて、さいしょに浮うかんだ言こと葉ばを教おしえてほしい』






（さいしょに浮うかんだ言こと葉ば……？）

　それなら考かんがえるまでもなく、答こたえは出でているような気きがした。

　恋こいをする男おとこの子この胸むねの高たか鳴なりと、あふれる想おもいが詰つまった曲きょく。

　歌か詞しの中なかに、そのフレーズは一いち度ども出でてこないけど、この曲きょくのすべては、そのひとことで言いい表あらわせる。

　とてもシンプルな、たったひとつの感かん情じょう。




「……好すき」




　口くちに出だした瞬しゅん間かん、胸むねの中なかにぱあっと花はなが咲さき乱みだれた。

　色いろとりどりの美うつくしい花はなびらがとめどなくあふれて、体からだ中じゅうを、幸しあわせで満みたしてくれる。

　好すき。

　大だい好すき。とっても好すき。すごく好すき。超ちょう超ちょう超ちょう……！

　そうだ、この曲きょくのタイトルは──、





いっちー『とんでもなく、あなたが好すきです。』
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　返へん事じは、すぐに送おくられてきた。





アオイ『いいタイトルをありがとう』






　泣なきだしたくなるほどの熱あつい感かん情じょうが胸むねにこみあげて、思おもわず口くちをおさえた。

　──アオイの曲きょくは自じ己こ中ちゅう心しん的てきで、人にん気きが出でるための計けい算さんをまったくしていない。

　あのときのシュウさんの言こと葉ばは、たしかに正ただしいのかもしれない。

　でも、アオイさんの曲きょくだけが、わたしの……わたしたちの心こころを揺ゆさぶる。

　それだって、まぎれもない真しん実じつなんだ！

　アオイさんの想おもいは、わたしの心こころに、ちゃんと届とどいた。

　そして……この曲きょくにこめられた、ありったけの「好すき」って気き持もちは、きっと、想そう像ぞうもできないくらいたくさんの人ひとの心こころにだって、〝届とどく〟はず！

　……なんて、しみじみ感かん動どうしてたら。





Ｒｉｉりー『いっちーさんのメッセージだけ読よむと、なんだか告こく白はくの言こと葉ばみたいですね』

コウスケ『たしかに！　いっちーがアオイさんに告こくってるみてーだ！』






「えぇっ!?」

　ドッキーン！　と心しん臓ぞうがとびあがる。

　冗じょう談だんってわかってても、つい動どう揺ようしちゃって、全ぜん身しんが、かあっと熱あつくなっていく。

（わ、わたしはアオイさんにあこがれてるだけ！　告こく白はくなんて、そんな、とても……！）

　アタフタしながら、『ただのタイトルです！』って送おくろうとしたら……。





アオイ『気き持もちはたしかに受うけ取とったよ』






　……って！　アオイさんまで乗のっからなくても～っ！

　はずかしくなって顔かおを覆おおうけど、その下したで、口くち元もとは勝かっ手てにゆるんでしまう。

　はぁ～、幸しあわせ！

　なんだかもう、完かん全ぜんに浮うかれてるなぁ、わたし。





コウスケ『けど……この曲きょくって、どのへんがＳｕｇａｒシュガーのアンサーソングなんですか？』






　ふと、コウスケ先せん輩ぱいが言いう。





コウスケ『この曲きょくの主しゅ人じん公こうの男だん子し、Ｓｕｇａｒシュガーの一番ばんに出でてくる彼かれ氏しとは、雰ふん囲い気きちがう気きがするんだよなぁ』






　う～んと、腕うで組ぐみをして考かんがえこむ。

　そもそも「アンサーソング」っていうのは、映えい画がのシリーズものみたいなイメージで。

　ある曲きょくの続ぞく編へんだったり、主しゅ人じん公こうを変かえた別べつ視し点てんの物もの語がたりだったり。別べつの作さく品ひんでありながら、もとの曲きょくとのつながりを持もたせた曲きょくのことをいうんだ。

　でも……たしかにコウスケ先せん輩ぱいの言いうように、この曲きょくの主しゅ人じん公こうは、『Ｓｕｇａｒシュガー』に出でてきた彼かれ氏しとは、別べつの人ひと……？





Ｒｉｉりー『……もしかして、ですが。Ｓｕｇａｒシュガーに出でてくる〝三人にん目めの登とう場じょう人じん物ぶつ〟でしょうか？』






　りーちゃんの言こと葉ばに、「あ！」と思おもい出だす。

　前まえにりーちゃんから聞きいた、『Ｓｕｇａｒシュガー』の歌か詞しのウワサ。

　恋こい人びと同どう士しが「好すき」って伝つたえ合あう内ない容ようなんだけど、最さい後ごのサビで、彼かの女じょの方ほうが、「彼かれ氏しじゃないだれかとの過か去こ」を思おもい出だしているかのような仕し掛かけがしてあるんだ。





アオイ『そう。この曲きょくの主しゅ人じん公こうは、どこか遠とおくにいる三人にん目めの登とう場じょう人じん物ぶつ。彼かれは、新あたらしい環かん境きょうで大たい切せつな人ひとと出で会あい、未み来らいに向むかって生いきている。それが……Ｓｕｇａｒシュガーへの〝アンサー〟だ』






　アオイさんのメッセージを見みて、もう一いち度ど、はじめから曲きょくを聴きいてみた。

　一回かい目めに聴きいたとき感かんじたのは、まっすぐすぎるくらい、まっすぐな想おもいだけ。

　でも……その裏うらに『Ｓｕｇａｒシュガー』の女おんなの子ことの過か去こがあるんだと思おもうと、主しゅ人じん公こうの男おとこの子この想おもいが、また新あたらしい深ふかみを持もって立たち上あがってくる。

　これは……ただの、ラブソングじゃない。

　運うん命めいの人ひとと出で会あった男おとこの子こは、その幸しあわせを大たい切せつに生いきることで、『Ｓｕｇａｒシュガー』の女おんなの子こにエールを送おくってるんだ。

「今いま、目めの前まえにいる人ひとを大たい切せつにしてほしい」って……。

　──頭あたまの中なかに、とめどなくイメージがあふれてくる。

　主しゅ人じん公こうの名な前まえは……ヒロ。

　ヒロは美うつくしい夏なつの星ほし空ぞらを見み上あげて、願ねがいをこめる。

　となりにいる「キミ」と、ずっといっしょにいられますように。

　そして、遠とおい空そらの下したにいる「君きみ」が、だれかのとなりで、この星ほし空ぞらを見みていますように……。





アオイ『さぁ、新しん曲きょく制せい作さくスタートだ！』






　アオイさんのメッセージに「はい！」と返へん事じをすると、わたしは机つくえの上うえに真まっ白しろな紙かみを広ひろげて、夢む中ちゅうで鉛えん筆ぴつを走はしらせた。











12　ソライロの戦せん略りゃく






　それから一週しゅう間かん後ご。

『とんでもなく、あなたが好すきです。』略りゃくして『とん好すき。』の動どう画が制せい作さくも、いよいよ詰つめの作さ業ぎょうに突とつ入にゅう！

　今日きょうは仕し上あげの相そう談だんもかねて、りーちゃんの家いえでミーティングがひらかれていた。





アオイ『今こん回かいの動どう画がについて、ひとつ提てい案あんがあるんだ』






　テレビ画が面めんに表ひょう示じされたアオイさんのメッセージを、みんなで見みつめる。

　りーちゃんの家いえでのミーティングのときは、いつもこのスタイル。

　わたしたちの会かい話わは、ウェブカメラを通とおしてアオイさんにつながってるから、わざわざ携けい帯たいを操そう作さしなくても、アオイさんとやりとりができるんだ。





アオイ『＆アンドＳエスのプロデューサーが言いっていた言こと葉ばは、ある意い味みかなり正ただしい。いい動どう画がだからって、再さい生せい回かい数すうが伸のびるわけじゃない。だから、僕ぼくたちも、できる限かぎりの「戦せん略りゃく」を立たてよう』






　戦せん略りゃくという言こと葉ばの意い図とがよくわからなくて、わたしは首くびをひねった。

『とん好すき。』の動どう画がはほとんど完かん成せいしてる。そこに今いまから、なにか手てを加くわえるってこと……？

　考かんがえこんでいたら、りーちゃんが「賛さん成せいです！」と、熱ねつのこもった声こえをあげた。

「つまり、再さい生せい回かい数すうを伸のばすための戦せん略りゃくをはりめぐらせるということですよね！　ゲームでも、相あい手ての弱じゃく点てんや特とく性せいの情じょう報ほうをあつめるところから、すでに勝しょう負ぶははじまっています！」





アオイ『そう、戦せん略りゃくも勝しょう負ぶのうちだ。今いままではなにも考かんがえず、ただ動どう画がをつくって投とう稿こうしてきた。でも、たとえば投とう稿こうする時じ間かん帯たいにしたって、僕ぼくらが知しらないコツがあるかもしれない』






　なるほど！

　動どう画がをただ投とう稿こうするんじゃなく、「より多おおくの人ひとに再さい生せいしてもらえるように」工く夫ふうする。

　そういう部ぶ分ぶんの勉べん強きょうは、たしかに、今いままで一いち度どもしてこなかったよね。

「おっし！　オレ、今いまいちばん手てが空あいてるし、『戦せん略りゃく部ぶ門もん』の隊たい長ちょうになるぜ！　名なづけて『一万まん回かい再さい生せい大だい作さく戦せん』だっ！」

　はりきって携けい帯たいを手てにするコウスケ先せん輩ぱい。

　わたしも、イラストの仕し上あげをすべて終おえたあと、すぐにコウスケ先せん輩ぱいに合ごう流りゅうした。

　ふたりで分ぶん担たんして、ネットで情じょう報ほう収しゅう集しゅう。

　再さい生せい回かい数すうを増ふやすコツが書かかれたページを、片かたっ端ぱしからチェックする。

「サムネイルに全ぜん力りょくをそそぐべし！」とか、「トップページに掲けい載さいされるために投とう稿こうのタイミングを見み極きわめよう！」とか、試ためせそうなテクニックを見みつけては、ノートに書かき出だしていく。

　細こまかいことでも、積つみ重かさねれば差さはでてくるはず！

（……あ、これ面おも白しろそう！　『【レポ動どう画が】ワク動どう行いってきた！』……）

　再さい生せい回かい数すうを増ふやすコツ動どう画がを探さがしていたとき、気きになるタイトルの動どう画がを見みつけた。

　レポはレポートの略りゃく。この前まえのワク動どうフェスに参さん加かした人ひとが、会かい場じょうの様よう子すを映うつした映えい像ぞうを、動どう画がにまとめてるんだ。

　つい好こう奇き心しんに負まけて、再さい生せいボタンを押おしてみた。

（……わぁ、懐なつかしい～！）

　映えい像ぞうを見みると、あの日ひの思おもい出でがありありとよみがえる。

（あ～、こんなブースもあったっけ！　楽たのしかったなぁ……）

「いっちー、なんかいいのあったか？」

　ドッキ────ン！

　急きゅうにコウスケ先せん輩ぱいに声こえをかけられて、心しん臓ぞうがはねあがった。

「あ、あの！　これは、決けっしてサボってたわけではなくて……っ！」

　あわてて画が面めんを閉とじようとしたけど、時ときすでに遅おそし。

　その前まえに、コウスケ先せん輩ぱいに携けい帯たいをのぞきこまれちゃった。

「あ、あの、再さい生せい回かい数すうを増ふやすコツの動どう画がを探さがしてたら、つい気きになっちゃって……」

「おー、ワク動どうフェスのレポ動どう画がか！」

　コウスケ先せん輩ぱいは、べつに怒おこったりはしなかった。

　ひとまずホッとしつつ、心こころの中なかでしっかり反はん省せいする。

　今いまは、一万まん回かい再さい生せいを達たっ成せいするために戦せん略りゃくを、真しん剣けんに考かんがえなきゃいけないんだから！

「ごめんなさい。もう一いち度ど、ちゃんと探さがして……」

「これだよ、いっちー！」

「へっ？」

　とつぜん、コウスケ先せん輩ぱいが、わたしの肩かたをガシッとつかんだ。

「オレたちも『レポ動どう画が』をつくるんだ！　ワク動どうフェスの！」

　レポ動どう画がを、つくる……？

　ぽかーんとするわたしをよそに、コウスケ先せん輩ぱいは興こう奮ふんぎみに話はなしをつづける。

「ほら、オレら『ソライロ自じ由ゆう研けん究きゅう』のために、会かい場じょうの写しゃ真しんや動どう画がをいっぱい撮とっただろ？　今いまはそれどころじゃない状じょう況きょうになっちまったけど……レポ動どう画がの素そ材ざいにはピッタリじゃねーか!?」

　パソコンに向むかって作さ業ぎょうをしていたりーちゃんが、ガタリと席せきを立たつ。

「なるほど……レポ動どう画がの再さい生せい回かい数すうが伸のびやすい今いまこそ、チャンスですね！」

　え？　え？　レポ動どう画がをつくって……どうするの？

　ひとり置おいてけぼりになってオロオロしていたら、りーちゃんが、ピッとひとさし指ゆびを立たてて説せつ明めいしてくれた。

「作さく戦せんはこうです。まずレポ動どう画がをつくり、そのＢＧＭに『とん好すき。』を使つかう。ワク動どうフェスが終おわって間まもない今いまの時じ期きはレポ動どう画がが再さい生せいされやすいので、自し然ぜんと多おおくの人ひとに曲きょくを聴きいてもらえます！　その動どう画がの最さい後ごに、『とん好すき。』のページのリンクを貼はれば……？」

　はっ、そういうことか！

　やっと理り解かいできて、ポンと手てを打うつ。

　ようは、レポ動どう画がを見みた人ひとに、『とん好すき。』を宣せん伝でんしちゃおうってことだね！





アオイ『うん、いいアイディアだ！　レポ動どう画がなら、音おん楽がく動どう画がに興きょう味みがない人ひとも見みてくれる。たくさんの人ひとの耳みみにふれることができれば、それだけ、再さい生せい回かい数すうが増ふえるチャンスが広ひろがる！』






　みんなで目めを合あわせて、「よし！」とうなずく。

　進すすむべき方ほう向こうが見みえてきた！

「レポ動どう画がの人にん気きが高たかい期き間かんは、そう長ながくありません。『とん好すき。』とあわせて、急きゅうピッチで仕し上あげましょう！」

　すぐに携けい帯たいの写しゃ真しんフォルダを開ひらいて、ワク動どうフェスで撮とった写しゃ真しんや動どう画がを確かく認にんする。

　会かい場じょうの様よう子すや、いろんなステージ、ブース……。

「あ！　りーちゃんと撮とらせてもらった、コスプレイヤーさんの写しゃ真しんはどうかな？」

　すごく華はなやかでかわいいし、ワク動どうフェスのにぎやかな雰ふん囲い気きが伝つたわってくる。

　写しゃ真しんを見みせると、りーちゃんは残ざん念ねんそうに首くびを横よこにふった。

「いえ……この写しゃ真しんは使つかえませんね」

「えっ、なんで？」

「あのときは撮さつ影えい許きょ可かをいただいただけで、ネットに載のせる話はなしはしなかったので。無む断だんで掲けい載さいすると、肖しょう像ぞう権けんやプライバシー権けんの侵しん害がいになってしまいます」
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「そっか……」

　たしかに、勝かっ手てに自じ分ぶんの写しゃ真しんをネットに載のせられたら、だれだって嫌いやだよね。

　残ざん念ねんだけど、この写しゃ真しんは外はずして、っと……。

「写うつっている方かたと知しり合あいであれば、今いまから許きょ可かをもらう、ということもできるのですが……」

「知しり合あい……？」

　ピコーンと思おもいついて、すぐさま写しゃ真しんフォルダを、がーっとスクロール。

　もうひとつのコスプレイヤーさんの写しゃ真しんを、りーちゃんに見みせる。

「ナナさん！　ナナカマド工こう房ぼうのナナさん、ミカちゃんのコスプレしてたんだ！　ブースの紹しょう介かいもいっしょにできたらうれしいし……連れん絡らく先さきを交こう換かんしたから、聞きいてみるね！」




　みんなで持もち寄よった写しゃ真しんや動どう画がをひとつずつ確かく認にんしたあと、さっそく、レポ動どう画がづくりにとりかかった。

　まずは、写しゃ真しんと動どう画がのモザイク処しょ理り。

　写うつっている人ひとにネット掲けい載さいの許きょ可かを取とっていないものは、顔かおがわからないように加か工こうしないといけないんだ。

　この作さ業ぎょうは、りーちゃんにやり方かたを習ならって、コウスケ先せん輩ぱいとわたしですすめた。

　その間あいだ、りーちゃんとアオイさんには、『とん好すき。』の仕し上あげ作さ業ぎょうに集しゅう中ちゅうしてもらう。

「そういや、他ほかのレポ動どう画がは、投とう稿こう主ぬしさん本ほん人にんが顔かおを出だして感かん想そうを話はなしてるのが多おおいよなー」

　作さ業ぎょうをしながら、コウスケ先せん輩ぱいがつぶやいた。

「でも、オレら顔かお出だしはムリじゃん？　オレがナレーションで声こえ入いれてもいいけど、視し聴ちょう者しゃがオレの美び声せいに聴ききほれちまって、曲きょくの印いん象しょうが薄うすれるのは避さけたいし」

　大おおまじめに言いうコウスケ先せん輩ぱい。

　たしかにコウスケ先せん輩ぱいの言いうとおり、ソライロは「個こ人じん情じょう報ほう厳げん守しゅ」がルール。

　ネットに個こ人じん情じょう報ほうを載のせるのは、危き険けんやトラブルと隣となり合あわせだし、もちろん、顔かおを出だしての動どう画がはつくれない。

「そうなると、字じ幕まくで感かん想そうを表ひょう示じする形けい式しきとか？」

「ん～……ただの字じ幕まくってつまんなくねーか？　さっき見みたサイトにも、『ライバルの動どう画がに埋うもれないためには個こ性せいが大だい事じ！』って書かいてあったぞ。その投とう稿こう主ぬしの『顔かお』がしっかり固こ定ていされてこそ、ファンがつくんだってさ」

「う～ん……」

　眉み間けんにしわをよせながら、頭あたまを悩なやませる。

　投とう稿こう主ぬしの顔かお、ソライロの顔かお……。

「ソライロの、顔かお……？」

　頭あたまの中なかに、ふっと、〝ある人ひと〟の顔かおが浮うかんだ。

　その瞬しゅん間かん、雲くもの切きれ間まから光ひかりがさしこむように、目めの前まえが明あかるくなる。

「ソラたちだ……ソラたちこそ、ソライロの『顔かお』だよ！」

　今いままでのソライロの動どう画がに登とう場じょうした、キャラクターたち。

　みんな、わたしたちといっしょに走はしってきた、ソライロの大たい切せつな仲なか間まだ！

　わたしの言こと葉ばに、コウスケ先せん輩ぱいは目めを輝かがやかせてうなずいた。

「なるほどな！　ソラたちに吹ふき出だしをつけて感かん想そうをしゃべってるスタイルにすりゃあ、同おなじ字じ幕まくでも、ソライロの個こ性せいが出だせるってわけか！」

「そうです！　キャラを好すきになってもらえれば、他ほかの動どう画がを再さい生せいしてみようって思おもうキッカケになるかもしれないし！」

　わたしはレポ動どう画が用ように、ちびキャラのイラストを描かきはじめた。

『メロンソーダ』のソラ。

『ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー』の男おとこの子こ。

『メッセージ』のナツ。

　そして、『とん好すき。』の、ヒロ。

　──みんな、どうか力ちからを貸かして！
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　たくさんの想おもいをこめた二本ほんの動どう画がは、その日ひの夕ゆう方がたに完かん成せいした。

「やべー、世せい紀きの傑けっ作さくだろこれ……！」

　動どう画がの初はつ上じょう映えいが終おわるやいなや、コウスケ先せん輩ぱいがかすれた声こえでつぶやいた。

「私わたしも、そう思おもいます！」

「わたしも……本ほん当とうに、すごくいい動どう画がだよ！」

　口くち々ぐちに言いい合あって、だれからともなく手てを取とり合あう。





アオイ『過か去こ最さい高こうの出で来きだ！　……動どう画がが完かん成せいするたび、本ほん気きでそう思おもうよ』






　アオイさんの言こと葉ばで、みんなの笑え顔がおがはじけた。

　このところ、再さい生せい回かい数すうっていう数すう字じにとらわれて、一いっ喜き一いち憂ゆうしてばかりいたけど。

　やっぱり、ソライロのみんなと動どう画がをつくるのは、本ほん当とうに楽たのしくて。

　完かん成せいのよろこびを分わかち合あうこの瞬しゅん間かんが、最さいっ高こう～～～に幸しあわせ!!

「これが……ソライロにしかできないこと、だよね！」

　この動どう画がを見みれば、きっと、サツキさんもシュウさんも、わかってくれるよ。

　わたしたち四人にんは……最さい高こうのチームだってこと！











13　『Ｓｕｇａｒシュガー』への答こたえ






　動どう画がを公こう開かいしてから、あっというまに五いつ日かが過すぎた。

　レポ動どう画がの効こう果かもあって、『とん好すき。』の再さい生せい回かい数すうは、六千回かいを突とっ破ぱ！

　目もく標ひょうの一万まん回かい再さい生せいには、まだおよばないものの、今いままでの動どう画がよりグンと伸のびているし、「このままいけばギリギリ達たっ成せいできるかも！」って、みんなとも話はなしていたんだけど……。

　──タイムリミットまで残のこり二ふつ日かとなったその日ひ、事じ件けんは起おこった。





『＆アンドＳエス新しん曲きょく発はっ表ぴょう！　ワク動どうにて独どく占せん公こう開かいスタート！』






　ワク動どうは、たちまち、その話わ題だいでもちきりとなった。

　トップページに躍おどる、派は手でな宣せん伝でんの文も字じ。

　だれもが目めを引ひかれるデザインで、思おもわず再さい生せいしたくなるようなサムネイル。

　正しょう直じき……ソライロのものより、数すう段だんかっこいい。

　＆アンドＳエスの新しん曲きょく動どう画がは、当とう然ぜんのように、人にん気き動どう画がランキングのトップに立たって。

　さらには、ランキング上じょう位いのほとんどが、＆アンドＳエスの過か去この動どう画がや、歌うたい手てさんが＆アンドＳエスの曲きょくをカバーした「歌うたってみた動どう画が」で埋うめ尽つくされていく。





Ｒｉｉりー『「とん好すき。」を投とう稿こうしてから、一時じ間かんごとの統とう計けいをとっているのですが……アンエスの動どう画がが公こう開かいされて以い降こう、再さい生せい回かい数すうの伸のびが止とまりました』






　ソワソワと落おちつかない気き持もちがふくらんで、ギュッと唇くちびるをかむ。

　このタイミングでの新しん曲きょく発はっ表ぴょう。偶ぐう然ぜんなのか、それとも……。





コウスケ『シュウさんが、オレらを潰つぶすのは簡かん単たんだって言いってたのって……こういうことだったのかな。もともとは来らい週しゅうの公こう開かい予よ定ていだったのを、シュウさんがＳＮＳの「Ｔｕｔｔｕｉｔｅｒツッツイター」でサプライズ発はっ表ぴょうしたらしいし』






　コウスケ先せん輩ぱいのメッセージにも、くやしさがにじんでいた。

　アンエスの動どう画がは、公こう開かいからたった数すう時じ間かんで、五万まん回かい再さい生せいを突とっ破ぱ。

　その後ごもとどまることなく、むしろ勢いきおいを増まして、再さい生せい回かい数すうを伸のばしている。

　特とくにズルイ手てを使つかったわけでもなく、ただ普ふ通つうに、新しん曲きょくを発はっ表ぴょうしただけで……。

（……こんなに、レベルがちがうんだ）

　わかってはいたことだけど、あまりの差さに、がく然ぜんとする。

　こうしている間あいだも、ソライロの動どう画がは再さい生せいされず、みんな＆アンドＳエスの動どう画がに夢む中ちゅうになってる……。





アオイ『たしかに＆アンドＳエスはすごいけど、比くらべたって仕し方かたないよ。今いまは、僕ぼくたちの動どう画がを信しんじよう』






　アオイさんのメッセージをくりかえし読よんで、自じ分ぶんの心こころに言いい聞きかせるけど、どうしても、あせる気き持もちをおさえられない。

　もちろん信しんじたい。でも……このままじゃ、一万まん回かい再さい生せいには届とどかないかも……！

　ピロリーン♪

　ふいに携けい帯たいが鳴なって、なにげなく目めを落おとす。

「えっ……？」

　届とどいたメッセージは、意い外がいな人ひとたちからだった。





Ｎａｎａナナ『Ｈハｉイ！　新しん作さくチョ～いいね！　お気きに入いりに登とう録ろくしたよ：D』

マドノ『レポ動どう画がでうちのブース紹しょう介かいしてくれてありがとうございます！　お礼れいと言いってはなんですが新しん作さく動どう画がシェアしました～　→　http://tuttuiter.○△/×☆……』






　ワク動どうフェスでお世せ話わになった、ナナカマド工こう房ぼうのナナさんと、マドノさん！

　レポ動どう画がをつくるときに写しゃ真しんを使つかっていいか聞きいたら、快こころよく応おうじてくれたんだ。

　マドノさんから送おくられてきたＵＲＬをひらくと、Ｔｕｔｔｕｉｔｅｒツッツイターの「ナナカマド工こう房ぼう」のプロフィールページだった。

　いちばん新あたらしい投とう稿こうには、「ソライロさんの新しん作さく！　オススメです！」という言こと葉ばとともに、『とん好すき。』の動どう画がリンクが貼はられていて。その投とう稿こうに、「イイネ！」のボタンが、たくさん押おされてる……！

　どくん、と、熱あついものが胸むねへとつき上あげてきた。

（わたしたちの『大だい好すき』が……わたしたちの知しらないところで、広ひろがってる！）

　ソライロの動どう画がを「良いい」と思おもってくれた人ひとが、友ともだちに紹しょう介かいしてくれて。

　それを見みただれかが、また、べつのだれかへ。

　想おもいをのせた動どう画がが、ネットの宇う宙ちゅうをこえて、たくさんの人ひとと出で会あっていく……。

　目めに見みえないつながりに後あと押おしされるように、落おちこんでいた気き分ぶんが、ぐっと上うわ向むきになる。





いっちー『ありがとうございます！』






　マドノさんたちにお礼れいを送おくって、携けい帯たいをギュッとにぎる。

　そうだ……まわりがみんな、敵てきってわけじゃない。

　わたしたちの動どう画がの力ちからを、「大だい好すき」って気き持もちを、最さい後ごまで信しんじぬかなきゃ！







　──そしてむかえた、七なの日か目めの朝あさ。

「おはよ～！　リビングに置おいてあった携けい帯たい、鳴なってたから持もってきたわよ～」

　そんなママの声こえで、ぼんやり目めが覚さめた。

　眠ねむたい目めをこすりながら、携けい帯たいを受うけ取とる。まだ、朝あさの七時じ……？





アオイ『大たい変へんだ！　今いますぐ再さい生せい回かい数すうを見みて！』






　メッセージを目めにした瞬しゅん間かん、ガバッと、とびおきる。

（まさか、なにかよくないことが起おきたんじゃ……！）

　タイムリミットは、今日きょうの夜よる九時じ。なのに、こんな時じ間かんに連れん絡らくが来きたってことは……。

　頭あたまをよぎる嫌いやな予よ感かんと、わずかな期き待たい。

　ごくり

　つばをのみこんで、ふるふると震ふるえる指ゆびを画が面めんに伸のばす。

『とん好すき。』の再さい生せいページへのリンクを、タッチ。

　ページが表ひょう示じされる前まえに、祈いのりをこめて、固かたく目めを閉とじる。

　どきん、どきん……

　波なみ打うつような心しん臓ぞうの音おと。全ぜん身しんからじわっと汗あせがにじむのを感かんじながら、そろ～り、薄うす目めをあけて……。

「うわぁっ、ダメだ！　見みられないっ！」

　ガバッと、再さい生せい回かい数すうの場ば所しょを手てで覆おおう。

（ふぅ……落おちついて、深しん呼こ吸きゅう……！）

　先せん頭とうの数すう字じが「１」だったら、一万まん回かい再さい生せい達たっ成せい。

　それ以い外がいの数すう字じだったら……。

　画が面めんをかくしている手てを、そーっと横よこにずらす。

　ドキ、ドキ、ドキ……

　先せん頭とうの数すう字じは……？

（………………へ？）

　２。

　そこにはまちがいなく、「２」と表ひょう示じされていた。

「２……？　って、どういうこと!?」

　つまり、二千……？

　いやいやいや！　だって、昨日きのうの夜よるの時じ点てんで、八千までいってたはずだよ！

　まさか……あれはカウントまちがいで、正ただしい数すう字じに直なおされちゃったとか!?

　今いまから再さいスタートしたって、今日きょう一いち日にちで、あと八千回かいなんて……。

　絶ぜつ望ぼう感かんに、ツンと、鼻はなの奥おくが痛いたくなる。

（ウソだ！　こんなのおかしいよ……！）

　悪わるあがきだってわかっていても、ぼやける画が面めんにかじりついて、もう一いち度ど。必ひっ死しに桁けたを数かぞえる。

　いち、じゅう、ひゃく、せん、まん…………？

「…………あれ？」

　くりかえし、桁けたを数かぞえる。何なん度ども、何なん度ども。

　だけど──何なん度ど数かぞえても、ならんでいる数すう字じは、五つ。

　五桁けたってことは、二千じゃなくて…………二万まん回かい!?

「なんで!?　昨日きのうの夜よるから、一万まん回かい以い上じょうも増ふえてる!?」

　そ、それこそ、カウンターの故こ障しょうなんじゃ……？

　わけがわからなくて、パジャマのまま部へ屋やの中なかをウロウロ歩あるき回まわっていたら、ふたたび携けい帯たいのお知しらせ音おんが鳴なった。





コウスケ『おい、二万まん回かい再さい生せいってマジかよ！』

Ｒｉｉりー『信しんじられません！　いったい、なにが起おきたのでしょうか？』






　みんなも混こん乱らんしてるみたい。

　少すこしして、アオイさんから、『原げん因いんはこれかもしれない』と、ＵＲＬ付つきのメッセージが送おくられてきた。

　半はん信しん半はん疑ぎのまま、おそるおそるリンクをクリックする。

　表ひょう示じされたのは、アニメや漫まん画がなど、サブカルチャーの情じょう報ほうを発はっ信しんするニュースサイトだった。

　記き事じは、昨日きのうの夜よる。八月がつ二十七日にちの日ひ付づけ。

「えっと……『＆アンドＳエスが宣せん戦せん布ふ告こく!?　ライバルは「本ほん気きで倒たおす」』……？？」

　画が面めんをスクロールして、記き事じを読よみすすめる。





『人にん気き音おん楽がくサークル＆アンドＳエスが都と内ないでイベントを開かい催さい…………ＳＡＴＳＵＫＩサツキは、「今こん後ごライバルになりそうなサークルは？」という記き者しゃの質しつ問もんに、同おなじワク動どうで活かつ動どうするサークル、「カラクリＱ」や「ソライロ」の名な前まえを挙あげ、「本ほん気きで倒たおします！」と、笑え顔がおで宣せん戦せん布ふ告こくをした…………』
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　まさか……！

　信しんじられなくて、何なん度ども読よみ返かえした。

　あのサツキさんが、ソライロをライバルに……？





Ｒｉｉりー『記き事じが公こう開かいされた時じ間かんと、再さい生せい回かい数すうが急きゅう上じょう昇しょうした時じ間かんが一いっ致ちしています！』






　つまり、この記き事じを読よんだ人ひとがソライロに興きょう味みを持もってくれて、再さい生せい回かい数すうが伸のびたんだ！

　二万まん回かい再さい生せいのカラクリがわかって、スッキリはしたけど。

　あらためて目まの当あたりにする＆アンドＳエスの影えい響きょう力りょくのすごさに、くやしさも感かんじる。

　ソライロの力ちからだけでは、必ひっ死しにがんばっても、一週しゅう間かんで約やく一万まん回かいが精せいいっぱい。

　だけど＆アンドＳエスは、ほんの数すう時じ間かんあれば五万まん回かい以い上じょう再さい生せいされるし、自じ分ぶんたちの動どう画がにかぎらず、ただ名な前まえを挙あげるだけで、他ほかのサークルの再さい生せい回かい数すうを一万まん回かい以い上じょう伸のばすことができる……。

　これが、ワク動どうＮｏ．１サークルの、本ほん当とうの力ちから。

　そして──これから先さき、わたしたちが戦たたかっていく相あい手てなんだ。





コウスケ『でも、不ふ思し議ぎだよな。シュウさんが前まえ倒だおしで新しん曲きょくを発はっ表ぴょうした二ふつ日か後ごに、サツキさんがソライロの再さい生せい回かい数すうを後あと押おしするような発はつ言げんをするなんてさ』

Ｒｉｉりー『そうですね……もしかすると、アンエスは、一いち枚まい岩いわじゃないのかもしれません』






　りーちゃんの言こと葉ばに、首くびをかしげる。

　一いち枚まい岩いわじゃない……つまり、サツキさんとシュウさんでは、ソライロに対たいする考かんがえ方かたがちがうってこと……？





アオイ『経けい緯いはどうあれ、ソライロの動どう画がをたくさんの人ひとに見みてもらえたことが、僕ぼくは心こころからうれしいよ！　もちろん、くやしさもあるけど……それ以い上じょうに、うれしい！』






　届とどいたメッセージを見みて、わたしの心こころにも、ようやく、うれしい感かん情じょうがジワジワとわいてきた。

　アオイさんの言いうとおりだ。

　この二万まん回かいが、＆アンドＳエスに助たすけられての数すう字じだってことは、すごくくやしいけど……。

　わたしたちの「大だい好すき」を、たくさんの人ひとに届とどけることができた……夢ゆめに、また一いっ歩ぽ近ちかづけたことを、今いまは、めいっぱいよろこぼう！

　わたしはグッと両りょう手てをにぎりしめて、顔かおを上あげる。

（でも……次つぎこそは、ぜったいにソライロの力ちからだけで達たっ成せいするんだ！）

　＆アンドＳエスの力ちからを借かりずに、一週しゅう間かんで一万まん回かい……いや、二万まん回かい再さい生せいだって達たっ成せいできるようになって。

　一〇〇万まん回かい再さい生せいの夢ゆめも、いつか、かならず叶かなえてみせる！

「よ～～～し！　今日きょうもがんばろうっ！」

　気き合あいを入いれて伸のびをすると、わたしは、まぶしい朝あさ日ひがさしこむ窓まどを思おもいっきり開あけ放はなった。











14　最さい高こうの夏なつの思おもい出で






　夏なつ休やすみ最さい終しゅう日びの前ぜん日じつ、八月がつ三十日にち。

　わたしは、りーちゃんの家いえにお泊とまりに来きていた。

　今日きょうの目もく的てきは、ずばり……遊あそぶこと！

　みんなであつまるのは、どうしても動どう画がをつくるときや、なにかソライロの活かつ動どうで問もん題だいが起おきたときになりがち。

　だから、たまにはなにも考かんがえず、ただ、遊あそぶためにあつまろう！　ってことになったんだ。

　それも、今こん回かいは、ひとつドキドキなことがあって……。

「ギャーッ、また負まけた！　もう一いっ回かいだ！　……おい、奏そう太たってば！」

　コウスケ先せん輩ぱいに肩かたをガクガクゆすられながら、冴さえ木きくんは微び妙みょうな表ひょう情じょうを浮うかべる。

「いや、だって、このゲームもう二十回かい目め……」

「かたいこと言いうな！　おりゃっ、コンティニューッ！」

　……そう。

　なんと、今こん回かいの「ソライロお泊とまり会かい」は、冴さえ木きくんもいっしょなの！

　ワク動どうフェスに行いった縁えんもあって、りーちゃんのママが、「ぜひ冴さえ木きくんも」って招しょう待たいしてくれたんだ。

　意い外がいなことに、冴さえ木きくんは「行いく」って、ふたつ返へん事じで。ソライロ三人にんと、冴さえ木きくん。四人にんのお泊とまり会かいが開かい催さいされることになった。

　大おお盛もり上あがりのテレビゲーム対たい決けつからはじまり、お庭にわでのバドミントンや水みず風ふう船せん遊あそび、夕ゆう飯はんには、カレー作づくりも！

　四人にんで過すごすのはワク動どうフェス以い来らいだったけど、コウスケ先せん輩ぱいと冴さえ木きくんはすっかり仲なか良よし（？）みたいだし、ぜんぜん違い和わ感かんがなくて。

　あっというまに時じ間かんが過すぎ、気きがつけば、夜よるの八時じになっていた。

　最さい後ごのイベントは……お庭にわで花はな火び大たい会かい！

　夏なつ休やすみの終おわりに、お隣となりさん同どう士しのりーちゃんとコウスケ先せん輩ぱいの家か族ぞくがあつまって花はな火びをやるのが、毎まい年としの恒こう例れい行ぎょう事じなんだって。

「わぁ！」

　外そとへ出でた瞬しゅん間かん、きれいな光こう景けいに自し然ぜんと声こえがもれた。

　藍あい色いろのグラデーションができた空そらに、ぽつりぽつりと輝かがやく星ほし々ぼし。

　昼ひる間まの暑あつさは影かげをひそめ、顔かおに当あたる夜よ風かぜは、ほんのりと涼すずしさを帯おびている。

（そっか、もう終おわっちゃうんだな、夏なつ休やすみ……）

　ちょっぴり寂さびしく感かんじながら空そらを見み上あげていると、後うしろから、にぎやかな声こえが聞きこえてきた。

「オレ、さいしょ手て筒づつ花はな火びやる！」

「大人おとなはススキ花はな火びからはじめるモンだぜ。ガキだなコウスケは」

「な、なんだと～！」

「もう、アンタたち、暴あばれんじゃないよ！」

　コウスケ先せん輩ぱいのお兄にいさんやお母かあさんもあつまって、ワイワイとはじまる花はな火び大たい会かい。

　夜よるに外そとへ出でて、大おお人にん数ずうで花はな火びをする──非ひ日にち常じょうのトクベツな雰ふん囲い気きに、ワクワクと胸むねがはずむ。

「いっちーさん、私わたしたちはスパーク花はな火びにしましょうか」

「うん！」

　みんなで、次つぎから次つぎへと花はな火びに火ひをつけた。

　コウスケ先せん輩ぱいとお兄にいさんたちのやりとりが面おも白しろくて、ずっと笑わらいっぱなしで。山やまのようにあった花はな火びも、あっというまに減へっていく。

「あ」

　次つぎの花はな火びを取とりに行いくと、ちょうど冴さえ木きくんとタイミングが重かさなった。

　同どう時じに、あわてて手てを引ひっこめて。クスッと笑わらうタイミングまで、ピッタリいっしょ。

　じわっとあふれてくるうれしさに、わたしは思おもいきって、花はな火びを二本ほん、手てにとった。

「線せん香こう花はな火び、いっしょにやらない？」

　わたしからのとつぜんの提てい案あんに、冴さえ木きくんはおどろきながらも、すぐに、こくりとうなずいてくれた。

「勝しょう負ぶしようか。先さきに火ひが落おちた方ほうが、ひとつだけなんでも言いうことを聞きく」

「わかった！　わたし、負まけないからね！」

　ふたりで線せん香こう花はな火びに火ひをつけて、みんなの輪わからちょっと離はなれたところに、ならんで座すわった。

　なんでも言いうことを聞きく、かぁ！

　わたしが勝かったら、どうしようかな～……なんて考かんがえていると。

「これから言いう話はなし……ただ、聞きき流ながしてほしい」

　ふと聞きこえた声こえに、横よこを見みる。

　ゆらめく花はな火びに照てらされた冴さえ木きくんの横よこ顔がおは、幻げん想そう的てきに感かんじるほどきれいで。そのまま、目めがはなせなくなる。

　ぱちぱち、火ひ花ばなが散ちる音おと。

　リリリリと響ひびく、虫むしの声こえ。

　そんな音おとにまぎれるように、冴さえ木きくんは、しずかに話はなしはじめた。

「ワク動どうフェスの日ひ……本ほん当とうは、すげー怖こわかったんだ。ずっと目めをそらしてきたものと向むき合あおうって決きめたのに、何なん度ども逃にげ出だしたくなって……。でもね、秋あき吉よしのおかげで、なんとか向むき合あえた。だから……ありがとう、あのとき、となりにいてくれて」

　冴さえ木きくんがなんのことを言いっているのか、わたしには、よくわからなかった。

　ただ……こうして冴さえ木きくんの声こえを聞きいているのは、とても心ここ地ちがいい。

　不ふ思し議ぎだな。

　冴さえ木きくんのとなりにいると、緊きん張ちょうしたり、ドキドキすることが多おおいのに……今いまは、すごく安あん心しんする。

「……俺おれが、アオイだったらよかったのにな」

　ふいに、冴さえ木きくんがぽつりと言いった。

「そしたら、秋あき吉よしが困こまってるとき、いつでもとなりにいられるのに」

　心しん臓ぞうが、とくんと小ちいさく動うごいた。

（冴さえ木きくんが、アオイさんだったら……か）

　うまく言こと葉ばが見みつからなくて、わたしはだまったまま、花はな火びへと視し線せんをもどす。

（あ……もうすぐ、終おわっちゃいそう……）

　火ひ花ばなが派は手でにはじけるたび、名残なごり惜おしさに、胸むねがきゅんとせつなくなる。

　まだ、終おわってほしくない。

　この時じ間かんが、空くう間かんが、ずっとつづけばいいのに……。

「……来らい年ねんも、また、こうして花はな火びができたらいいな」

　心こころの中なかで思おもっただけのつもりが、無む意い識しきにつぶやいていた。

　あ、と思おもった瞬しゅん間かん。

　冴さえ木きくんが、ふっとわたしの顔かおをのぞきこむ。

「こうして……ふたりっきりで？」

[image: ]

　ドキッ！

　思おもいがけず近ちかづいた顔かおの距きょ離りに、体からだが固かたまった。

　サラサラの前まえ髪がみからのぞく、うす茶ちゃ色いろの瞳ひとみ。

　冗じょう談だんとも本ほん気きともとれないまなざしに、頭あたまの中なかがパニックにおちいる。

「あ、あ、あの！　も、もちろん、みんなといっしょにっていう意い味みで……っ！」

　ぽたり

　あせってバタバタと手てを動うごかした拍ひょう子しに、火ひの玉たまが地じ面めんに落おちた。

「あっ……」

「俺おれの勝かちだね」

　フッと笑わらう冴さえ木きくん。そのいたずらっぽい表ひょう情じょうに、カーッと顔かおまで血ちがのぼってくる。

　……わぁ、やられた～～～っ！

　うっかり負まけたくやしさと、はずかしさをまぎらわすように、わたしは、もう光ひからない花はな火びのヒモを恨うらめしく見みつめる。

「ズルイよ冴さえ木きくん！」

「あはは、戦せん略りゃくも勝しょう負ぶのうちでしょ？」

　どっくん

　顔かおを上あげた瞬しゅん間かん、時じ間かんが止とまったように息いきができなくなった。

　冴さえ木きくんがこぼした、とびっきりの笑え顔がお。

　目めが合あうと、急きゅうに、鼓こ動どうのリズムが速そく度どを上あげて。

　冴さえ木きくんのまわりが、キラキラと光ひかって見みえはじめる。

（な、なに、これ……？）

「先さきに火ひが落おちた方ほうが、ひとつだけなんでも言いうことを聞きく、だったよね」

　落おちついてくれない胸むねのドキドキに戸と惑まどっていると、冴さえ木きくんが言いった。

（なんでも、言いうことを……？）

　のぼせたように熱あつくなった頭あたまでは、そんな、なにげない言こと葉ばさえも冷れい静せいに受うけ止とめられない。

　ふっとよぎるのは、よりにもよって、この前まえ、ユキちゃんが言いったあのセリフ。




　──告こくられた!?　キスされたとか!?




（キス…………？）

「っ!!」

　すぐに、バッと下したを向むいて、頭あたまに浮うかんだありえない二文も字じを、必ひっ死しにふりはらう。

（わ～っ、もう！　わたし、なんてことを……っ!!）

　どっきんどっきん、自じ分ぶんでもはっきり聞ききとれるほど、大だい音おん量りょうで鳴なりひびく心しん臓ぞうの音おと。

　こんな真まっ赤かな顔かお、ぜったい見みられたくなくて。うつむいたまま、熱あつくほてるほっぺを、ぎゅーっと両りょう手てで押おさえていると。

　視し界かいの外そとで、冴さえ木きくんが、フッと微笑ほほえむ気け配はいがした。

「来らい年ねんもいっしょにやろう。みんなで」

　目めの前まえにさしだされた、小こ指ゆび。

　わたしは、おどろいて顔かおを上あげる。

「え、あの、そんなことでいいの……？」

「そんなことって……俺おれにとっては、すごく、特とく別べつな約やく束そくなんだけど」

　照てれかくしのように眉まゆをひそめて、じっと、わたしの目めを見みる冴さえ木きくん。

　想そう像ぞうしてたようなことが起おきなくて、ホッと息いきをつくのと同どう時じに、胸むねの真まん中なからへんが、じんわりと、やさしいぬくもりで満みたされていくのを感かんじる。

「……うん。来らい年ねんも、みんなでいっしょに花はな火びしよう！」

　わたしは冴さえ木きくんの指ゆびに、そっと自じ分ぶんの小こ指ゆびをからめた。

（前まえにも、こうして冴さえ木きくんとゆびきりをしたっけ……）

　あのときは、おたがいの秘ひ密みつを守まもるためのゆびきりだったけど、今いまのは、来らい年ねんの夏なつもいっしょに過すごそうっていう、未み来らいの約やく束そく。

　あのときより、仲なかよくなれたんだ。

（そうだよ。だって、もう……ちゃんと、友ともだちだもん！）

　そう思おもうとうれしくて、勝かっ手てにニヤけてしまう。

　小しょう学がく生せい最さい後ごの夏なつ休やすみ。忘わすれられない、大たい切せつな思おもい出でがたくさんできた。

　みんなでワク動どうフェスに行いって、いろんな人ひとと出で会あったこと。

　ソライロのピンチをのりこえて、四人にんの絆きずながもっと深ふかまったこと。

　そして、冴さえ木きくんと、「友ともだち」になれたこと……。

「──た、大たい変へんだ！」

　とつぜん、コウスケ先せん輩ぱいの大おお声ごえが聞きこえた。

「リイコ、いっちー！　これ……！」

　ただならぬ様よう子すに、わたしは冴さえ木きくんと目めを合あわせて、すぐにコウスケ先せん輩ぱいのもとへ駆かけ寄よった。

　りーちゃんも、心しん配ぱいそうにそばにやってくる。

　たちこめる嫌いやな予よ感かんに、ドキドキと脈みゃくが速はやまっていく。

　コウスケ先せん輩ぱいの手てに、にぎられた携けい帯たい。

　どきん、どきん……

　息いきを止とめてそっとのぞきこむと──メッセージアプリのトーク画が面めんが表ひょう示じされていた。

「シュウさん…………？」

　送おくり主ぬしは、＆アンドＳエスのシュウさん。

　そして──そこにならぶ言こと葉ばを見みた瞬しゅん間かん、わたしは大おおきく目めを見み開ひらいた。





ＳＹＵシュウ『アオイの正しょう体たい、知しりたくないか？』













あとがき






　こんにちは、一いちノの瀬せ三み葉よです！

　ソラプロシリーズも、ついに三巻かん！　うれしい!!

　担たん当とうさんや夏なつ芽め先せん生せいをはじめ、「チームソラプロ」のみなさんにたくさん助たすけてもらって、三冊さつ目めの物もの語がたりをお届とどけすることができました。

　もちろん、今いまこの本ほんを読よんでくれているあなたも、チームの一いち員いん！

　つばさ文ぶん庫このホームページへの書かきこみや、お手て紙がみで感かん想そうをもらうたび、動どう画がに「いいね！」とコメントをもらった一いち歌かたちのように、ものすご～～～～く元げん気きをもらっています。

　本ほん当とうに本ほん当とうに、ありがとう！




　さて、今こん回かいの舞ぶ台たいは、「ワク動どうフェス」です。

　一いち歌かたちが活かつ動どうしている動どう画がサイト、「ワクワク動どう画が」が主しゅ催さいする超ちょう大おお型がたイベント。

　じつは、このワク動どうフェスには、モデルにさせていただいたイベントがありまして。この物もの語がたりを書かく前まえに、取しゅ材ざいのため、私わたしも実じっ際さいに行いってきました。……ひとりで！（笑わらい）

　いや～、楽たのしかった！

　とにかく人ひとが多おおくてビックリ！

　どのブースもステージもアツく盛もり上あがっていて、またまたビックリ！

　好すきなことを全ぜん力りょくで楽たのしんでる人ひとの笑え顔がおって、年ねん齢れいや性せい別べつ関かん係けいなく、とっても素す敵てきですよね。

　同おなじ空くう間かんにいるだけで、「私わたしもがんばるぞ！」って、パワーをもらえました。

　当とう時じは、まだ一巻かんの発はつ売ばい前まえで、「いつかソラプロでこのイベントを舞ぶ台たいにしたお話はなしが書かけたらいいな」と思おもいながら会かい場じょうを歩あるいていたんです。夢ゆめが叶かなってよかった～！（いいトシして、うっかり迷まい子ごになりかけたのは、ここだけのヒミツで……）




　ところで。今こん回かいの物もの語がたりを読よんで、「ワク動どうフェスみたいなイベントに行いってみたい！」って思おもった人ひともいるんじゃないかな？

　動どう画がサイトが主しゅ催さいする参さん加か型がたイベントは、動どう画がサイトごとにいくつか種しゅ類るいがあるようです。

　内ない容ようや参さん加か方ほう法ほうもそれぞれちがうと思おもうので、もし興きょう味みがあったら、保ほ護ご者しゃのかたに相そう談だんしてみてくださいね。

※ひとつだけ約やく束そく※　ぜーったいに、友ともだち同どう士しや未み成せい年ねんだけで遊あそびに行いかないで！

　まちがっても、私わたしのように、ひとりで行いくようなことはないように……そして、くれぐれも迷まい子ごには気きをつけてください（笑わらい）




　ではでは、また次つぎの物もの語がたりでお会あいしましょう☆




＊一いちノの瀬せ三み葉よ先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！


〒１０２─８０７８　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み１─８─19




株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　一いちノの瀬せ三み葉よ先せん生せい係がかり


















一ノ瀬三葉／作


おうし座のＯ型。埼玉県在住。２０１６年、『トツゲキ!?　地獄ちゃんねる』で第４回角川つばさ文庫小説賞一般部門大賞を受賞し、デビュー。おふとんが大好きで早起きが苦手。好きなお菓子はチョコレートとたまごボーロ。






夏芽もも／絵


神奈川県在住のイラストレーター・漫画家。１月30日生まれの水瓶座Ｂ型。好きな食べ物はメロンと冷麺。少女漫画をよく読みます。



















装丁　ムシカゴグラフィクス












ソライロ♪プロジェクト




③負まけられない勝しょう負ぶ！








作さく　一いちノの瀬せ三み葉よ

絵え　夏なつ芽めもも
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